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第一章　ドＳＥさまとわたし。













「……ああ、午後も長いなあ」

　昼食を急いで食べて、職場に戻るわたしの足取りは重い。昼過ぎの太陽に照らされた歩道を歩き、ガラス張りのオフィスビルの前で小さくため息をつく。

　このビルの二階が、わたし――相あい沢ざわ沙さ智ちの働くＤディーＡエーＴティー高たか杉すぎソフトウェア株式会社だ。

　中小企業ながらも新しん宿じゅくの小洒落たビルに居をかまえる我が社は、社員の約半数が出向先で働くこともあってスペースはそう広くない。

　けれど、数年前に移転したばかりのオフィスはデスクもパソコンもまだ新しくて快適だ。とはいえ、わたしは移転前のオフィスを知らない転職組で、プログラマとして働いている。

「午後も頑張らなきゃ」

　自分に言い聞かせるようにして、ビルの正面エントランスをくぐり抜けた。

　それにしても足が重い。別に食べすぎて体が重いわけではなく、どちらかといえば連日の残業と睡眠不足で体重は減った。嬉うれしくもないダイエットである。

　二十六歳にもなって、ひとりでファストフード店に出向き、サラダとハンバーガーとドリンクを急いで胃に収めて戻ってくる。昼休みはいつだってそんな感じ。

　できることならば、テレビや雑誌に出てくるステキＯＬのようにおしゃれなカフェでランチなんてしてみたいけれど、まずわたしにはその時間がない。

　代わりといってはなんだが、『昼食を食べられるだけでありがたいと思ったら？』なんて平然と言いそうな上司ならひとりいる。

　しかもそれを言いそうな彼は、優秀なシステムエンジニア――いわゆるＳＥで、性格的にＳっぽいことからひそかに『ドＳＥ』と呼ばれているおそろしい人なのだ。

　長身に均整のとれた体つき、男性にしてはあまり日焼けしていない肌が三十三歳という年齢を感じさせない、切れ長の目もまっすぐな鼻び梁りょうも形のよい唇くちびるも、外見だけならばモデル顔負けの上司。ただし、ドＳＥ。

　そんな七なな瀬せさんの整った顔立ちを思い出して、わたしはぶるっと身震いをした。

　季節は六月、初夏だというのになぜ寒気がするのか。七瀬さんとはそういう人なのだ。

「あれ相沢さん、お昼だったの？　ちゃんとお昼休みに食べられるなんて珍しいねー」

　会社のエントランスホールを歩いていると、覚えのある声が後ろから聞こえてくる。

「市いち原はらさん」

　振り返ると、わたしの所属するシステム開発第三ユニットのチーフ、市原さんがひらひらと手を振っていた。

　市原さんは背が高くて、男性にしてはかなりの細身だ。メガネの奥の目は小さめだけれど、とても優しい。

「なんか、やつれてるねー」

「……そうですか？」

　やつれていても仕方がない。

　むしろ社内の誰もにそう思われておかしくないプロジェクトに、わたしは参加していた。

「相沢さんって、ちょっともったいないよね」

「えーと、それはどのあたりが……？」

　身長百六十一センチ、手抜きスタイリングがしやすいふんわりニュアンスパーマのボブカット、女子力低めのシンプルメイク、さて、わたしのどのあたりがもったいないのだろうか。

「自分のもったいなさに気づいていないあたり？」

「なぞなぞですか？」

「違うけどー。ほら、わりと背も高いし、すらっとしてるし、目だって結構大きいし、よく見ればかわいい顔をしてる気がするんだけど、なんとなくコメディ担当みたいなところとか」

　久々に会ったチーフが、褒ほめているのか貶けなしているのか判断しにくい発言をしたときの対処法なんて、へとへとに疲れてるときにパッと思いつきはしない。

　こういうときはスルースキルがものを言う。何事もなかったふうを装って、わたしは無関係な話題を振った。

「そういえば、市原さんが明るい時間に本社に来るのは珍しいですね。何か緊急の用事ですか？」

　普段は出向先で作業をしている市原さんだが、報告や相談で本社を訪れることはある。だが、それは業務時間外が多く、わたしは残業していて顔を合わせることがときどきあった。

　強引に話の矛先を変えたことで何か言われるかと一瞬身構えたけれど、市原さんはそれほど気にしていないらしい。

「今日、十八時から部会でしょう？」

　その言葉に胃がキリリと痛むのを感じる。

　忘れていた。忘れていたかった、今日は部会の日。

　部会というのは、社で決められているユニット毎ごとの月例報告会で、本来ならば定時退社時刻の十八時に開始される。そして、システム開発第三ユニットにおける部会とは、一言で言って〝簡易地獄〟だ。なんなら〝公開処刑〟と言い換えてもいい。

　七瀬さんの前で、それぞれが現在抱えている案件の説明、状況、問題点などを報告するのだが、いかんせん我がシステム開発第三ユニットのユニットリーダーはドＳＥである。

「忘れてた？　報告書作成できてるのー？」

　市原さんが少し怪け訝げんそうな表情で、わたしを覗のぞき込む。心情が顔に表れていたのだろう。

「報告書は、そうですね、今から作成します……」

「急がないとまずいよ。十五時までに俺んとこメールしておいてね」

「はい……」

　この忙しいときに部会！

　しかも今携わっている案件は、かなりのデスマ案件！

　余談だが、デスマというのは、正式名称をデスマーチ、つまり死の行進といって、ソフトウェア開発業界では、通常勤務では納期に間に合いそうもないプロジェクトを指す。連日の残業も休日出勤も、時には徹夜での作業も当たり前、ってわけ。

　しかし、デスマ続きというのは結果として、残業手当を申請することになり、会社は当然喜ばない。それでも、長時間の残業をしなくては終わらない案件、それがデスマ。

　部会では、残業時間の概算も報告しなければならない。その結果、手際の悪さやスケジューリングの問題点を指摘されることも多々ある。

「まぁ、そんな死にそうな顔しないで。午後も頑張ってねー」

　ぽんとわたしの背中を叩たたいて、市原さんが歩いていく。

　その後ろ姿を眺めながら、どうにかして今日の部会を休む方法はないかと考えたくなる気持ちを、必死で押さえつけた。

　余計なことを考えるよりも、やるべき仕事を片付けるほうが先だ。

　二階フロアに到着し、カードキーの認証をしてドアを開けると、うんざりするほどいつもどおりの光景が眼前に広がっている。

　手前から窓側に向けてシステム開発第三ユニットの島があり、縦長に配置された机には、それぞれの社員のデスクトップパソコンが並んでいる。窓際のお誕生日席が、七瀬さん。その机だけが入口に向かっていて、次からは対面で二列に配置されている。七瀬さんの席から見て左側の壁にはロッカーが並び、右側には営業ユニットの島がある。

　わたしの所属するシステム開発第三ユニットは、ユニットメンバーが十三名、リーダーが七瀬さんで、その下にチーフがふたりいる。片方がさっき会った市原さん。

　中途採用で入社してから一年、ずっと同じユニットに所属しているけれど、他ユニットの社員と一緒に仕事をすることはほとんどない。同じ会社で働いているといっても、話したことがないどころか顔さえ知らない社員もたくさんいる。

　現在、わたしが扱っている案件では、同じユニットの高たか槻つきさんと一緒に作業をしているものの、彼とも必要以上に会話をしたことはなかった。

　――まぁ、なんというか高槻さんはちょっと独特というか、仕事はデキるのだけれど無口というか？　若干、とっつきにくい感じだし。

「相沢さん、おかえりなさーい。七瀬さん、だいぶ危険モードですよ」

　ファッションと恋愛には尋常ではない興味を持っているけれど、仕事と名のつくことの大半が嫌い、という新入社員、新にい島じまさんがわたしにこっそり声をかけてくる。

　カールしたふわふわの髪かみに、ピンクのワンピース。本当に新島さんがいるとデスマ続きのおぞましい会社と別空間なのではないかと思えるほどだ。

「……何か、あったの？」

「えーと、高槻さんと相沢さんの案件、クライアントさんがぶち切れ？　みたいな話でしたけど」

　……それは何かあったどころじゃない危険な事態じゃないか。

「相沢さん、ちょっといいですか」

　窓際から件くだんの七瀬さんがわたしを呼ぶ。

　遠慮します、なんて言えるはずもなく、背筋を悪寒が駆け抜けた。

　あの声の感じからして、かなりお怒りのような、いや、いつもあんな感じといえばあんな感じだけれども……。

「はい」

「早く」

　ダメだ、絶対怒ってる。

　わたしはすでに心の中でだけ半泣きで、早足で七瀬さんの机に向かった。




〝ドＳＥ〟こと七瀬博ひろ彰あきという名の上司は、自分で呼びつけておきながら机の脇に立ったわたしを一いち瞥べつもせずにパソコンの液晶を見つめる斬新な放置プレイに徹している。

「……あの、七瀬さん、なんでしょうか」

　耐え切れずに声をかけると、絶対零れい度どの視線がわたしを射抜いた。やばい、心臓が危険な気がする。

「シグメラルド社に出向してる契約社員の木き津づさん、出社してないらしいね」

「えっ」

　シグメラルド社の保険管理システムは、この一カ月、わたしと高槻さんが受託で抱えている案件だった。先方からシステムを深く理解するために常駐スタッフをひとり入れてほしいと言われ、急きゅう遽きょ面接をして採用したのが木津さんである。

　業務経験が長く、スキルもじゅうぶんな四十代の木津さんは、なんだか頼りがいのあるおじさんに思えた。わたし自身、技術面では不安が多いせいかもしれない。

　今回は契約社員として出向してもらっているため、毎日の業務報告はわたしがメールで受け取っている。

「さっき、シグメラルド社の進しん藤どうマネージャーから電話があって、今回の案件はほかに回すって言われたよ」

「そんな……」

　我が社には大手とのつながりがいくつかあるのだけれど、その中でも大手電気機器会社であるシグメラルド社の関連業務が多い。

「木津さんの業務報告を毎日受けているのは相沢さんでしょ。なんで知らないの」

　いやいやいや、業務報告は毎日メールで来て……あれ、でも昨日は来ていないかもしれない。いや待って、一おと昨と日いも、もしかして……。

　血の気が引くとはこういうことか。わたしは顔面蒼そう白はくで頭を下げた。

「……すみません」

　この数日、木津さんからの業務報告は届いていない。自分の業務で手一杯で忘れていた。

「木津さんの業務状態を把握しておくのは誰の仕事だっけ」

　エマージェンシー、エマージェンシー！

　頭の中で赤いランプがくるくる回転している。

「あの、わたしの業務です」

「そう、俺でも高槻さんでもない、相沢さんの業務だ。ところが現状はどう？　相沢さんは木津さんが無断欠勤していることも知らなかった。業務報告が届いていないことを俺に伝えるなり、相談するなりすべきだったんじゃないかな」

　七瀬さんは穏やかな声で、静かに断罪していく。言われずともわかっている。これはわたしのミスだ。

　高槻さんとふたりで作業を分担してはいるが、わたしには彼ほどのプログラミングスキルはない。だから、技術よりの作業は高槻さんに多くお任せし、無口でコミュニケーションがあまり得え手てと思えない高槻さんの分も、わたしが連絡係を買って出た。

「七瀬さんに報告をしなかったのは、わたしのミスです。申し訳ありませ――」

　しかし、謝罪の言葉すら最後まで言わせず、食い気味に七瀬さんが口を開く。

「ミスはミスで仕方ない。忙しいからそういうこともあるかもしれない。誰だって完璧じゃない。それは当然だ。だけど、そのせいでシグメラルド社の仕事がなくなった場合、いったい誰がどうやって責任をとるの？」

「それは……」

　口を開いたところで、言える言葉なんて何もない。

　わたしには失った仕事を取り戻すこともできないし、かといってそれに代わる仕事を持ってくることもできない。

　そもそもただのプログラマでしかないわたしが、仕事を持ってこられるわけがない！

「それとも相沢さんは、シグメラルド社ごときの仕事はなくなってもかまわないと思っているのかな？」

　言っている内容は物騒なのに、七瀬さんは普段となんら変わらない無表情で、じっとわたしを凝視している。ただし、その視線がひどく冷たく感じるのは気のせいではないはずだ。

「まさか！　そんなことはないです」

「そのわりに平然としているね。これがどのくらいの損失か計算できる？　この一カ月、高槻さんとあなたがしていた作業は、ただの赤字でしかない。この仕事を足がかりに、保険関連のシステムの大規模な改修に持ち込めるよう、心して取り組んでくださいと最初に説明したはずだけど」

「はい……」

　木津さん、出社してないって、もしかして逃げたのか。

　とても残念なことに、この業界では、普通の企業に比べて突然逃げ出す人が多いのは事実だと思う。

　――昼食を食べたばかりなのに、胃痛が……。あとで胃薬を飲もう。

「で、どうするの」

「あの、今すぐシグメラルド社の進藤マネージャーのところに謝罪に伺って……」

「俺に連絡が入ったのは決定後だった。通常なら、突然切られるなんて事態にはならない。つまりは木津さんが無断欠勤しただけではなく、何か先方は腹に据すえかねるほどの状況だったとも考えられなくない。それなのに、相沢さんが行くくらいで済むと思ってる？」

「……それは、その」

　七瀬さんの言うとおり、無断欠勤が続いていただけならば「どうなってる？」と確認の連絡があるだろう。でも、現実はそうじゃなかった。つまり、わたしの知らない問題もあったのかもしれない。

「相沢さんが謝るくらいで済むなら、最初からこんなことになっていないよね。それなのに謝罪に行くの？　謝れば自分だけ満足できるから？」

　矢継ぎ早に質問されて、わたしはすでにパニック状態。これぞ、システム開発第三ユニット名物の、七瀬さんのお怒りモード――なんて悠長に考えている余裕はこれっぽちもない！

　うつむきかけた顔を上げて、まっすぐに七瀬さんを見つめる。

「いえ、少なくともこちらの誠意をお伝えする必要があるかと……」

「誠意じゃなくて、仕事をきちんとこなす人間がほしいって相手に、相沢さんは誠意を伝えたいんだ？」

　七瀬さんの声がワントーン低くなる。これはもしかしなくても、地雷を踏んだに違いない。

「まあまあ、七瀬くん。相沢さんも今は混乱しているだろうから、一緒に行ってあげてよ」

　急に横から声をかけてきたのは、営業ユニットの統括マネージャー、佐さ伯えきさんだった。

　中年も半ばを超えた佐伯さんは、いかにも営業としか言いようのない儀礼的な笑顔を浮かべている。

　やっぱりシグメラルド社の件ではみなさんご立腹ですよね、わかっていますよ……。

「わかりました。じゃあ相沢さん、準備して」

　七瀬さんは言うが早いか立ち上がると、ジャケットのボタンをとめる。

　先ほどまでデスクトップ画面が表示されていたはずの液晶は、いつの間にか電源を落としてあった。こうなることは予測済み？

「は、はい。今すぐですか？」

「今じゃなくていつ行くと思ったの？」

　話しながらも名刺ケースを取り出して枚数を確認したり、ブリーフケースに何かの書類を挟んだクリアファイルをしまったり、七瀬さんは素早い動作で準備を整えていく。

　対してわたしは、まだ現状をうまく把握できず、立ち尽くしていた。

「いえ、その、今日は部会もあるから、七瀬さんが出たらまずいのでは……」

　システム開発第三グループ名物、通称〝簡易地獄〟。

　ユニットリーダーが不在では、部会はどうなるのだろうか。

　なんとなく落ち着かない気持ちになったわたしを見下ろし、七瀬さんは一瞬だけ笑顔を見せる。

　――何事ですか!?

　まったくの予期せぬ事態に、思わず頬ほおが赤くなりそうだった。この人でも笑うんだ。笑うといっそう端正な顔が際立つ、なんて思った刹せつ那な、七瀬さんは完全な無表情で口を開く。

「そんなこと言ってる状況じゃないだろ」

　最後の一言からは、やわらかな口調さえ消え失せていて、わたしは自分が失言をしていたことに気づいた。

　神さま、もしも時間が戻せるならば、わたしきっとこの会社には転職しない未来を選んでいたと思うんです！　だからお願い、時間を戻してください、お願いします！

「相沢さん、早く」

「はいぃ！」

　そんなこんなでわたしの受難の一日はまだ続く。




　一お昨と年としの十月、わたしは勤めていた通信機器会社を辞めた。大学卒業後、ずっと勤めていた会社を辞めるのは勇気が必要だったし、不安もあった。

　だけど、あれ以上続けられるとは思わなかった。

　たび重なる上司のセクハラに、心身ともに限界を感じる日々が続き、残業でふたりきりになったとき、まずいと思って早く帰ろうと準備していたら腕をつかまれた。

『沙智ちゃんさ、オフィスでするのとか、想像すると興奮しない？』

　その言葉にぶち切れて、恐怖と吐き気の中、上司を殴って逃げ出したところまでは覚えている。震えながら朝を迎えて、眠らないままで出社し、辞表を出した。

　退職金と失業保険でしばらく暮らし、半年が過ぎたころに今の会社の面接を受けた。

　面接の担当は、営業の統括マネージャーである佐伯さんだった。

　話しているうちに、その場で佐伯さんが『じゃあ、採用します』と言いだして、かなり驚いたのを覚えている。プログラム技術にも自信はないし、このご時勢にそんな簡単に新しい職につけると思わなかった。

　そもそも、大学卒業のときにあんなに苦労した就職活動だったのに、中途採用はこんなに簡単だということに驚いた。

　そして昨年のゴールデンウィーク明け、わたしは初めてＤＡＴ高杉ソフトウェアの社員として出社したんだ――。

「相沢さん、顔がマヌケ」

　いきなりそう言われて、わたしはハッと我に返る。

　いけない、ドＳＥの七瀬さんとシグメラルド社に向かう途中だったのに、何をひとりで回想に浸っていたのか。

　電車を降りた都下の新興住宅街がある駅から、シグメラルド社の事業所まではシャトルバスが出ている。朝夕の利用者が多い時間帯は、五分から十分刻みでバスが往復しているが、それ以外の時間帯は一時間に一本しか運行していない。以前に高槻さんと来たときは、四十分も待ってシャトルバスに乗った。

　今日もそうなると思いきや、七瀬さんはなんのためらいもなく、駅を出るとタクシーに乗り込んだ。

　待たずに済んだのはありがたいけれど、だからといっていきなりマヌケ呼ばわりはどうかと思う！

「顔がマヌケなのは、元からです」

「ああ、そうですか」

　精一杯の切り返しを完全にスルーして、七瀬さんは窓の外を眺めている。

　タクシーの後部座席に並んで座りながら、わたしは入社当時この人にあこがれていた自分を思い出す。

　そう、七瀬さんは性格こそドＳというか鬼畜というか、とにかくおそろしいイメージがあるけれど、それに反して外見と声だけはいい。

　初めて七瀬さんに会ったとき、わたしは言葉を失いそうだった。

　百八十センチはありそうな長身に、細身の体つき。当時三十二歳の若さでユニットリーダーを務める七瀬さんは、仕事もデキるし本当にかっこよく見えた。

　――外見だけならば、今だってかっこいいんだけどね。

　あれから一年が経過し、三十三歳になった七瀬さんは、相変わらず外見と声だけならば最上級。黙って窓の外を眺める姿はテレビドラマのワンシーンのようだ。

「木津さん、なんでいなくなっちゃったんでしょうね……」

　小さくつぶやくと、七瀬さんは鼻で笑った。

　ちょっと、そこは笑うところじゃないです！　他人を心配したりしないんですか、ドＳＥさまは！

「逃げる人間はいろいろな言い訳をして逃げる」

「はぁ……」

　確かにそうでしょうけどね。

　でも木津さんだって、喜んで出社拒否したわけじゃないだろうし、何か事情があると考えるのが普通ではなかろうか。この業界ではそう珍しいことじゃないかもしれないけれど、それでも一緒に働いてきたわけで。

「相沢さんは余計なことばかり考える。だから仕事も全体的に散漫になるんだよ」

　今、それ関係ありますか！

　なんて言ってみたいけれど、わたしだって命は惜しい。

「……気をつけます」

「何に気をつけるの？」

「え、えーと」

　何に、と言われると困惑する。

　余計なことを考えないように……と思ったけれど、そもそも何が余計で何が余計でないのだろうか。余計なものがなんなのかを考えることは、余計な考えなのだろうか！

「具体的に何もわかっていないのに、『気をつけます』とか『ちゃんとします』とか、結局口だけで何も変わらないんだから、言うだけ失礼だと思わない？」

　確かにそうだけど、一応返答として礼儀で言うこともあるんだとわかってほしい。

　何も言い返せない相手を前に、好き放題言うのが上司なの？　そうなの!?

「そうかもしれませんが、わたしだって一応――」

「着いたよ」

　自分なりの言い分を口にしようとした途端、タクシーがシグメラルド社の事業所に到着する。はいはい、そういうものですよね……。

　タクシーを降りて、鏡面ガラスに覆われた大きな建物を見上げる。郊外にあるその事業所は、新しく近代的な造りだった。新宿を出てから二時間も経っていないのに、景色はずいぶんと変わる。遠くに山が見えて、高い建物はこの事業所だけだ。

「何ぼーっとしてるの。行くよ」

「はい！」

　きびきびとした動作で歩く七瀬さんの後ろを、わたしは急いで追いかけた。




「申し訳ありませんでした」

　七瀬さんにならって、わたしも深々と頭を下げる。

　以前にも何度かお会いしたことのある、シグメラルド社の進藤マネージャーは、苦い表情を浮かべていた。スリーピーススーツをおしゃれに着こなすステキなおじさまの進藤マネージャーでも、こんな表情をするんだと思ったら、なんだかひどく申し訳ない気持ちがこみ上げる。わたしが至らないせいで、多くの人に迷惑をかけたのだという事実がずしりと重く感じられた。

「木津さんには本当に参っていたんですよ。遅刻早退もひどかったし、それじゃなくてもこのプロジェクトは進行が遅れていましてね」

　その言葉に、わたしはおそるおそる七瀬さんを見上げる。言いにくいが、わたしが担当している作業も、申し訳ないくらいに遅れている状況だ。

　いや、でもそこは言い訳させてほしい！

　もともとのスケジュールに無理がありすぎる。あんな状況で予定どおりに作業をこなすことができるのは、高槻さんぐらいのもの。わたしにあの速度でプログラムを組むことを要求しても、できないのは七瀬さんだってわかっているはずだ。

「それに関しても、大変申し訳ないとしか言葉がありません」

　七瀬さんは、社内では聞いたことのないような、かしこまった声でそう言った。別人としか思えない。

「木津の交代要員はすぐに手配します。持ち帰りで請け負っている分の修正作業も、現状と同じ工賃で人員を増やし、速度を上げて対応させていただきますので、どうかこのまま継続できないでしょうか」

「作業の遅れと勤怠の悪さに加えて、木津さんは自分のやり方を押し通そうとするところがありましてね。このままでは他社に作業を回すことになるかもしれないと彼には何度か言いました。しかしその都度、『上司に状況を報告し、遅延対策をとってもらうからもうしばらく時間をくれ』と言われ、そうなるとこちらも期待して待つわけです。しかし、ＤＡＴさんからはなんら改善策の提案もないままに、ここへきて木津さんが出社しなくなってしまった」

　七瀬さんがわたしに視線を向ける。それに合わせるように、進藤マネージャーもわたしを見た。

「……いえ、そういった遅延対策が必要だという報告は受けておりませんでした」

　緊張してかすれる声で、わたしはそう告げた。

　木津さんからの業務報告メールが来ていなかったことに気づかなかったのは、明らかにわたしのミスだ。それについて弁解するつもりはない。だけど、今の遅延対策云うん々ぬんは初耳である。

　――き、木津さんめ……！　どういうつもりだったんですかっ！

「今後は私が担当者との連絡をとります。なんとかもう一度ご検討いただけませんか？　管理は徹底するとお約束いたしますので」

　ユニットリーダーである七瀬さん自ら、契約社員と連絡をとるなんて聞いたこともない。それもこれもわたしがふがいないからということだ。

　けれど進藤マネージャーは首を横に振った。

「七瀬さんがそうおっしゃるのもわかりますが、こちらもすでに決定したことです。佐伯統括マネージャーから聞いていませんか？」

「聞いております。プロジェクトとしての決定が簡単に覆らないのも重々承知しております。ですがそれよりも、今回の件は私どもの不手際ですので、直接謝罪させていただきたく伺いました」

「そうでしたか。お気持ちは伝わりました。今回の件に関しては、もうお伝えしたとおりです。また機会がありましたら、よろしくお付き合いください」

　進藤マネージャーは渋い表情で告げると席を立つ。この話はこれで終わりだとはっきり言われたも同然だ。

　取り付く島もないとは、こういうことを言うのだろう。がっくりと肩を落としたい気持ちをこらえて、わたしは顔を上げた。

　七瀬さんが立ち上がるのを察して、急いでそれにならう。

「わかりました。本当に申し訳ありませんでした。途中までの作業分は明日、相沢からお送りします」

　目線だけでわたしを促す七瀬さん。

「はい、明日送らせていただきます」

　わたしの言葉に、進藤マネージャーが小さくうなずく。

　確かにつらい案件だったけれど、途中で仕事がなくなるなんて、やっぱり悔しい。

「では、これで失礼いたします」

　七瀬さんと並んで頭を下げ、顔を上げるともう進藤マネージャーの姿はなかった。

　壁時計を見ると、十五時半。これは、本格的に嫌な予感がする。今から自社に戻ったら、確実に部会に間に合ってしまうじゃないか。

　こんなときに思うことじゃないのかもしれないけれど、部会用の報告書がまだ仕上がっていない。というか、書き始めてもいない！

　失態続きでは、今日の部会から生還できる確率は……。

　そんな計算をすることこそ、余計な考えだ。それでも心は必死に逃げ道を探す。

　できることならば、このまま直帰したい！




　帰り道の途中、電車を待つホームで七瀬さんが大きくため息をついた。もしやこれは、危険信号だろうか。

「な、七瀬さん、あの、本当にすみませんでした」

　先手必勝とばかりに、わたしは勢いよく頭を下げた。

「いや、相沢さんだけの失態じゃないから」

　――そっけない言葉の中に、確実に『相沢さんにも問題はあった』という意味を込めていますよね！

　今回の件が、わたしの失態だというのはわかっている。木津さんからの連絡が途絶えた時点で、七瀬さんに報告ないし相談をすべきだった。無論、進藤マネージャーの話を聞く限りでは、おそらく木津さんが出社しなくなったころには、もう打つ手もないほど状況は悪化していたのだろうけど。

　それでも、先方から連絡があるまで常駐スタッフが出社していないことを知らなかったなんて情けない事態は回避できていたはずだ。

　わたしはいつも何かが足りない。

　目先の問題にばかり集中し、周囲が見えなくなる傾向があります――と書かれたのは、小学校の成績表だ。

　これじゃいけない。変わらなくちゃ。

　何度もそう思ったけれど、実現できていないのを今また実感する。だけど実感しているだけじゃ、結局何も変わらない。わたしは意を決して七瀬さんを見上げた。

「あの……、わたし、もっと勉強します。資格試験も受けます！」

「意味がわからないんだけど？　なんでそうなったの」

　七瀬さんは二度素早くまばたきをしてから、何かを考えるように視線を泳がせる。

　わからないと言われても当然だ。前後の文脈もなしに、いきなり結論だけを宣言したのでは、伝わるものも伝わらない。

「え、それは、わたしの実力が不足しているから、シグメラルド社の受託案件がなくなったので」

「そもそもこの案件がなくなったのと、相沢さんの実力不足は無関係だと思うけど、まあそれはいいよ。だけど、だったらもっとコミュニケーションスキルを身につけるか、必要な情報を集める努力をすべきじゃないか。今日の流れで、資格試験なんてまったく関係ない」

　――それは、そうかもしれませんが。

　具体的に頑張るポイントを見み繕つくろってみたけれど、ダメだったらしい。

「別に相沢さんを責めているわけじゃないよ」

　急に言われて、その言葉の意味が理解できない。むしろ、責めるためにそう言ったのだろうかとさえ思えてくる。

　怪訝そうな目で見上げたせいか、七瀬さんは憮ぶ然ぜんとしてもう一度繰り返した。

「相沢さんだけが悪いわけじゃないから、必要以上に落ち込まれると迷惑だ」

　……ハイ、迷惑キマシタ。

　その言葉でわたしが落ち込むとは思わないんですね！　七瀬さんっ！




　部会には全員出席――というのが基本なのだが、出向先の都合でどうしても出席できない人ももちろんいる。

　その場合は、報告書のみを直属のチーフに送り、チーフが代理で報告する。

「相沢さん、報告書届いてないよー」

　本社に戻ったころには十七時半を回っていた。自席に向かう途中、市原さんにそう言われて、わたしはびくりと凍りつく。

　――市原さん、お願いだから七瀬さんの前で言わないで！

　七瀬さんの、あの絶対零度の視線で射抜かれたら、今日のわたしは絶命の危機。しかし七瀬さんは、わたしに見向きもしないで高槻さんの席へ向かった。

　自席に着くと、急いでデスクトップを起動して、文書ファイルを開く。先月の報告書を踏まえて、今月分の入力を……。

「相沢さん、またギリギリになって報告書作ってる」

　慌ただしくキーボードを打つわたしの後ろから、明るい声が聞こえてくる。

　システム開発第三ユニットのホープ、明るくて笑顔の爽やかな河こう野の友とも樹き――同じ発言を確か先月も聞いた気がしてならない。

「急いでるのわかってるなら、そっとしておいてください……」

「でもほら、そこの漢字間違ってるよ。設計が、〝雪渓〟になってる」

　――変換が悪い！　わたしが悪いわけじゃないんです！

　実際は操作をしているわたしが悪いに決まっているのだが、心の中でだけ反論してから、教えてくれた河野さんにお礼を言う。

「ありがとうございます」

　振り返り、軽く頭を下げると、目に入るのは爽やかな笑顔。河野さんはわたしと同じ二十六歳と聞いているけれど、パッと見は大学生のような印象を受ける。少し明るい髪色と、二ふた重えの大きな目、口角の上がった唇が、年齢よりも彼を若く見せるのかもしれない。

「どういたしまして！」

　にこっと笑いかけられて、心臓がドキリと大きな音を立てたけれど、そんなこと気にしている余裕はない。急いで報告書を書き上げて、市原さんに送りつけて、それから高槻さんにも事情を説明して、わたしの至らなかった点を謝罪すべきか……。

「ところで相沢さんって、もしかして俺のこと避けてる？」

「避けてないですよー」

　適当に返事をしながら、目は液晶に釘付け、両手の指はキーボードを走る。

　今のわたしにとって、大切なのは、今日の部会をいかに乗り切るかということだ。できれば邪魔をしないでいただきたい。

　そう思っていると、信じられない言葉が鼓膜を震わせた。

「じゃあ、今度俺と一緒に食事でもどうですか？」

　慌ただしさに聞き間違いをしたのだろうか。

　キーボードを打つ手が止まり、一瞬の沈黙がやけに長く感じる。

　一呼吸置いてから振り返ると、河野さんはじっとこちらを見つめていた。

「え、あの」

「考えておいてくれる？」

　はにかんだ笑顔を前にすると、先ほどの言葉はわたしの聞き間違いではないと実感させられる。

「いや、それはその……」

「よろしくね」

　楽しそうな足取りで去っていく後ろ姿を見ながら、わたしは自分が何を言われたのか、頭の中で反はん芻すうする。

『今度俺と一緒に食事でもどうですか？』

　確かにそんなことを、河野さんは言ったわけで……。

　――それってもしかして、いや、もしかしなくても誘われてる？

「相沢さん、報告書まだー？　そろそろ印刷頼んじゃうよー」

「は、はいっ、今すぐ！」

　だが、今はそんなことを考えている余裕はない。

　仕事のできないプログラマには、恋愛する暇もない世界でわたしは生きている！




　なんとか報告書を提出して、市原さんの確認をもらってから、印刷した文書を全員分まとめてステープラーでとじる。

　十八時ちょうどに、全部の文書を手に会議室のドアを開けると、すでに部会の準備は整っていた。

「相沢さん、遅いよ」

「すみません！　すぐ報告書配ります」

　部会の際のこまごました準備は、本社に常駐しているユニットメンバーで手分けして行う。特に決まりはないけれど、最近はわたしと新島さんが準備担当になりつつあった。しかし、新島さんはいつも気づけば『お茶淹いれてきますね』と立ち去るのだ。

　結果、今日もわたしはひとりで印刷物の準備をしている。

「配るの手伝いますね」

　わたしが全員に報告書を配ろうとしていたところに、河野さんが手を差し出した。

　さっきの言葉を思い出して赤面しそうになるのを、なんとかごまかさなくては。

「お願いします」

　半分を渡して、わたしは七瀬さんの席から報告書を配る。

「お茶が入りましたー」

　のんきな声が聞こえて、新島さんが戻ってきた。本当に、彼女くらい要領がよくなりたいものだ。

「新島さんは気が利くね」

　誰かがそう言っているのが聞こえた。

　システム開発第三ユニットは、女性がわたしと新島さんのふたりだけ。そのせいか、比較されることが多い。

　気が利いて愛あい想そがよく、かわいらしい雰囲気の新島さん。

　いつも忙しそうで慌ただしく、あまり女らしくない相沢さん。

　――はいはい、わたしはそれで結構ですよ。

　どうせ職場で恋愛しようなんて思ってないし、むしろデスマ続きの中で、恋愛なんて夢見る暇があるなら一時間でも多く睡眠時間を確保する。

　新島さんのように、上目遣いの似合うかわいい女の子に生まれていたら、わたしだって何かが違ったかもしれないけれど。

「じゃあ、全員揃そろったのでシステム開発第三ユニット、六月の部会を始めます」

　わたしが報告書を配り終わり、席に着いたところで、七瀬さんがそう告げた。

「今日の書記は河野くん、進行は市原さんです。よろしくお願いします」

　その言葉に、全員が「よろしくお願いしまーす」と声を揃えて頭を下げる。

「今日の司会の市原です。じゃーまず、うちのグループの新島さんから報告お願いします」

　やわらかい声で市原さんが進行していく。

　チーフの市原由ゆ隆たかさん、『ヨシタカじゃなくてユタカだよ』、と彼は初対面のときに笑ってくれた。

　ユニットの中で唯一、七瀬さんを恐れない穏やかな彼は、七瀬さんより三歳下の三十歳。出向での仕事が多く、一緒に作業をしたことはないけれど、テスターからプログラマ、ＳＥもデータベース調整もネットワーク構築もこなすマルチスキルの持ち主だと聞いていた。

　七瀬さんを恐れないのはそのスキルのせいなのかと思っていたのだけれど、どうも七瀬さんとは前の会社からの付き合いらしい。

「――次、相沢さんお願いしまーす」

「あ、はいっ」

　ぼーっとしているうちに、新島さんの報告は終わっていたらしい。名前を呼ばれて、慌てて立ち上がる。

「相沢です。先月の部会以降はシグメラルド社の保険管理システムの小規模改修を高槻さんと一緒に担当しています。……います。えーと、いましたが、その、本日付でその案件が終了いたしました」

　自分で説明していて、どこまで説明すべきなのかわからなくなる。本日付、まだ何も詳細はわかっていない。

「終了っていうのは、納品したっていうことじゃないよね？」

　市原さんにそう尋ねられて、わたしは言葉に詰まる。そこに七瀬さんが書類に視線を落としたまま、「それに関しては」と返事を引き取った。

「あとで私から説明します。とりあえず契約は終了と思ってください」

　七瀬さんの言い方では、フォローする気なのかどうかわかりにくい。しかし、なんにせよ七瀬さんのほうから説明があるというならば、そのほうがありがたい。

「時間を無駄にしない。続けて」

　軽く睨にらまれてわたしは報告書に目を落とす。残業時間と残業の業務内容を報告し、今月の目標と現在の問題点を説明し終わって、静かにいすに座り直した。

「えーっと、じゃあ相沢さんは、明日以降はあきになる？」

　市原さんの質問に、わたしはどう答えるべきかわからず、七瀬さんをちらりと見た。次の案件の話は、さすがにまだ聞いていない。

「それもあとで。営業から報告と合わせて話があります」

「了解。じゃあ次いきましょうか」

「いや、その前に。相沢さん、この残業時間はだいぶ問題があると思うんだけど？」

　書類から顔を上げた七瀬さんが、まっすぐにわたしを見据える。形よい唇から紡つむがれるのは、地獄投入の号令か。

「はい、すみません……」

「すみませんじゃなくて、残業の内容も聞いたけれど、そこまでしないとできないことだと思えない」

　毎月、七瀬さんの発言に、ユニットメンバーは胃を痛めていた。

　もちろん有能な方は問題ないわけで、胃痛を感じているのは突っ込みどころ満載な者だけ。新島さんくらい何もできないと、さすがに七瀬さんも突っ込まない。

　――ああ、わたしもそっちに行きたい。もう七瀬さんに見捨てられてもいいから、このキツイ時間を回避したい……。

「相沢さんの場合は、自分の能力を正確に把握できていないから、スケジュールどおりにできない。自覚しないといつまでも残業癖は抜けないんじゃない？」

「はい……」

　顔を上げることもできず、わたしは机の上に広げた報告書を見つめていた。

　ほかの人たちも、何も言えずに息をのんで見守っているのがわかる。たかがそんなこと、と言うのは簡単だ。だけど七瀬さんによる〝公開処刑〟で、会社を辞めていった社員を、すでにわたしは三名知っている。以前からいるメンバーは、もっと知っているのだろう。

　かつては血尿を出して逃げ出した奴やつもいる、と営業の佐伯統括マネージャーから聞いたことがある。あながち冗談ではないと思えるから困る！

「残業時間短縮のために、明確な目標を立てて取り組んでください。できない理想を掲げるのではなく、自分の能力を考慮して実行可能な目標を立てる、それをクリアする。とりあえずは市原さんのチェックを通してから、後日改めて私にメールしてください」

「わかりました」

「じゃあ、次どうぞ」

　本格的に落ち込むのは、こういうときだ。わたしは問題を具体的な解決方法にまで落とし込むのが下手で、似たような指摘を以前にも受けたことがある。なのに、七瀬さんはおそらくわかっていて『以前も言いましたが』という言葉を使わない。

　――『覚えているなら、できるはず。できないのは覚えていないから』ってきっと思われているんだろうなあ……。

　できなくても覚えています、なんて場違いに叫ぶわけにもいかないので、しゅんとしぼんだ心を抑え込み、わたしは顔を上げた。

　次の報告を聞いている七瀬さんは、いつもと変わらない。無表情で、体温を感じさせないきれいな横顔。あの性格でも社内には七瀬さんファンという女性がいるのだから、昔からさぞモテたことだろう。

　――でも、七瀬さんってモテたところで何も思わなそう。めんどくさいとかは思ってそうだけど。

　つい見とれたまま、わたしは七瀬さんがまばたきをするタイミングで同時にぱちぱちと睫まつ毛げをしばたたかせた。じっと見ていると、相手と同じポーズになる。それと同じでまばたきのタイミングも合致するらしい。

　あまり凝視していて気づかれたらまずいので、いい加減に視線をそらす。

　何気なく視線をさまよわせると、ちょうど河野さんがこちらを見ていた。目が合って、なんとなく気まずさにたじろぐ。

　けれど彼はまったく気まずさなんて感じないらしく、にっこりと笑みを浮かべた。

　――部会の最中に微ほほ笑えまれたのは、初めてかもしれない。




　簡易地獄が終わり、また一カ月なんとか生き延びられる気持ちになっていたら、営業の統括マネージャー、佐伯さんが会議室にやってきた。

　部会では、各メンバーの報告のほかに今後の業務の予定などを営業から告げられる。

「システム開発第三ユニットのみなさん、今月もお疲れさま」

　佐伯さんの年季が入ったベテラン営業スマイルは完璧だ。なんというか、明らかに営業スマイルとわかるところが胡う散さんくさくて完璧なんだといつも思う。しかしこの人がいなければ、わたしはこの会社に入社していなかったというのは、感謝すべきなのか恨むべきなのか迷うところで……。

「さて、営業からの報告ですが、エディス社の大型案件が入ってきました。製造から結合テストまでの工程です。それに伴い、プロジェクトに参加するメンバーを発表します。前もって七瀬くんとは調整済みです」

〝大型案件〟

　その単語を聞くだけでぐったりするのだが、またしてもエディス社である。

　以前からわたしも何度かエディス社関連の仕事はしているのだが、エディス社――特に研究所の案件はデスマ率が高い。

「エディス社の坂さか出いで研究所からの依頼で、納期は比較的余裕があります」

　以前にも、似た内容の案件に参加したことがある。あのときもエディス社の坂出研究所がクライアントだった。納期に余裕がある、なんて言っておいて、フタを開けてみれば火を見るよりも明らかなデスマーチ。

　――ああ、願わくば、わたしがそこに配属されませんように……。

「メンバーは七瀬くん、市原くん、高槻くん……」

　なんたる豪華メンバーだろうか。むしろ我らがシステム開発第三ユニットの看板を全部持っていく勢いである。それは同時にそれだけの大規模な開発だということを示していた。

「河野くん、相沢さん、新島さんの六名です。あとはデザイナーなどを派遣会社から何名か呼ぶ予定になっています。ああ、市原くんは今の現場の責任者に連絡を入れておいたから、来週いっぱい掛け持ちで引き継ぎを済ませてきてくださいね」

　神も仏もないとは、こういう状況を言うのだろう。

　実力者揃いの中に、なぜ入れられたのかもわからない。しかも新島さんもいるってことは、彼女が『えー、朱じゅ里りそんなのできないっ』と自分のことを下の名前で言いだすと、その業務もわたしに回ってくる可能性が高くなる。

　お茶を淹れるだけだったら、別にシステム開発にいる必要なんかないと叫びたくなるに違いない。

「来週頭に打ち合わせが入ります。そのときに詳細は説明しますので、よろしくお願いします」

　佐伯さんはそう言うと、相変わらずの営業スマイルを浮かべたままで会議室を出ていく。

「わぁー、朱里、プロジェクトに正式参加するの初めてですぅ」

　新島さんの声が聞こえてきて、わたしは頭を抱えたい気持ちになる。入社してまだ二カ月だから、当然といえば当然だ。

　どうせ実力者揃いのプロジェクトなのだから、わたしはただの人数合わせと割り切って、スキルアップに励めばいい。前もって憂ゆう鬱うつになるのは性に合わないし、気楽にいこう。なんなら、デスマさえ楽しめるくらいに……とは、さすがになれないけれど。

「七瀬さん、ほかに何かありますか？」

「ないです」

「じゃあ、今日の部会はこれで解散ー。お疲れさまでした！」

　市原さんが大きめの声で告げる。その声に、参加していたみんながおのおの席を立つ。

　わたしは、まだ立ち上がれなかった。単純に力が抜けてしまっているのではなく、今後を思うと胃痛が治まらない。

　誰か助けてとすがりつきたい気持ちにはなるけれど、誰に助けを求められるものか。

「あーあ、相沢さん、しょっぱい顔してるねー」

　さも楽しそうな声で市原さんがそう言う。

　ええ、しょっぱい気持ちでいっぱいですよ。これをしょっぱいと言わずになんと言えばいいですか、簡易的な絶望とでも言い換えますか！

「市原さん、相沢さんの顔がうるさいからどうにかしておいて」

　ちょ、ちょっと、七瀬さん、それはあんまりじゃないですか！

「相沢さんはいつもあんな顔だからねー、俺にはどうもできません」

「じゃあ仕方ないね」

　ふたりは談笑しながら会議室を出ていく。

　――ユニットにたったふたりしかいない女性社員の片割れの顔を、しょっぱいとかうるさいとか失礼すぎませんか!?

　ひとりで脳内突っ込みを繰り返していると、目の前に誰かのジャケットの裾が見えて。

　ん？と見上げると、そこには河野さんが立っていた。

「相沢さん、一緒のプロジェクト配属されるの初めてだね。よろしく！」

　筆舌に尽くしがたい爽やかさ。その笑顔がまぶしい。

　わたしと同じ二十六歳のはずなのに、まるで子どもみたいに純粋な目をした河野さんは、直視しにくいほどに完璧な爽やかさんだ。

「こちらこそ、よろしくお願いします」

「ところで、今日どうですか？」

「……はい？」

　何が今日なのかわからず、一瞬わたしはぼーっと彼を見上げていた。

　すると河野さんは少し照れたみたいにはにかむ。

「食事でも、どうですか？」

「えっ」

　――やばい、本気だったの、この人。

　わたしじゃなく若くてかわいい新島さんでも誘ってあげればいいのに、とは言えない。いや、河野さんみたいな爽やかで感じのいい男性に誘われて、嬉しくないわけはないのだが、あまりにいろいろなことがありすぎて、間違ってこの人に気に入られたりしたらどうしたらいいのか、思わず真剣に考えてしまう。

　食事くらい、よくあるただの同僚のお誘いなのかもしれないのに、お断りするのもどうだろう。ここは、来週からのプロジェクトのことも考えて、少しは付き合うべきか。

　若干思考が乙女モードになるのは、殿方からお誘いを受けることすら、あまりに遠い過去にしか見当たらないせいだ。

「何かほかに用事があるなら、別に無理しなくてもいいんだけどさ」

「いえ、特に用事はないです」

「ほんと？」

　無理しなくていいと言ったときの愛想笑いとは一転して、河野さんはパッと心底嬉しそうな表情になる。気持ちが顔に表れやすい人なのだろう。

　そこまで目を輝かせているのを見ると、今度はなんだか申し訳ない気持ちになった。

　あなたはわたしのことを、何か誤解してるんじゃありませんか？

　河野さんみたいな爽やかで明るい人に好まれる要素が、どれほど考えてもひとつも自分の中に見み出いだせない！

「じゃあ、予約入れてもいいかな」

「え、えーと、はい、大丈夫です」

　そこで初めて、会議室の入口でじいっとこちらを見つめている新島さんに気づく。

　……うわさが大好きな新島さん。あなたはなぜそこで黙って見ているんですかっ!?

「いいな、いいな、わたしも河野さんと飲みたいですぅ」

　わたしの視線に気づいたのか、途端に彼女はそう言いだした。これは、珍しくグッジョブです、新島さん！

「うーん、でも今日は相沢さんとふたりで食事したいので、新島さんはまた今度ね」

　爽やか笑顔のままに、河野さんが返事をする。

　なんで？　どうして!?

　食事くらいみんなで行けばいいだけのことでしょう？

　わたしの心の声には当然誰も気づかず、ふたりの会話は進んでいく。

「わぁ、じゃあ今度、絶対ですよ！」

「うんうん、機会があったらね」

　若干、会話が噛かみ合っていない気がするけれど、そこはもう気にしない。

　わたしはのろのろと立ち上がり、資料をまとめて手に持った。

「会議室閉めるから早く出て」

　唐突に聞こえてきた七瀬さんの声に、心臓が跳ね上がる。鍵かぎを手に立っているその麗しいお姿ですけれども、いつからいたんですか？　食事云々は聞いていたんですか？

「はい、今出ます」

　河野さんが明るい声で返事をして、入口で七瀬さんと何か小声で話して去っていく。と、思いきや、ひょいと入口から顔を出した。

「じゃあ、相沢さん、またあとで。エントランスで待ってますね」

　そう言った河野さんが、今度こそ視界から消える。

　七瀬さんの前でわざわざ言うことじゃないと思うんだけど、なんともいえず気まずい感じがするのは気のせいだと信じたい。

「よかったね、たまには女扱いしてもらえて」

　不要な一言だと思うの、七瀬さん！

　確かにあまり女扱いされてないのは、自覚がある。だけど、わりと失礼ですよ！

「……お疲れさま、でした」

　わたしはうつむいたままで、七瀬さんの横を通り抜けた。







第二章　突然の告白













　帰り支度をしてエントランスまで下りると、宣言どおりに河野さんが待っていた。

　約束をしたのだから当然といえば当然だが、複雑な気持ちがする。

　河野さんに対して、わたしは特別な感情を持っていない。もちろん、彼が将来有望なプログラマだということはわかっているし、爽やか笑顔の明るい青年だということも知っている。

　だけど、それだけだ。

　個人的に誘われて嬉しいと思う気持ちはない。面倒なことにならなければいいとは、いつだって願っているけれど。

「相沢さーん」

　わたしを見つけて嬉しそうに手を振るその姿は、まるで子犬がしっぽを振っているようだった。

「お待たせしてすみません」

　丁寧に頭を下げると、河野さんはびっくりしたみたいに目を丸くした。

「俺たち同い年なのに、相沢さんっていつも敬語だよね」

「え、ええ、まぁ」

「今日は敬語禁止にしよう！」

　――どこまでも明るすぎるあなたに、わたしは戸と惑まどいを覚えているんですが、お気づきですか？

「ね、いい？」

　少し体をかがめて、わたしを覗き込むその仕し草ぐさが、同い年の男性とは思えないくらいにかわいらしい。

　ある種の嫉しっ妬とを覚えそうなくらいのかわいさに、わたしは思わず微笑んでしまう。

「あ、笑ってくれた。嬉しいな、俺、相沢さんとずっとこうして業務外で話してみたかったんだ」

「そうなんですか？」

「敬語……」

「突然直せないですよ」

「また敬語……」

　敬語くらい別にいいじゃない、とも言えず、わたしは曖あい昧まいに笑ってごまかす。

　あまり親しくないのに敬語を使わないことのほうが、わたしにとっては面倒だ。

「じゃあ、行こうか」

　会社を出ると、すっと当たり前のように背中に手を回されて、ガラにもなくドキドキしてしまう。男性にこんなふうにエスコートされることなんて、何年ぶりなのか思い出せない。

　大学時代の彼氏と別れて以来、恋愛から遠ざかっていた自分に気づく。むしろ、恋愛したくなかったのかもしれない。

「相沢さんって、串揚げ好き？」

「はい、好きです」

「よかったー。じゃあ、今日はたっぷりおいしい物食べようか」

　ビルを出ると、空はもうとっぷり暗くなっている。二十時を回って、帰路につく人々は足早に新宿駅へ向かう。

　新宿の空には、あまり星が見えない。だけど今夜は薄く三日月が出ていた。

「相沢さんって、独特の雰囲気だよね」

「はい……？」

　いや、あなたには言われたくない。

　その爽やかさと、嫌味のない明るさは、かなり希少価値が高い性格だと思う。

「距離感をわきまえてるからなのかもしれないけど、少し近寄りがたいっていうか、あ、いや、話しかけにくいって意味じゃないよ！　話しかけたら普通に返事をしてくれるのは知ってるんだけど、ガラスの向こうにいるみたいっていうか、なんかすごく俺とは違う世界にいる気がして、気になっちゃうんだ」

「……距離感、ですか？」

　この人は、もしかしてわたしじゃない誰かを見ているんじゃないだろうか。

　仕事に忙殺されて化粧は手抜き、仕事にはスカートなんてろくにはいてこない、女子力の低さには定評があります。そんなわたしが近寄りがたい？　ガラスの向こうにいるだなんて、今まで言われたことはないし、ましてそんなオーラを出してるつもりはまったくないんですけど。

「自己主張が強くないからなのかな。だからって自分がないとも感じないんだけど、ほかの女の子と違ってさばさばしてるっていうか。あの、とにかく、なんだか特別な感じがするよ」

「え、えっと」

　こういうときはどんな返事をすればいいのだろう。

　ほかの女の子と違うのは、きっとわたしがあまり女性らしくないからです、と自分から言うのもむなしすぎる。そもそも、さばさばしてるとか、自己主張が強くないとか、それらは褒め言葉なのかどうかもわからなくなり、わたしは言葉に詰まった。

　けれど河野さんはそんなことにも一向にかまわず、夜空を背負って笑顔を見せる。

「それで、よかったら俺と付き合ってくれませんか？」

　もしかして、これって夢？

　遠く光る星の輝きに、なんとはなしに視線を向ける。さあ、目が覚めるのはそろそろか、なんて思ってみても一向にアラームの音は聞こえない。

　――いやいやいや、ありえないから。現実に河野さんがわたしに告白とか、絶対あるわけないから！

　そう思っていると、ひょいと視線の先に河野さんが顔を出す。

「ダメかな？」

「え、いや、ダメっていうか」

　参った、夢じゃないらしい。だってそもそも好きとか、考えたことがないのだから、返事が一択だとは言いにくい。

　何より会社の男と恋愛するなんて、別れたらめちゃくちゃ気まずいに決まっている。想像しただけで頭が痛い。

「俺は相沢さんと付き合いたいです」

　まっすぐな瞳で告白してくる河野さん、ここはとりあえず、まだかなり会社の近くなのですが！

　わたしは思わず河野さんの腕をつかんで、カツカツと歩きだす。

「ねえ、お願い、俺の彼女になって」

　しかし、繰り返すがここは会社の近くである。危険地帯と言い換えてもいい。

「……よく知らない相手とお付き合いはできません」

「だったら、もっと俺のこと知って。それから結論出せばいいよ。そうだよ、うん！」

「いや、そういう意味ではなくて……」

　知ったからといって好きになるかどうかはまた別の問題ではないだろうか。

「相沢さん、これからよろしくね！」

「いや、だからまだ何も始まってないですってば！」




　さて、その後――。

　会社近くの河野さんのオススメ串揚げダイニングに到着し、わたしはおしゃれな店内に若干自分が場違いな気がしておどおどしていた。

　黒を基調とした店内は、串揚げなのにおじさんとかはあまりいなくて、きれいめおしゃれの男女が勢揃い。グレーのクロップドパンツに、体型を見事にごまかすドルマンニットのわたしは、本格的に場違いである。

「どうしたの、相沢さん」

「なんか、おしゃれなお店だなーと思って」

「本当？　よかった、女の人誘うお店なんて、俺あんまり知らないからさ。大学時代の男友達と前に来てから、ここの串揚げが好きなんだ」

　向かい合わせに座った河野さんは、控えめな照明の下でも、本人が発光しているんじゃないかと思うほど明るく微笑む。

　この人が、わたしと付き合いたいだなんて、嘘うそじゃないだろうか。社内全体でわたしにドッキリでも仕掛けていると言われたほうが納得がいく。

「あの、〝沙智ちゃん〟って呼んでもいいかな」

「えーと、その話は後回しにして、飲み物頼みましょうか」

　反論のありそうな彼を退けて、わたしはテーブルの上にドリンクメニューを広げる。

「俺は生で。沙智ちゃん、何にする？」

　名前については返事をしていないんですけど！

　注文を済ませると、河野さんはまっすぐにわたしを見つめてくる。

「あのね、今は好きじゃないかもしれないけど、きっと一緒にいたら愛着みたいなものも湧いてくると思うんだ」

「はい？」

「だから、大丈夫。俺、そこまで嫌な性格でもないし、一緒にいるうちに好きになれるかもしれないでしょう？」

　河野さんの言いたいことはわからなくもない。どちらかというと、彼は多くの女性にとって優良物件に思えてくる。だけど、好きになるかどうかなんて、どうやって判断するのだろう。

「せめて一週間、本当は一カ月くらい、猶予として考えてくれないかな？」

　期限を設定し、その間に彼を好きにならなかったら終わり。それならばわかりやすい。

「わかりました。じゃあ、一カ月考えてみます」

「お願い、ことわらな……って、ええ？　本当に!?」

　河野さんが目を丸くし、その直後に極上の笑みを浮かべた。

「俺、絶対幸せにするからね」

　それは、付き合うと決まったときに言うのでは？　たぶん発言内容にバグがあります。

　でもそう言った河野さんがかわいかったから、突っ込みを入れるよりもまずは乾杯を。




　入店してから二時間は過ぎただろうか。何杯目かわからなくなったグラスをあける。

「じゃー、わたし次ー、ジントニックで！」

「沙智ちゃん、お酒強いんだね」

「ううん、そんなに強くないんです。でも飲むのは好き」

　わたしを見つめる河野さんが、とろけそうな笑みを浮かべている。

「断られるの覚悟のうえだったからさ」

「ん？」

　届いたジントニックを飲みながら、わたしは河野さんの言葉の続きを待つ。

「こうして一緒に飲めるのも、帰りに沙智ちゃんを送っていける権利をもらえたのも、すごく嬉しいよ」

　激甘発言に一瞬たじろぐけれど、河野さんはわたしが知らなかっただけでそういう人だったのかもしれない。それと、『送っていける権利』というのはいつ、彼に与えられたのか！

「うーん……、わたしなんか、どこがいいんですか？　彼氏なんてもうずーっといないし、社内でも女扱いされてないのに」

「そんなことないよ、沙智ちゃんは女の子だよ」

「いいえ、七瀬さんには絶対女扱いされてないし！」

　絶対零度の視線を思い出して、わたしは少し体温が下がるのを感じた。酔いさえさます七瀬さんパワー、半端ない。

「七瀬さんとは、仲良いよね……」

「はい!?」

　どちらかといえば、嫌われている自覚がある。

「七瀬さんとはよく話してるの見てたからさ」

　わたしは唖あ然ぜんとして、珍妙な発言をする男性を見つめていた。

　――あの光景を見て、よく話していたって思うの？

　それは間違いなく、『よく注意をされていた』『よく叱られていた』『よく嫌味を言われていた』のどれかだ。

「だから、沙智ちゃんは七瀬さんのことが好きなんじゃないかって思ってた」

「それはない！」

　わたしはそこまでドＭじゃない、と言おうとしたのに、なんだか口にできない。

　ドＳＥと恋愛する女性は、いったいどんな人なのだろう。

「よし、次！　スローテキーラくださーい！」

　オーダー用のボタンなんて無視して、わたしは店員さんに声をかけた。

　最近こうしてゆっくりお酒を飲むこともなかったから、久々のアルコールは五ご臓ぞう六ろっ腑ぷにしみ渡る。おいしいお酒に舌鼓を打つ幸福が、来週からの慢性地獄を忘れさせてくれる気がした。

　……いや、もちろんそんな現実逃避は、一瞬だけですけどね。




　長い一日が終わって、朝が訪れる。金曜の次には土曜が来る。土曜を休日だと認識するのはいつ以来だろう。

　朝日というにはすでに太陽は高く昇りすぎていたし、休日を優雅に過ごすにはわたしは疲弊し切っていた。

　それでも、疲れた頭で考える。昨晩の河野さんの告白について、わたしはこれから一カ月、真剣に考えなくてはいけない。

　河野さんだったらよりどりみどりだろうに、何を血迷ってわたしなんだ。明るくて、アウトドアが好きで、話題の映画なんかにも詳しくて、仕事がデキる、笑顔の優しい男性。

　それだけ列挙した時点で、どう見てもわたしとは似合いそうにない。

　なぜなら、一方のわたしといえば、愛想笑いが多くて、しかもその愛想笑いを七瀬さんに『気持ち悪い』とか指摘されるし、常に残業と休日出勤に追われているインドア派だ。好きな音楽は大学に入学したころから変わらないほどに流行を知らないし、仕事は要領が悪くてスキルが低くて、おまけにいつも疲れ切っている。

　……自分でも悲しくなるくらいに、ダメすぎた。

　河野さんはこんな女の何がよくて、付き合いたいなんて言いだしたのだろう。よっぽど珍獣が好きなのか。

　起き上がり、カーテンを思い切りよく開けた。明るい初夏の日差しが室内に入り込む。そのおかげでほこりが目立つ。窓も開けて、空気を入れ換えて、洗濯機を回して、掃除をしよう。

　それだけでだいぶ気分が明るくなるはずだ。

　洗濯機を回しながら、室内を片付けて掃除機をざっとかけていく。ひとり暮らしの部屋なんて、そうそう広いものでもない。掃除をするのは、時間さえあれば苦にもならないのだ。

　狭いキッチンと、ユニットバス、六畳のフローリング、そのすべてに掃除機をかけ終えてから、わたしはトイレ掃除に取りかかる。便座の内側まで丁寧に磨き上げて、久々にきれいになったわたしだけのお城を眺めていると、洗濯機から終了の合図が鳴った。

　悩む前に動け。

　いつもわたしは自分にそう言い聞かせる。

　悩んでいても何も始まらない。だったら、とりあえずできることからしてしまったほうがいい。

　洗濯物をベランダに干すと、広くもないベランダいっぱいにブラウスやストッキングが並んだ。下着をバスルームに干して、髪を留めていたヘアクリップをはずし、ベッドに腰を下ろす。

　カーテンを開けているのに、室内はまた暗くなっている。洗濯物が多すぎて、光をさえぎっているせいだ。

　このまま、眠ってしまおうか。怠惰な休日に身を任せてしまいたい。

　そう思ったとき、電話が鳴り始めた。

　思わずびくっとしてしまうのは、仕事で問題が発生したのでは、と思ってしまうから。しかし今のわたしに急ぎの作業は割り振られていない。来週にならないと新しい仕事は始まらないのだから、何もあるわけがない。

　スマホの液晶をちらりと見る。

　――は？

　もう一度見直してから、慌てて出た。

「はははい、相沢です」

『なんでどもってるのー。隣に河野くんでもいるの？』

　ちょ、待って、状況が理解できない。

　着信は間違いなく七瀬さんからだった。しかしこの声は、市原さん？

「いませんよ！　自宅にひとりですから！」

『へーえ？　そのわりにはだいぶ焦あせってたよねー』

　休日に上司から電話が来たら、誰だって焦る気持ちくらいありますよ！

　そして、これはいったいどういうことだ。

　七瀬さんの携帯から市原さんが電話してくるということは、ふたりは一緒にいるのだろうか。

『昨日、飲んで七瀬さんち泊めてもらったんだけど、今夜ダーツしようぜってなって、メンツ集めてんの。もちろん徹ダーね、徹夜でねー。で、相沢さんヒマー？』

　市原さんと七瀬さんは、以前からダーツがお気に入りだ。特に０１ゲームと呼ばれる対戦が好みらしい。ふたりか四人での対戦が一般的だが、彼らは四人戦にこだわる。

　――それにしても……。

　二十六歳の女性が、徹夜でダーツなんて、あまりに色気がなさすぎる。しかも、休日に七瀬さんの絶対零度の視線をもろに浴びるのは寿命を縮めそうだ。

　わたしはぐんにゃりと肩を落として、そのままベッドに寝そべった。

「ちょっと疲れてるんで、わたしは遠慮しておきます。また今度、誘ってください」

『了解。じゃあ、来週から新プロジェクトよろしくー』

「こちらこそ、よろしくお願いします……」

　唐突にかかってきた電話は、唐突に切れる。

　突然の電話に、疲れが一気に倍増した。

　わたしはベッドに寝そべったまま、着信履歴を眺めている。

〝七瀬博彰〟

　その文字に、胸のどこかが痛む。

　文字で見ても、七瀬さんのことがありありと思い出せた。優しい口調で辛らつな言葉を平然と放つ、七瀬さんの姿が脳裏に浮かぶ。

　あの人は、声がきれい。手が大きい。背が高くて、少し長めの髪も無造作に見えないくらいバランスよくいつだって手入れがされている。顔だけならどこからどう見ても極上なのに、形よい唇から紡がれる言葉は簡易地獄への招待……。

　本当は自分でもわかっていた。ずっと認めないようにしてきたこと。

　認めたら、今の自分でいられない気がして怖かったから、目を背そむけていたひとつの事実。

　わたしは七瀬さんのことが少し好きだった。

　簡易地獄を展開しちゃう、ドＳＥなあの上司のことを？　そう、ちょっと好きだったんだ。

　なのに河野さんに指摘されたとき、とっさに全否定してしまった。

　正確には恋愛の意味での好きではなく、あこがれに近い〝好き〟。

　あんなふうになりたかった。わたしの目に映る七瀬さんは、仕事がデキて、ぶれがなくて、自分の信じることを周囲になんと言われても通せる人だ。

　洗濯物がべランダで風に揺れる。その隙間から入り込む光が、洗濯物の揺れに合わせて、フローリングの上で跳ねるように動いた。

　わたしは、これから河野さんを好きになるんだろうか。彼のいいところを知れば、好きになれる日が来るんだろうか。

　そう思っているのに、頭の中に七瀬さんの声がよみがえる。

『相沢さんが悪いわけじゃないから、必要以上に落ち込まれると迷惑だ』

　あれだって、本当はわたしが落ち込まないように、考えて発言してくれたんだろう。七瀬さんは、相手が悪いと思えば容赦なくそれを言う人だから。

　七瀬さんにあこがれている自分を認めたくなかった。本当はずっとわかっていた。

　真っ暗になったスマホの画面を見つめて、ただベッドの上で、わたしは動けない。

　もう一度、着信履歴を表示しようか迷い、そのまま目を閉じた。

「バカだなぁ」

　声に出してみると、ますますバカだと実感する。

　あこがれは、あこがれのままにしておけばいい。ずっと気づかないふりをしていたなら、来週からまた気づかない自分を演じていける。

　六月の少し湿った空気を吸い込んで、中途半端な憧憬に別れを告げる決意をして。

　部会で七瀬さんに言われた明確な目標とやらを考えているうちに、わたしは眠りに落ちていった。







第三章　恋のステップアップ













　月曜の朝、いつもより少し早めに出社すると、七瀬さんはもう席に着いていた。

「おはようございます」

　自席に着く前に挨あい拶さつをする。

「おはようございます」

　無表情な返事に、いつもと変わらない安心を覚えて席に着いたわたしは、だいぶおかしい。

「おはよーございまーす」

　明るい声で出社してきたのは、市原さん。今日から一週間、これまでの出向先の引き継ぎが終わるまで、両方のプロジェクトに関わることになったらしい。

「七瀬さん、一昨日はおつでした！」

「ああ、相沢さんも来ればよかったのにね」

「相沢さん、下手なのにダーツ好きだしねー、いてくれると助かったよね、七瀬さん？」

「いや、それは市原さんでしょ」

　七瀬さんは、市原さんといると饒じょう舌ぜつになる。ほかの人とあんなふうに親しげに話しているのは、一度も見たことがない。

　とりあえずダーツが楽しかったんだろう、ということだけは推測できた。

　わたしはデスクトップを起動してパスワードを入力する。

　そうこうしている間に、社員がどんどん出社してきた。河野さんがわたしの席の後ろを通り、自分の席に着いてからこっちを見る。

「おはよう、ございます」

　目が合って、わたしは軽く会釈した。

「おはようございます」

　たった一度、一緒に飲んだだけだというのに、先週までとは何かが違う。それに気づいてわたしはパッと顔を液晶に向ける。妙な気恥ずかしさを感じるのは、彼の告白が枯れかけていた恋愛思考を呼び覚ましたせいかもしれない。

　――よし、仕事をしよう、仕事して忘れてしまおう。

　そう思ったものの、プロジェクト配属が今日なので、まだやることがない。こういうときは勤怠表でも記入しておこう……。

　そのとき、七瀬さんからメールが来た。

　内容は、本日午前九時より、プロジェクトの打ち合わせがあるため、関係者はみんな会議室に集合されたし、というものだ。

　現在時刻は八時四十分。あと二十分で、地獄の始まりが確定した。

　今のうちにトイレに行ったりしておくべく、わたしはポーチを手に席を立つ。

　廊下の右奥、女性用トイレのドアを開けると、新島さんが鏡に向かってグロスを塗ぬっているところだった。

「おはようございます」

「あ、相沢さんっ。おはよーございます、先週どうでした？」

　何を問われたのかわからず、わたしは軽く首を傾かしげる。

「河野さんですよ、河野さんっ」

「ああ、えーと、それは」

　そういえば誘われたときに新島さんもいた。

「ヤっちゃいました？　河野さんって、アッチのほうはどうなんですか？　スポーツマンだし、結構筋肉質だから、パワフルな感じ!?」

『先輩を敬え』、『お茶淹れる以外の仕事もしろ』、『朝から他人のプライベートに首を突っ込むな』と言いたいことはいろいろあったが、結局どれも言えず、わたしはにっこり微笑みを浮かべて目を細める。

「普通に食事して、飲んで帰っただけ」

「えっ、嘘ですよね？　河野さんってどんだけヘタレなんです？　それとも相沢さんが魅力不足？」

　どこまで失礼なことを言うのか、後輩よ！

　わたしはもう返事をしないままで、トイレの個室に入った。

　あーもう、やだ、この会社……。




　九時前に会議室に入り、ノートパソコンを持ち込んでいる七瀬さんの斜め向かいに座った。

　朝だというのに涼しげな目元に、前髪が落とす影が揺らぐ。こちらをまったく見ることもなく、画面を見つめる七瀬さんは、黙っているとなんとも絵になる男性だ。

「相沢さん」

「はい」

「変な顔でこっち見るのやめて。気が散ります」

「……変な顔をしているかどうか、見ないでわかるものでしょうか」

　そもそも変な顔なんてしていない。

　それなのに隣に座っていた高槻さんが、無言で噴き出した。このユニットは、リーダーを筆頭にみんな失礼すぎると思う！

「相沢さんって……」

　笑い疲れたのか、あるいは笑うことに飽きたのか、高槻さんは珍しく自分からわたしに話しかけてきた。

「な、なんですか」

「確かに結構珍妙な表情していること多いです」

　言うに事欠いて〝珍妙〟とはどういう単語の選び方だ。

　高槻 忍しのぶ、二十八歳、仕事はデキるけれど無口な男。ごく稀まれに口を開けば無礼な発言をする。

「お茶お持ちしましたぁ」

　相変わらず、お茶だけはよく淹れてくれる新島さん。

「おっと、もうみんな揃ってるねー。はいはい、すいませんよっと」

　新島さんの後ろを通って、市原さんが席に着く。

　そのあとから、最後に河野さんと佐伯さんが会議室に入ってきた。

　今回のプロジェクトは、先週の部会で聞いたエディス社の業務だ。佐伯さんが改めて説明をし、意味ありげに一拍ためて全員を見回す。

「で、今回はＳＥを」

〝今回は〟も何もなく、七瀬さんがいるんだから七瀬さんでしょう。そんな気持ちでペンをくるりと回していると、信じられない名前が聞こえてきた。

「相沢さんにお願いするということで」

「……え？」

　今のは聞き間違いか。むしろ新手の嫌がらせとしか思えない発言にも思えてくる。

「サポートに七瀬くんがついてくれるけれど、相沢さんには今後ＳＥ業務をメインで考えてもらいたいので、これを機に……」

　どうしよう、佐伯さんの言葉の続きが頭に入ってこない。

　ＳＥとはシステムエンジニアの略。

　基本的にプログラマはシステムの製造工程で活躍するが、ＳＥはクライアントとの要件定義や設計書の作成といった上流工程から関わるので、求められる能力が異なってくる。

　プログラマとしても未熟なわたしが、なぜＳＥに抜擢されたのか。いや、以前読んだＳＥのインタビュー記事でも、『ＳＥに必要なのは技術ではなくコミュニケーションスキルである』と書いてあった気はするけれど……。

「相沢さん、話聞いてる？」

「あ、は、はい」

「聞いてなかったね」

　七瀬さん、わたしの心を読まないでください。

「あの、ＳＥって……」

「去年からの働きを見ていてね、相沢さんはプログラマよりもＳＥに向いていると七瀬くんとも話していたんだ。せっかくの機会だから、今回七瀬くんにサポートをしてもらって、お勉強してください」

「……はい」

　やばい、この人たち本気だ。わたしに死ねと言っているのだろうか。

　七瀬さんのことは尊敬している。だけど、マンツーマンで指導を受けるだなんて、考えただけでおそろしい。

「さて、相変わらずエディスさんは手強い要求が多いですよ。みなさん、気を抜かずに頑張ってくださいね」

　佐伯さんも七瀬さんも、わたしの何を見てＳＥに向いてると思ったというのか。今すでに顔面蒼白だけど、それには気づいていただけますか!?




　――とはいえ、現実は待ってくれないので、時計の針に追い立てられるようにわたしのＳＥ生活が始まった。

　プロジェクト開始から五日目、やっと今週も終わりのはずの金曜日。けれどわたしの週末は、休日出勤がほぼ確定している。

　今日も今日とて忙しく、資料をまとめては七瀬さんのチェックを受けて修正し、再度提出してはさらにダメ出しされて修正する作業の繰り返しだ。

「相沢さん、ちょっといい？」

「はいっ」

　呼ばれて振り返ると、最新版の資料を手にした七瀬さんがわたしの席の後ろに立っている。ああ、またダメ出しタイムだ、と思っていると、七瀬さんはあいていた後ろの席のいすを引いてきて、そこに座ると手元の資料をめくり始めた。

「一応目を通したんだけど、いくつか確認させて」

「はい」

　わたしは慌てて同じ資料を取り出す。資料をつかみ取った瞬間に、ほかの資料が崩れた。

「机はきれいに使わないと効率が落ちる」

「……はい」

　そのとおりです、ごもっともすぎて、涙が出ます。って、そのくらいじゃ泣きませんけどね！

「まず一ページ目の概要説明だけど……」

　プロジェクト序盤におけるＳＥの業務は、設計書を作成すること。設計書がなければ、プログラマにどれほどスキルがあっても、クライアントが求めるシステムを製造することはできない。

「これじゃ、エディス社の担当が言っていた設計と違うよね」

「そ、そうですか？」

「自分で読んでおかしいと思わない？」

　おかしいと思わないから、そう書いているんです、とは当然言えない。

　でも言われてみれば、ちょっと文章が長すぎてわかりにくく思えてきた。

「文章が読みにくいですね……」

「それは別問題。そもそも内容が違うって言ってるんですけど」

　七瀬さんが丁寧に話すときは危険信号。わたしは必死で文字を目で追うけれど、恐怖にすくんだ脳が情報を拒絶する。

「わからないって顔に出てる。クライアントの前でそんな顔しないでね」

「は、はい……っ」

　――よかった、敬語が消えた！

　これは少しお怒りが収まったと思っていいはずだ。もう一度落ち着いて文章を読み返し、打ち合わせでクライアントから受け取っていた資料と、照らし合わせて確認する。

　わたしにＳＥなんて絶対向いてない。自分でも思うし、きっと七瀬さんも思っている。それどころかユニットメンバー全員から思われていたところで不思議はない。

　しかしせっかくのステップアップチャンス。これを自分から断って無駄にするなんて、それだけはやっちゃいけないことだとわかってる。

「相沢さんは、せっかくプログラマ経験があるんだから、自分だったらこれでわかるかどうか考えながら資料を作ったほうがいい」

　ダメ出しの最中だというのに、七瀬さんがらしくもない優しい言葉をくれた。

　思わずわたしは目を見開いて、一瞬言葉を失う。

「聞いてるの？」

「は、はい、ありがとうございます！」

「元気だけはいいんだけどね」

　肩をすくめて、七瀬さんが口元に笑みを浮かべた。

　それはほんのかすかな表情筋の動きで、気をつけて見ていなければ気づかないほどの淡い笑みだった。

「ほら、そこでニヤつかない。今のは褒め言葉じゃないよ」

「はい！」

　ドＳＥさまの指導は厳しいけれど、ついていけば着実に成長できると信じられる。

　ユニットをまとめる七瀬さんには、やはりそれだけの人望があるのかもしれない。あるいはそう思ってしまうのは、わたしがちょっと流されやすくて、少しでも優しくされると相手をいい人だと思い込んでしまうからなのかもしれない。

　そこでふと視線を感じてあたりを見回すと、河野さんがじいっとこっちを見ている。

　目が合って微笑むと、にっこりと笑顔で手を振ってくれる河野さん。

「相沢さん、次のページなんだけど……ねえ、聞いてる？」

「も、もちろんです！」

「うん、聞いてなかったね」

　だから心を読むのはやめてください！

　それから一時間強、わたしは七瀬さんと文書確認に没頭した。

　確認後、文面を打ち直して印刷し、必要部数をとじると、すでに定時を過ぎている。

「七瀬さん、先ほどの資料改訂版できましたので、ここに置きますね」

「はい、ありがとう」

　こちらに見向きもしないで、七瀬さんが応える。

　すでに退勤している人の机に文書を置いて歩くわたしに、河野さんがハイッと手を挙げて見せた。

「相沢さん、俺にもくださいっ」

　顔を上げると爽やかな笑顔が目に入る。

　河野さんは本当に爽やかだ。爽やかから生まれた爽やか太郎だ。テレビＣＭに出演したら、きっと好感度ナンバーワンに違いない。

　魑ち魅み魍もう魎りょうの跋ばっ扈こするこのユニットで、この人の明るさはかけがえのないものだと思う。同時に、この人から交際を申し込まれているのだと思うと複雑な気持ちになった。

「どうぞよろしくお願いします」

「こちらこそ。ところで今夜お忙しいですか？」

　後半は小さな声で、河野さんがわたしを見つめる。

　えーと、今夜もたぶん残業なんですが……。

「そうですね」

　言外に〝忙しいです〟の意を込めてそう言うと、河野さんはにっこり笑って資料を受け取った

「わかりました。じゃあ、あとでメールします」

　意思疎通はできているのだろうか。このあと、飲みに誘われても体力的に厳しすぎる！

　やるべき仕事は山積みで、きっとこの改訂版のスーパーダメ出しタイムも待っている。月曜にクライアントに提出する書類の作成や見直さなければならない資料も山積みだ。

　自分の席に戻り、いすに座ると自然とため息がこぼれる。

「相沢さんちょっと」

「はいぃっ」

　あまりの七瀬さんのお呼びの早さに、わたしは改訂版のつもりで改訂前の資料を提出してしまったのではないかと不安になった。立ち上がりつつ、机の上に置いた最新版のバージョンを確認するも、一応表紙は最新の数字だ。大丈夫、間違っていないはず。

　七瀬さんの席まで歩いていこうとすると、すでに相手は席から立って、机と机の間の通路を歩いてくる。

「こっち」

　手招きされて、連れていかれた先はなぜか会議室だった。これはもしや、人前で言えないくらいまずいことを、わたしはやらかしたんだろうか。

　会議室にふたりきりだと、なんだか妙に空間が広く感じる。

「座って」

「……はい」

　向かい合って座り、わたしは非常に心細い気持ちがした。

　目の前に七瀬さんがいるだけで、妙な緊張感があるのはいつものことだが、今はそれに併せて焦燥感が胸にこみ上げる。

「相沢さんさ、自分はＳＥに向いてないって思ってない？」

　なんの前置きもなく七瀬さんはそう言って、机の上で両手を組んだ。

「え……、あの、思ってます」

「今回なんでＳＥ業務を経験してもらうことになったのか、考えてみた？」

「それは……」

　わたしはＳＥ向きというよりも、単純にプログラムが苦手だからなのだろうかと思っていたふしがある。

　突出して人付き合いが得意なほうではないけれど、それでもプログラマをやっているよりは、まだマシな功績が残せるんじゃないか。

　社からはそういう人材となることを、望まれているのだと思っていた。

「プログラマとしてよりも、ＳＥとしてのほうが、わたしの適正に合っていると判断を……あ、いえ、その、決してコミュニケーションスキルがあるという意味ではないんですが、たぶんプログラマよりはマシだと思われたのかと……」

　どう言えばいいのだろう。自分の考えに自信が持てないせいで、言葉尻がどんどん小さくなっていく。はっきりと答えられることは何もなくて、漠然としたイメージは明確な言葉になりにくい。

「今、俺は考えたかと尋ねた。つまり答えは『考えた』か『考えていない』のどちらかでいい。だけど相沢さんは、その先のＳＥ業務を任された理由を説明するところから答えた。これはわかる？」

「はい」

　言われてみればそのとおり。〝考えたことがある〟と答えるべきところで、考えた〝内容〟を答えていた。

　――きっと、その回答の仕方が間違ってる、って今から絶対零度のまなざしを向けられるんだ……。

　覚悟を決めてぎゅっと手を握りしめる。

　けれど、七瀬さんはわたしの予想なんていつだって軽く飛び越えていってしまう。罵ば声せいのひとつも浴びせられるかと思っていたのに、ドＳＥな上司は今まで見せたことのないような表情を見せた。

　それがなんと呼ばれる表情なのか、しばし思い出せないほど、七瀬さんにそぐわない表情――〝優しい笑顔〟。

「相手の考えを理解しようとして、一歩先で相手が求める返答をしようとする。これは相沢さんの長所だと俺は思う。ただし、そのせいで目の前の問題がおろそかになりがちなところがある。一長一短、誰だってそうでしょう。もっと自分に自信を持っていいんじゃないですか？」

　あまりの恐怖に自分が現実を捏ねつ造ぞうしたのではないかと不安になる。

　何度もまばたきを繰り返すけれど、わたしの正面に座っているのは間違いなく七瀬博彰本人だ。

「人が真面目に話してるのに、無視するのはどうだろうね？」

　すっと目を細めただけで、七瀬さんの表情から優しさが消えていく。嫌味な言い方も、遠回しに相手を責める口調もいつもどおりに戻ってしまったが、先ほどの言葉はまだわたしの耳に残っている。

「相沢さん？」

「む、無視してるわけでは……、ただその、ちょっと……うぅ……っ」

　絶対零度の視線に射抜かれても、どれほど冷たくあしらわれても、みんなの前で泣きそうになるほど厳しい指摘を受けても、一度だって泣いたりしなかった。

　七瀬さんはドＳＥ。いつもシステム開発第三ユニットのみんなは怯おびえていて、わたしだってもちろん同じで……。

「……七瀬さんに褒められるなんて、まったく想像していなかったので、る、涙腺が驚いてるんです！」

　こらえ切れない涙を隠そうと、両手で頬を覆う。けれどその程度で涙を隠せるはずもなく、あとからあとからこぼれる雫しずくが頬を伝い、指先を濡ぬらし、顎あご先から机にしたたり落ちた。

「褒められたと思ってるんだ？　相沢さんって本当に単純でいいね」

　机に頬杖をつき、七瀬さんはふいっと顔を背ける。端正な顔立ちの人は、当たり前のように横顔も整っていてうらやましい。

「え……？　褒めてくれたわけじゃなかったんですか!?」

「いいところと悪いところ、どっちもあるよね、って話。悪いところを指摘されたこともちゃんと聞いて、自覚して」

　つまり、いいところもあるということは、やはり褒めてくれたと解釈してかまわないのだ。

　わたしに自信を持てと言ったのは七瀬さんなので、今さら聞いた言葉をなかったことにしろと言われても遅い。

「します、自覚します！　出来は悪いですけど、見捨てないでください！」

　この人についていきたい、と思った。

　その理由にはあえてフタをしたまま、わたしは机にぶつかりそうなほど頭を下げる。

「いくら〝ドＳＥ〟なんて言われていても、部下を見捨てるほど俺は冷たくない」

　――ドＳＥ……って、そう呼ばれてるの知ってたんですか!?

　あまりの驚きょう愕がくに思わず涙も引っ込むのではないかと思ったが、人体はそれほど都合よくできていないらしい。わたしが何も言えずにいると、七瀬さんは無言で立ち上がった。そしてそのまま会議室のドアへと歩いていく。

「えっ、ちょ、七瀬さん、あの……っ」

「そんな顔で戻られたら、俺が相沢さんを泣かせたみたいに思われる。仕事中に自己都合で泣きだすような人は、落ち着くまでフロアに戻らないでね」

　ぶっきらぼうに言い捨てて、七瀬さんは反論の余地も与えずに会議室を出ていった。

　残されたわたしは、ただ唖然としてドアを見つめる。

　――自己都合で泣きだすって、泣かせたのは誰だと思ってるんですか！

　だけど、あんな言い方をしていても、七瀬さんはいい上司だ。わたしはそれを知っている。

　部下のいいところもダメなところもちゃんと見ていてくれる七瀬さん。困っているときには、ちょっと皮肉な物言いで手を貸してくれる七瀬さん。残業続きで限界が近づいたわたしをこっそり会議室に呼び出して、一歩間違えばただの嫌味になりかねない、心からのお褒めの言葉をくれる七瀬さん。

「……ずるいです、七瀬さん」

　ポケットから取り出したハンカチで、メイクが崩れないように涙を拭ぬぐう。

　わたしはドＭじゃないけれど、七瀬さんの部下でよかったと本気で思った。

　そして、考えなければいけないことはいくつもあるというのに、こんなときにふと頭をよぎってしまう。

　もしかして、わたしは七瀬さんのことを……。




　会議室を出て、誰にも会いませんようにと祈りながら、廊下のロッカーから化粧ポーチを取り出してトイレに向かう。

　幸運なことに、トイレにも誰もいない。

　――まぁ、二十一時を過ぎているのだから、当たり前といえば当たり前か。

　鏡の中のわたしは、泣いたのがバレバレの腫れたまぶたでこっちを見ている。たぶん、鏡のこちら側のわたしも、同じ顔をしているんだろう。

「よし、頑張ろう！」

　メイクを直して、気合いを入れて。

　わたしは七瀬さんの言葉に従い、〝仕事中に自己都合で泣きだすような人〟じゃなくなった自分を確認してからフロアへ向かった。




　自席に戻ると、すでにプロジェクトのメンバーは七瀬さんと高槻さん以外、姿が見えない。

　わたしは少し伏し目がちに液晶と向き合う。七瀬さんの前で泣いてしまったことが恥ずかしい。

　とりあえず目の前の仕事を片付けるべく、わたしはキーボードに両手を乗せる。

　資料はかなりのボリュームなのに、まだほとんど手がつけられていないという危険な有り様だ。クライアントからの指示が出ていない箇所もあり、具体的な内容が判明してない部分もある。

　――さて、どこからやっつけてやりましょうかねえ！

　腕まくりでもしたいくらいの気持ちで、画面に表示された文書をスクロールしていると、不意に七瀬さんが口を開いた。

「高槻さんも相沢さんも無理しないで、今日はそろそろ帰って大丈夫ですよ」

　驚きを通り越して、七瀬さんはもしかして悪い物でも食べたのではないかと思い始める。いつもの七瀬さんとあまりに違いすぎて。

　そういえば、こんなときだというのにひとつ気づいたことがある。

　以前から、七瀬さんは敬語になると怒っている証拠だと言われていたけれど、それ以外でも敬語で話すときがある。

　たとえばクライアントや上役と話すとき、当然だけどドＳＥだって敬語を使う。

　それから複数の部下の前でユニットリーダーとして発言をする場合も、時と場合に応じて敬語になる。今の状況がまさにそれだ。

　そして、無表情に見える七瀬さんだけど、もしかしたらちょっと照れているときも敬語で話しているような気がする。あくまで推測でしかない。けれど、先ほどの会議室での七瀬さんは、そうとしか思えない状況で敬語を使っていた。

　――って、今はそんなことを考えている場合じゃなくて。

『帰って大丈夫』と言われても、帰ったら大丈夫じゃないかもしれない仕事があるのだ。

「あの、でもまだ残ってる仕事があるので……」

　言わなくとも七瀬さんならわたしの進しん捗ちょく状況は知っていそうなものだが、それでも一応言ってみる。

「それは今からやって、終電までに終わるの？」

　すみません、終わりません。

　心の声が表情に表れていたのだろう。七瀬さんはわたしの返事を待たずに言葉を続ける。

「だったら明日でいいよね。月曜に間に合えば問題ない。休日出勤は申請してあるんでしょう？　プロジェクトはまだこれから先が長いんだから、ここで無理する必要はない」

「はい、わかりました」

　きっぱりと言い切られ、わたしの中にあった『やらなくちゃ帰れない』という呪縛が解けた。スタートダッシュよりも、最後まで走り切る努力をすることが、仕事を続けるうえでは大切なのかもしれない。

　――ああ、やっぱりこの人は信頼できる上司だなあ。

　そんな感慨に浸っていると、視界のはしで高槻さんが勢いよく立ち上がる。

　七瀬さんの言葉にも反応がなかったように見えたけれど、もしかしたら資料がわかりにくいとかで困っているのだろうか。

「高槻さ――」

「それじゃお先に失礼します」

　呼びかけたわたしの声にかぶせて、高槻さんは退勤の意を挨拶で示すと、ものすごい速度でフロアを出ていく。なんともつかみどころのない人だ。

「お疲れさまです」

　高槻さんの奇行ともとれる動きにもなんら動じる気配を感じさせずに、七瀬さんが声をかける。

　わたしも慌てて、「お疲れさまです」と言ったけれど、すでに高槻さんはドアを開けて出ていくところだった。

「相沢さんも、もたもたしてないでさっさと帰る」

「あ、はい」

　優しいのか、冷たいのか。七瀬さんのことはうまく判断できない。

　もしかしたら、本当は優しくも冷たくもないごく普通の人なのかも……いや、それはないか。

「……七瀬さん、ありがとうございました」

　帰りの支度を整えて、いすから立ち上がったわたしは七瀬さんに頭を下げる。

　仕事はまだまだだけど、自分ができることは自信を持ってやろうって思えた。これは七瀬さんのおかげ。

　けれど、そんなわたしの気持ちなどつゆ知らず、七瀬さんは軽く左眉を上げる。

「は？　何、退職するの？」

　一瞬――ほんの一瞬だったが、七瀬さんが驚いた様子で目を見開いた。

　誤解を招く言い方をしてしまったかと思ったけれど、この流れでいきなり退職なんてするわけがない。七瀬さんもそれに気づいたのか、すぐに表情を取り繕い、それどころか小さく笑って肩をすくめた。

「辞めませんよ！　わたしが辞めたら嬉しいんですかっ」

「別に。今いなくなったら、相沢さんでもちょっと困る」

　――えーと、そこはちょっとしか困らないんですね!?

　ため息をつきそうになるのをこらえて肩を落としたわたしを、七瀬さんの声が追いかけてくる。

「いや、かすかに困る」

　いちいち言い直さなくとも、〝いてもいなくても大差ないけれど、いたほうがマシ〟程度ということはわかっているのだが。

「なんでそんなところ訂正するんですか……」

　少し恨めしい思いで七瀬さんに視線を戻すと、彼は目が合った瞬間にふいと顔を背けた。

「ただの事実ですよ」

　残業するな、さっさと帰れ、休めるときはきちんと休め。

　そう言っておきながら、七瀬さんはしれっとキーボードに指を走らせている。自分こそ少しは休んだほうがいいのではないだろうか。

　けれど、そっけない口調の中に今までにない親密さが感じられる。

　まるで、市原さんと話しているときの七瀬さんみたいだ。

　意地悪発言というには厳しすぎる言葉の数々に騙だまされてしまいがちだけど、七瀬さんの言っていることはいつも正しい。

　だから、尊敬できる。わたしのあこがれの上司でドＳＥ。

「それじゃ、帰ります。お先に失礼します」

「はい、お疲れさまです」

　その声を聞いたら、なんだかまた泣きたくなった。

　胸がぎゅっと締めつけられる。悲しいわけではなくて、ただせつなさだけがこみ上げる。

　七瀬さんが、ほんの少し身近に感じられた、それだけのことなのに。

　カードリーダーに社員証をかざして、ピピッと電子音が鳴ったのを確認してからドアを開ける。

　感傷なんて、今のわたしには必要ない。とにかくすみやかに自宅へ帰り、必要な睡眠と休息をとって、残された土日でなんとか遅れを取り戻さなくては！







第四章　優しくしないで













　土曜の朝、天気は快晴。梅つ雨ゆ明けはまだなのに、ここ数日晴天が続いている。

　そんな日でも、わたしの日課は変わらない。カードリーダーに社員証を当てて、認証。キーロックがはずれるピーッという電子音のあとに、ノブをひねる。

　ドアを開けると、机の並んだ一番奥に、いつもと同じく七瀬さんが座っていた。

　だけどいつもと違うのは、スーツ姿ではないことだ。休日出勤の際は、カジュアルな格好で出社することが許されていた。

　昨晩、わたしより遅くまで残っていたはずなのに、七瀬さんは疲れを感じさせない涼しい顔。こういうところが上司として尊敬する点のひとつだ。

「おはようございます」

　声をかけると、七瀬さんは少しだけ視線を上げた。

「おはようございます」

　いつもと変わらない挨拶なのに、社内にほとんど人の気配がないと、なんだか声が大きく聞こえる。

　――昨日は、近づけたような気がしたんだけど……。

　わたしと七瀬さんの距離はいつもどおりだった。ただの上司とただの部下。それで当然なのに、ほんの少し優しくされただけで、わたしの気持ちはぐらぐらと揺らいでいる。

　彼の顔を見るだけで、鼓こ動どうが速くなって。

　彼の声を聞くだけで、心のやわらかなところをぎゅっとつかまれた気がして。

　――こんなの、変なのに。

　いい加減、河野さんにもきちんと返事をしなくてはいけない。昨晩も結局、あのあと来たメールに【落ち着いたら食事でもしましょう】と無難な返事をするのがやっとだった。

　一カ月の約束は、河野さんのことを知る期間として機能していない。わたしがしていることは、仕事、仕事、また仕事。その繰り返し……だと思っていたのに、河野さんではない人に心が揺らいでいる現状。

　――天と地がひっくり返っても七瀬さんがわたしを部下以上に想ってくれることなんてありえないのに、どうして七瀬さんのことばかり考えてしまうんだろう。これって、わたしがドＭだってこと!?

　認めたくない結論に手が届きそうな気がして、わたしは慌てて思考を切り替える。休日出勤してまでやるべきことは、何はさておき仕事である。

　デスクトップを起動して、引き出しから資料を取り出す。準備資料を作るのは大変だけど、やることがはっきりしている分、迷いは少ない。要はひたすら手と頭を働かせればいい。あとは時間との戦いか。

「七瀬さん、あの」

　声をかけると、絶対零度の視線がわたしに向けられる。どうしてまだ何も言ってないのに、そんな怪訝そうな目で見るんですか！

「昨日はいろいろとすみませんでした！　わたしなりに、ＳＥとしてもっと頑張ってみようと思います。励ましてくれてありがとうございました！」

　どうせ「あれで励まされたと思ったの？　へえ？」なんて言われるだろうと思いつつ、それでも言わなくては前に進めない。辛らつな返事を覚悟していると、七瀬さんは数秒黙ったままでわたしを見つめていた。

　沈黙が重くのしかかる。いたたまれない気持ちになるのはなぜだ！

　意味もなく焦燥感に駆られるわたしが、余計な何かを言いだしそうになったとき、やっと七瀬さんが口を開いた。

「……変な顔」

　二度三度、まばたきをしてみる。自分の耳が拾った音を再度脳内で確認してみる。

　けれど、どう考えても七瀬さんは今、『変な顔』と言った！

　――いくら上司でも、真剣に話している部下に向かって失礼すぎると思う！

「へっ、変な顔かもしれませんけどねっ、仕事頑張るって言ってるんですよ！　上司にほんの少し褒められただけで喜んじゃう単純な部下なんですよ！　だから、資料作成も気合い入れて仕上げますよ！」

　悔し紛れに勢い込んで言うと、七瀬さんはふうっと息を吐いた。

「相沢さんって」

　ちょっと今のは、調子に乗りすぎただろうか。ここらでいつもの七瀬さんなら、ぴしゃりと厳しい一言をくれる流れだ。

「素直で単純でわかりやすくて、それなのにわかりにくくて、よくわからないところで前向きすぎるから、ときどき怖い」

　三十三歳の男が、言うに事欠いて『怖い』発言である。そこだけ妙に平坦な口調で、それがいつもの七瀬さんらしくなくて、小さな子どもみたいな言い方だった。

　――絶対零度のドＳＥさまにそんなこと言われたら、こっちが怖いよ！　そんなかわいらしく怖いとか言わないで！

「相沢さん、メール見た？」

「え、まだ見てないです」

「じゃあ、見ておいてください」

　七瀬さんはそう言うと、いすから立ち上がった。

　スーツを着ていない七瀬さんは、普段とは別人みたいだ。服装が変わると、発言まで変わるのだろうか。いや、ない。特にあの七瀬さんに限ってそんなことがあるわけない。

　けれど、ダークグレーのシャツに、黒い細身のパンツ、胸のポケットにタバコを入れて喫煙室へ向かう七瀬さんは、普段の研ぎ澄まされた怜れい悧りさが薄れ、やっぱり少しだけ違う人みたいに思えた。相変わらず足が長い。

　その後ろ姿に、ほんの少しだけ見とれてしまって、時間を無駄にしたことに気づく。

　――仕事、仕事をします！

　自分に言い聞かせて新着メールを確認すると【Subject：詳細設計書記入例】という一通が目にとまる。差出人は――。




【お疲れさまです。七瀬です。

　以前にエディス社と仕事をした際の資料から、参考になりそうな箇所をピックアップしましたので確認してください。

　また、相沢さんは難しい漢字を使おうとして、用法を間違っていることが多いので、簡単な言葉でもいいから間違いを減らしてください。

　以上、よろしくお願いいたします。】




　添付ファイルを開くと、七瀬さんが以前に作成した書類らしきファイルと、こまやかな注意点がまとめられている。

「嘘、みたい」

　信じられなくて、わたしは何度も液晶を見返す。

　冷たくて、ドＳＥなんて呼ばれていて、彼の指導に耐えられなくて逃げ出した人もいるらしい――そんな、七瀬さん。

　わたしがやりがちなミスを、前もって注意点としてまとめてくれるだなんて、七瀬さんはいったいどうしたんだろう。土日になると服装どころか精神的にも別人になるのか!?

　それともわたしの働きを認めて労ってくれて……いるわけはない。これはあくまで業務の一環。

　だけど、わかっていても嬉しい。少なくとも、見限られてはいない。わたしがいなくなったら、七瀬さんは『かすかに困る』のだから。

「いつまでもニヤニヤ気持ち悪い顔してないで、仕事してください。何しに休日出勤してるんですか」

　突然横から声をかけられて、わたしは思い切りびくっと体を震わせた。

　いつの間に戻ったのか、七瀬さんがわたしの机の脇に立っている。しかも、メールの文面同様に、相変わらず無表情でそっけない空気をまとって。

「な、なな、ななな」

「七瀬です。そんなに〝な〟は多くない」

「びっくりするじゃないですか！」

「びっくりしている暇があるなら、仕事をしなさい」

　ぴしゃりと冷たく言い切って、七瀬さんが自席に戻っていく。

　だけど、どんなに冷たく見えてもこのファイルはわたしのために準備してくれたんだ。休日出勤までして、わざわざ！

　七瀬さんが送ってくれた注意点を元に、今回の資料を整理して打ち込んでいく。これなら、なんとかなりそう。いや、なんとかする！




　七瀬さんのおかげとしか言いようがないのだけれど、とりあえずなんとか詳細設計書の穴埋うめは完了した。

　その時点で、すでに土曜日の二十二時。このほかに月曜までに仕上げておかなければいけない準備資料が、ほかにもまだふたつある。どちらも厄介な代物だ。

　――明日も出社かな、これは。

　諦あきらめて、休日出勤の申請準備に取りかかる。

「明日も出るつもり？」

　いきなり後ろから聞こえてきた声に、びくりとわたしは手を止めた。今日の七瀬さんは、わたしを驚かせる天才かもしれない。叱責が減ったのはありがたいけれど、だからって毎回驚かせるのはやめていただきたい！

「え、えーと、まだ未着手の資料がありまして……」

　月曜にクライアントのところへ行くからには、それまでに準備すべき最低限の資料はどうにかしなくてはいけない。

「サーバに上げておいたから、確認してください」

「えっ？」

　言われたとおり、そこにはこれから作らなくてはいけないはずの資料があった。

「な、七瀬さん、作ってくれたんですか？」

「なんのために俺が休日出勤していると思ってたんですか」

　呆あきれはてた、と言いたげな声の返事。

　それでも嬉しい。もう間に合わないかと思っていた。明日はむしろ徹夜なんじゃないかと、覚悟を決めていたのに！

　わたしはありったけの感謝を込めて頭を下げた。

「ありがとうございます」

「いえいえ、お役に立てて光栄です」

　完全な棒読み口調。本当に七瀬さんは、こんなときでもそっけない……。

「それで、あとは？」

「えーっと、とりあえず月曜の打ち合わせに必要なのは、このくらいかなって思ってるんですけど」

「デスケドじゃなくて、はっきり言い切れないってことは、まだ何か足りないの？」

「これでじゅうぶんです！」

「じゃあ、明日は出勤しなくていいでしょ。休むのも仕事のうちだよ」

　とはいえ、火曜以降に製造チームが必要とする資料はまだ作っていない。それが完成しないと、プログラムの製造に着手できなくなってしまい、みんなの手を止めることになる。

「スケジュールも決まったし、分担も調整したんだから、みんな動けるでしょ。入社したばっかりってわけでもないんだから」

　まるでわたしの頭の中を読んだかのような言葉に、思わず目を見張る。なんでこの人は、いつもいつも、わたしの考えていることがわかるんだろう。

「顔に全部出てるからじゃないの、相沢さんの場合」

　と、またしても勝手に脳内を覗いたかのような発言に、わたしは思わず両手で自分の顔を触って確認した。当然、いつもどおりのわたしの顔があるだけだった。

「本当に七瀬さん、怖いんですけど！」

　言ってしまってから、自分がいかに失礼な発言をしているのか気づいたけれど、もう遅い。取り繕うにも、何を言えばいいのかわからなくて。

「じゃあ、さっさと帰るよ。無駄な休日出勤も残業も遠慮してね。会社の資源は有限だから。……相沢さんの体力もね」

　後半はひどく小さな声だったので、七瀬さんが何を言ったのかわからず、わたしは慌てて聞き返す。

「えっ、すみません。聞こえませんでした。なんて言ったんですか？」

「我が社は相沢さんに無限の残業手当を出す余裕なんてないって言ったんだよ。わかったらさっさと帰って休む！」

「は、はい」

　急いで帰り支度をしながら、これでなんとか明日はゆっくり休めると思うと早くも安あん堵どの気持ちで眠くなってくる。

「いつまでも呆ほうけてないで、さっさと帰る！」

「はいぃっ」

　びくっと肩をすくめると、机の上に小さな丸い何かが飛んできた。

　ゴミ……ではない。いや、いくら七瀬さんでも部下にゴミを投げつけるような人ではないと信じたい。

「……あの、これ」

「疲れてるときは甘い物食べたら？　そういうの、女性のほうが詳しいんじゃないんですか」

　ひどく投げやりな口調で、怒っているわけでもないのに敬語気味の上司が、つんと顔を背ける姿はなんだか……。

「あっ、ありがとうございます！　お疲れさまでしたっ！」

　赤い包み紙のチョコレートをぎゅっと握って、わたしはフロアをあとにした。

　たった一粒のチョコレートに、心臓を鷲わしづかみにされることが人間にはある。まして、ドＳＥがあんな態度を見せたりしたら、きゅんとするのはわたしのせいじゃない。だから七瀬さんのことをちょっとかわいいなんて思ったのは、きっと睡眠不足のせいだ！

　お世辞にも論理的とは言えない思考で、強引に自分を納得させてわたしはエレベーターを待つ。手のひらにちょこんと乗ったチョコレートは、もったいなくて食べられない気がした。




　月曜の朝は、いつにも増して憂鬱だ。

　それでなくとも、今日は七瀬さんとふたりでクライアントに資料を持っていかなければいけない。

　エディス社との仕事に関して、七瀬さんはいくつもの実績を持っている。だからこそ、今回、ＳＥのメイン担当がわたしでも話が通ったのだろう。実質、何か起こった場合には七瀬さんが責任をとるからだ。

　問題は、エディス社の坂出研究所が、大変遠いことである！

　しかも朝から七瀬さんとふたりで、電車に乗って無言のまま移動するのは、ものすごく気まずい。かといって余計なことを言えば、きっと絶対零度の視線で射抜かれる。

　その瞬間に、死亡フラグが立つのは火を見るよりも明らかで。

　この間のチョコレートのお礼でも言いたい気がしなくはないのだけど、余計な一言で七瀬さんに睨まれたいと思うほどわたしはドＭじゃない。こうなれば、目を閉じて電車の揺れに体を任せるのが一番だ。まだ到着まで三十分以上かかる。

　日曜は、日がな一日惰眠を貪ったというのに、目を閉じればまた眠れる。貪欲なわたしの脳……。

　急に、足を何かで叩かれた。

　何事かと目を開けると、目の前に七瀬さんが至極冷たい視線でわたしを見下ろしている。手には、黒いブリーフケース。さっきの感触からすると、もしかしなくともそれでわたしの足を叩いた？

「なっ、な、ななせさ」

「いつまで寝てる気？」

　ハッと顔を上げれば、次は研究所のある駅だ。まどろみ程度のつもりが、マジ寝してしまったらしい。わたしは慌てて立ち上がる。

　その瞬間に電車が揺れて、勢いよく立ち上がったばかりの体が、為なす術すべもなく前のめりに倒れ込んだ。

「あっ、えっえっ、えっ？」

　バッグを抱いたままで前に倒れれば、それは当然――。

　七瀬さんのスーツの胸あたりに、顔が思い切りぶつかった。

　――よけられなくてよかった……！

　もし七瀬さんがよけたら、向かいの座席まで突撃していたかもしれない。

「あああー、すみませんすみません、ありがとうございます！」

「……足、踏んでるんですけど」

　冷ややかな声が耳に入ってくる。

　顔を上げると、今までにないくらい近い距離に七瀬さんがいて、こんなときだというのについ七瀬さんのきれいな顔に見とれてしまう。

「足」

「はっ、はい！」

　わたしは一歩下がろうとしたけれど、今度は座席の下にヒールのかかとが当たり、バランスを崩す。

　もうダメだ、このまま転ぶ！

　そう思った瞬間に、七瀬さんの手がわたしの背中をぐいっと抱き寄せた。

「わ、わっ」

「落ち着け。うっとうしい」

　いつもよりさらに低い声が鼓膜を震わせる。それでなくても、低くてクールで超絶イイ声の七瀬さんだ。耳元で聞く声は極上だが、同時にこのぞくぞくするほどの低く冷たい声の感じって、わたし終了のお知らせなのでは……？

「すみません」

　七瀬さんは返事もせずに、駅に到着した電車から降りていく。

　待ってください、見捨てないでください！と叫びたくなるけれど、そんなことをしたら確実に他人のふりをされるだろう。

　わたしはその後ろ姿を必死で追いかけ、電車を降りた。

　ホームには人がまばらに電車から降りてくる。そのほとんどがスーツ姿の男性。この駅が、エディス社の研究所の関係者で毎朝埋め尽くされるという話を、先日佐伯さんから聞いたのを思い出した。

「七瀬さん、すごいですね」

「……何がですか」

「いえ、あの、なんかみんな研究所に行くのかなーと」

　語尾が敬語の時点で完全に七瀬さんが、ご気分を害してらっしゃるのがわかる。当然ながら、原因は完全にわたしにあるので、どうにもならない。

「俺たちも行くんでしょう」

　そうでしたね……。

　どうしよう、このまま七瀬さんの機嫌が悪かったら、わたしはクライアントとの打ち合わせの席で、上司の援護を受けられない悲惨な状況になりかねない。

「相沢さん、無駄に焦っても何もいいことはないので、落ち着いて行動して」

「は、はい……」

　足の長い七瀬さんについて、わたしは置いていかれないよう、歩くことに集中する。

　特に背が低いわけではないけれど、長身で足の長い七瀬さんと並んで歩くのは、一苦労なのだ。




　研究所での打ち合わせは、全体的に順調な流れだった。

　懸念していた時間的猶予のなさは、先方もすでに把握していて、それに関しては多少融通を利かせるとまで言ってくれた。

「それにしても、いつも七瀬さんはしっかりと仕上げてきてくれるので、安心できます。相沢さんだっけ。あなたは上司に恵まれましたね」

　今回のプロジェクト担当者である、エディス社の部長が資料を手にそう言った。

「こうしてまた七瀬さんと、新規プロジェクトでご一緒できて光栄ですよ」

「こちらこそ、お話をいただきありがたく思っております」

　穏やかな口調で七瀬さんが返事をする。

　余計な口を挟んでボロが出ないよう、わたしはひたすら微笑を浮かべてふたりの会話に相あい槌づちを打っていた。

「今回はかわいい女性のサポートもつくみたいですしね。珍しいですね、ＤＡＴさんで女性のＳＥさんは」

　これも七瀬さんが返事をするだろうかと、ぼーっと眺めていたら……じろりと冷たい視線が向けられる。

　――え、これ、わたしが対応すべきところ!?

「あ、いえ、まだまだ勉強中で。どうぞよろしくお願いいたします」

　慌てて頭を下げたものの、もう何を言っていいのやら。

「それでは、本日確認した内容については、後ほど改めて相沢からメールをお送りさせていただきますね」

「ああ、よろしくお願いします」

　わたしが何を言っていいか戸惑っているのもわかったのだろうか。あるいは、あまりにふがいない返答にイラ立っているのかもしれないが、七瀬さんは話をまとめると頭を下げた。わたしもそれにつられるように、急いで会釈してから部長と目が合う。

「頑張ってね、相沢さん」

「はい、ありがとうございます！」

　思っていたよりも好感触だ。

　相沢沙智、全力で頑張らせていただきます！




　研究所を出ると、雨が降り始めていた。自慢ではないが、迂う闊かつなわたしが朝から天気予報を見ているはずもない。

　だがこのくらいなら、大丈夫だろう。そう思って七瀬さんを見ると、ブリーフケースから折りたたみ傘を取り出し――って、いくらなんでも準備よすぎませんか！

「七瀬さんって、エスパー……」

「文明から遠く離れた星で生きている相沢さんは、天気予報をチェックする程度のこともできないだろうし、雨に濡れていいよ」

　遠回しにバカにされるくらいなら、バカと罵ののしっていただいたほうが気が楽である。

「このくらいの雨なら、別に濡れても平気ですから！」

　そう言って歩きだすと、急に雨足が強くなった。わたしの愚鈍っぷりを嘲ちょう笑しょうするような雨、雨、雨。

「悪いんだけど」

　なんですか、ずぶ濡れの女と歩きたくないから、離れて歩けって言うんですか。

「恥ずかしいから、そういう恨めしい目で俺を見るのはやめなさい。それとびしょ濡れになる前に、傘入って」

　ぐい、と腕をつかまれる。

「えっ、えええっ!?」

　傘に入れてくれる、――その距離は、すごく近い。いつもの七瀬さんとわたしの距離じゃない。

「あ、ありがとう、ございます……」

「どういたしまして」

　どうしたら、この引力に気づかないふりを続けられるのか。本当はとっくにお手上げなのかもしれない。ドＳＥなんて呼ばれているのに、じつは結構優しい上司を見上げて、小さくため息をつく。

「相沢さん、もっとしっかりしないと彼氏に逃げられるよ」

「かっ……!?　彼氏なんていません！」

「え？」

「え？」

　七瀬さんは不思議そうにじっとわたしを見つめてから、無言で視線をそらす。

「……あいつと付き合ってるんじゃなかったのか」

　一瞬、何を言われたのか戸惑う。

　雨音が七瀬さんの声に重なるせいで、聞き間違えたのかもしれない。そうでなければ七瀬さんがそんなことを言うとは思えなかった。

　だけど、七瀬さんがわたしのプライベートまで心配してくれるなんて、変な感じがする。今までそんなこと、なかったような……？

　雨音を聞きながら、わたしの心臓はいつまでもドキドキと大きな音を立てていた。

　今朝届いた河野さんからのメールは、まだ読んでいない。

　返事をしなくてはと思うのに、きっとどれだけ河野さんのことを知っても彼と付き合えないことをわたしはとっくにわかっていた。河野さんが悪いのではなくて、相手が誰だろうと付き合えない。その理由は――。




　河野さんに告白されてから二週間、新プロジェクトに配属されてから十二日が過ぎた金曜日。

　月曜に七瀬さんとクライアントのところへ行ったのは覚えているが、それから連日やらなくてはならないことが山積みで、自分が何をしているのかさえわからなくなる。時間の経過が速すぎて、カレンダーを見なければ日付も曜日もすぐに忘れてしまうほどだ。

「相沢さん、この設計書だけど、意味わからない」

　急に声をかけられて、ハッと顔を上げる。わたしの席の横に、高槻さんが立っていた。

　ソフトウェア開発における専門知識や専門用語には慣れていても、今回のプロジェクトの独特の用語については高槻さんにも不明点がある。当然のことだ。そういうときに、きちんと解説することもわたしの仕事である。

　しかし、慌てて確認して説明したものの、わたしの話し方が要領を得ないからか、高槻さんは諦めて自分の席へ戻ってしまった。これではいけない。プログラム製造の要である高槻さんの作業が滞っては、全体のスケジュールに影響する。

　足りてない部分ばかりが目について、自分がやるべきことの優先順位がうまく判断できなくなっていく。わたしは資料をじっと見つめて、頭を整理しようとしたが――。

「相沢さん、ちょっと質問いいかな？」

「はぁい！」

「あ、相沢さん、あとでこっちもー」

「はいっ」

　ＳＥなんて、名前だけだ。いっそのこと、ＳＥ見習いとでも名乗りたい。

　実際、今までＳＥ業務をこなしている七瀬さんや市原さんを見てきたはずなのに、それと比べて、なんと効率の悪いこと。

　わたしがしていることは何かと問われれば、クライアントさまのお話を聞いてきて、それをわかりにくい資料にまとめて、プログラマに配ってから彼らの不明点に個別で対応している、ってところ。こんなの、ＳＥというよりもただの伝言係みたいなものでしかない。

「相沢さん、大丈夫？」

　質問に必死で答えているわたしを見て、河野さんが心配そうに覗き込んでくる。

　優しい瞳を見つめ返すと胸が痛む。わたしはまだ、彼に告白の返事をしていなかった。いや、本来ならばあと二週間ほど、彼をよく知るための時間を作る約束の期間は残っているが、すでに気持ちは固まっている。ならば早めに伝えるのが優しさなのではないだろうか。

　とはいえ、メールで断るのは誠意がないし、かといって忙しい業務の合間に言えることでもない。

「大丈夫です！　わかりにくい資料でごめんなさい」

「いや、そこまでわかりにくくないよ。わかりにくいのは先方の要求だからね。相沢さんはよくやってくれてると思う」

「ありがとうございます。でも実際、資料がわかりにくいのは問題ですから！」

　冗談めかして言っているけれど、本当にそれは大問題なのだ。

　わたしが作る資料がわかりにくければ、製造担当はクライアントが望んだ仕様を把握しないまま作業をすることになる。そうすると、先方が待っているシステムと異なるものが出来上がってもおかしくない。

「……ところで、少しふたりで食事したりする時間がほしいなーなんて、思ってるんですけど。あ、それは無理でも、せめてメールの返事はほしいかなーとか」

　河野さんが小声でそう言って、にこっと笑う。爽やかな笑顔も、今のわたしには申し訳ない気持ちを加速させるばかりだ。

「あっ、あの、それは、えーと」

「ここじゃなんだし、帰りに少しダメかな？」

　今日も帰りは終電に違いない。だが、なんとか時間を作らなくては。

「相沢さん、ちょっと」

「はっ、はい！」

　結局何も言えないまま、わたしは七瀬さんに呼ばれて河野さんの席を離れた。




「相沢さん、頑張ってるね」

「頑張りすぎとか、ですか？」

　わたしはびくびくしながら、だけどそれが相手に伝わらないよう、精一杯の虚勢を張る。

「いや、普通に褒めただけ」

　――七瀬さんに褒められると、逆に怖いんですけど……。

「で、この修正点は確認して、どうするの？」

　急に話が変わって、七瀬さんは左手でわたしの作った修正資料をトントンと叩いた。

「確認して、えーと、まず研究所に送って、これで大丈夫か聞いて……」

「頑張ってるけど手際が悪い」

　おっしゃるとおり。

　まず七瀬さんの確認をとる。それから、クライアントに送って、再度確認してもらって、それを全体に配る。担当にそれぞれ確認してもらったら、作業に追加する。

「あの」

「手際が悪いことを責めてるんじゃないから。できないこととできることを、少しずつ精査していかないと、自分がつらいって言ってるの。わかる？」

「セイサ、ですか」

「そう。どこまでが自分でできることなのか、どの段階で相談すべきなのか。相沢さん、そういうの考えて作業してる？」

　とりあえず、目の前にあるものを全部やっつけようとしています。

　――そう言ったら怒られそう。というか、バカって言われそう。いや、なんかもう自分の心の中で出た回答が、明らかにバカ。

「考えてませんでした」

　数秒の沈黙ののち、七瀬さんはゆっくり息を吸って髪を軽くかき上げた。やわらかな髪が揺れて、前髪の下の切れ長の目が細められる。これは……危険信号!?

「考えるってことを、サボりすぎ。相沢さんは悩んでばっかりだと思っていたら、今度は悩むのをやめて猪ちょ突とつ猛もう進しん？　まず考える工程をきちんとこなさないと、自分が疲れるだけだよ」

　言われていることはわかる。ただ、それを実行するのは難しい。

　でも、難しいからってやらないわけにはいかない。これがわたしの仕事だ。

「はい」

「それと、無理しすぎ。頑張ってるのはわかるけど、ダウンされたらみんなが困る。少し力抜いて、休むことも必要です。確かに忙しいのは事実だけれど、もう少し自分の体調とかも考えて」

　口調はいつもと変わらないけれど、七瀬さんはわずかに表情をやわらげた。

　――もしかして、これってわたしを心配してくれている……？

　普段の無表情と違い、どこかあたたかみを感じる表情に、ついそんなことを思ってしまう。わたしは今まで、七瀬さんのこんな表情を見た記憶がなかったので、ひどく戸惑っていた。

「痩せたでしょう。このプロジェクト始まってから」

「ちょっと痩せたかもしれないです」

　忙しさにかまけて、体重なんてはかってもいなかったし、体調が悪いのもいつものことだと思っているせいで、抜けない疲労にも慣れてしまっていた。

「外から見てわかるくらいなんだから、ちょっとじゃないよ」

　努力のいらないデスマダイエット、なんて言えない。

「食事は最低でもきちんと摂取すること。睡眠時間はどうしても削ることになるだろうけど、できる限り確保して。……というか、なんで俺は相沢さんといると小学校の先生気分になってるんだろうな、まったく」

　――それはきっと、わたしが小学生でもわかる最低限のことをわかっていないせいです！

　ふざけて心の中でそう言ってみたけれど、七瀬さんが心配してくれる気持ちが嬉しい。心配なんてかけずに、きちんと仕事をこなせるようになればいいだけのわたしを、こうしてぶっきらぼうながらも面倒見てくれる。

「あの、ありがとうございます」

「どういたしまして。そこで『ありがとう』とか言える相沢さんがおかしいんだって気づいてくださいね」

　言葉は厳しいけれど、七瀬さんは今、きっと照れ隠しにそっけなく言った。それを感じ取れるくらいに、わたしは七瀬さんの些さ細さいな表情や声音の変化に気づけるようになってきていた。

「それで、修正点だけど、パッと見た限り、これでいいと思う。状況に応じて担当をもう少し替えてもいいか。市原さんにはデータベース周りもやってもらいたい感じ」

「あ、はい！」

「それから新島さんは……」

　結局、その日の就業後も、わたしは河野さんと話をすることはできなかった。

　河野さんも、あのあとは話しかけてくることはなく、お互いに仕事に忙殺されていた――と、少なくともわたしはそう思っていた。本当に話したいと思ったら、いくらだって時間は作れたはずだった。

　わかっていたつもりだけれど、目の前に山積みになっている〝やらなきゃいけないこと〟に、自分がのみ込まれていく。







第五章　好きな人ができました













　それから約一週間後、突貫作業のシステムがようやく輪郭程度は見えかけてきたある日のこと。急遽、エディス社の研究所に呼ばれた七瀬さんとわたしは、進捗報告のつもりで出向いてきたのに、信じられない説明を受けていた。

「はい？」

　エディス社の部長を前にして、わたしはマヌケな声で、返事をした。

　場にそぐわないのはわかっているが、思わず声が出てしまったのだ。

「つまり、全面的な変更をお願いしたい、と」

　部長は、にこやかにそう言った。目の前で、お口ポカーン状態のわたしを見て、心から笑っていたわけではないらしいので、その点は安堵すべきか。

　――って、そんな無茶な変更、通るわけがない！

「全面的ですか。そうなると、納期の期日がこのままでは、困難ですね」

　しかし、七瀬さんは平然と返事をする。

　特に驚いた様子もない七瀬さんに、わたしは唖然としていた。だって、やっと全体像が見えてきたところだったのに、追加機能の検討をしたいと言われたのだ。しかも、話を聞いてみれば、追加どころか全面的変更である。

「期日は、そうですね、追加が二週間ですかねぇ」

　部長は終始にこやかな笑顔だけれど、それはつまりただのゴリ押しだ。

　七瀬さんも負けじと笑みを浮かべる。大人の男の笑顔対決は、なかなかに壮観だ。しかし、負ければ我が社の作業はさらなる地獄モードに切り替わる。

「二週間ではちょっとお受けしかねますね。全面的な変更というのが、具体的にどの程度までの改変なのかも、現時点ではわかりかねますし」

「こちらの事情で研究担当が急に変わったんですが、新担当が『これでは成果を上げられない』と言いだしまして」

　彼の言うことを要約すれば、もともとエディス社側で出していた要件に問題があって、その穴埋めのために変更をしろということだ。そして、追加の作業期間はたった二週間。

「それは困りましたね。新しい担当者はどなたになったんですか？」

「七瀬さんは前に会ったことあるんじゃないですかねぇ。白しろ石いしですよ」

「……白石さん、ですか」

　急に七瀬さんの表情が曇くもる。

「白石さんは、厳しいですからね。研究内容や、それに必要な成果は私どもではわかりかねますが、そうおっしゃるのでしたら、きっと変更しないといけないんでしょう」

「いや、さすが七瀬さん、話が早い」

　部長は機を逃さずに立ち上がる。

「詳細は白石から説明させましょう。少々お待ちください」

　そそくさと奥へ戻っていく部長の背を見つめて、わたしは取引先の会社だというのに、へろへろとその場に崩れてしまいたかった。

「相沢さん、ここまでの製造過程を考えて、類似した同程度のシステムを作るとしたら、どのぐらいかかる？」

「……わかりません。二週間じゃ無理だとは思いますけど」

「まあ、無理でしょうね」

　七瀬さん、わかっているなら、どうにかしてください！

　それじゃなくても、ひどいデスマ状態なのにこれ以上の悪化は耐えられそうにない。わたしだけならばまだしも、作り直しということはプロジェクトのほかのメンバーたちもこぞって地獄絵図を繰り広げることになるのだ。

「お待たせいたしました。白石です」

　その声に、ぐぐぐっと顔を上げる。

「七瀬さん、お久しぶりです」

　てっきり男性を想像していたのに、そこに立っていたのは、気の強そうな目尻の切れ上がったモデル級の美女だった。

　年の頃は三十代半ばくらいだろうか。真っ黒なストレートの髪をさらりと揺らし、細身の体で軽く会釈する。微笑む瞬間の、口角の角度まで研究したかのような、完璧な女性が立っている。

「ご無沙汰しております」

　七瀬さんが腰を上げ、わたしもそれにならっていすからぴょんと立ち上がった。

　新担当の白石さんは、艶つややかな笑顔をわたしに向ける。

「は、初めまして、ＤＡＴの相沢と申します」

　凛りんとした雰囲気の白石さんの前で、わたしは身をすくめて頭を下げた。

「白石蓉よう子こと申します。よろしくお願いいたします。それにしても今回はずいぶんかわいらしい相棒とご一緒ですね、七瀬さん」

　名刺交換をして、そこに書かれた名前の優雅さにほうっと小さく息を吐く。

「では早速ですが、システムの変更点について、改めてご説明いたします」

　唐突に、彼女は印刷物をわたしと七瀬さんに配る。以前にエディス社からもらっていた資料と比べ物にならないほど分厚い。

「同じ説明を繰り返すのは嫌いですので、一度で確認いただけますようお願いいたします。まず、全体の設計に関してですが……」

　――こ、この人は……。

　エディス社の研究者で、性別も女性で、美人でスタイルもよくて、だけど中身がまるで七瀬さんじゃないか!?

　わたしは説明を必死で聞きながら、資料に目を走らせる。変更は本当に全般にわたる。これでは〝一から新しいシステムを作れ〟と言われているに等しい要求だ。

「……以上です。質問があればどうぞ今のうちに」

　白石さんは、説明を終えるとまた艶やかな笑顔を見せる。

「これは、二週間でできる内容ではないですね」

「ええ、通常でしたら無理かもしれません。ですが、今回は七瀬さんがいらっしゃるんですもの。どうにかしていただけると信じています」

「……高く評価いただき大変光栄ですが、実際に不可能ですよ」

　わずかに笑みを浮かべた七瀬さんの唇が、口角近くでひくりと歪ゆがむ。本気で嫌がっているのが見てとれた。

「それを可能にするのが、七瀬さんの、いえ、ＤＡＴさんのお仕事ですよね？」

　我が社は、そんな無茶を通される会社だったのか、と絶望的な気持ちになるけれど、できないものはできない。

「三週間いただければ、製造だけはどうにかいたします」

　七瀬さんが、低い声でしっかりとそう言った。三週間でも厳しい内容だが、クライアントが望むのならばなんとかするのがわたしたちの仕事だ。

「三週間もとるんでしたら、せめてテストまでやっていただかないと」

　しかし、白石さんも退かない人だ。

「テストまでなら、四週間で」

「この程度の変更で、それほど時間稼ぎをされるのは、さすがにどうかと思いますわ」

　歯に衣着せぬとは、このことか。

　わたしは口を挟むつもりも一切なく、ただ呆ぼう然ぜんとふたりのやり取りを聞いていた。

「では、テスト項目を、こちらで準備するというのではいかがですか？　テストの実施も、前もってやらずに社内検査のときで結構です」

「わかりました。では、それでお願いいたします」

「えっ……!?」

　わたしは七瀬さんを見つめる。七瀬さんは「わかりました」と答えた。やるしかないと判断したのだ。

「よろしくお願いします」

　白石さんは、満足げな笑みを浮かべた。

「こちらこそ、よろしくお願いいたします」

　七瀬さんが仕方ないとばかりに苦い笑みを見せる。

「よっ、よろしくお願いいたします」

　そして新たな地獄が、三週間の期限つきで、始まろうとしていた。




　帰社途中の電車の中、七瀬さんは終始無言だった。その無言っぷりがおそろしくて、わたしは息をするのさえ気を遣う。

　肩をすくめて座ったまま、隣を決して見ないように、白石さんの説明してくれた新システムの内容を脳内でおさらいする。考えるほどに憂鬱な気持ちが増していく。どう考えても三週間の猶予をもらったところで、できるものではなさそうだ。

「相沢さん」

「は、はい！」

　いきなり声をかけられて、しかもものすごく不愉快そうな声だったので、わたしは座席から飛び上がりそうなほどに、びくっとした。

「三週間でできると思いますか？」

「……無理だと、思います」

「そこをやらなきゃならないんですよ。こうなったら、総力戦ですね」

　ああ、敬語が怖い。絶対、負のオーラが出ている、この人。しかも総力戦って、今以上に、何を使うというのですか。

「相沢さんが製造に参加するのと、私が参加するのは、どちらが効果的だと思いますか」

「え、あの」

「相沢さんはプログラムが苦手。だけど、私が製造に回ると全体の統括ができる人間がいなくなります」

　答えは火を見るよりも明らかだ。

「七瀬さんではなく、わたしが……製造をやります」

「自ら志願するってことは、できるって判断して言ってるんですね？」

「え、えーと、できる限り……」

　できないというのは簡単だけれど、それだってやってみないと、自分の実力なんてわからない。

「設計から判断して、できることなのか、できないことなのかと聞いているのに、『できる限り』？　得意の『精一杯頑張ります』ってこと？」

　絶対今、地雷を踏んだ。それでなくとも、七瀬さんはかなりご機嫌斜めだったというのに、見事なまでに怒りのスイッチを押し当ててしまったようだ。

「いえ、その、できる限り、作業を引き受けます、と」

　無理だ。とても無理のある言い訳なうえに、実際そんなに製造を引き受けて、こなせる自信はない。

「実力の足りていない部分の補い方は検討してますか？」

「そこは、指導してもらいます！」

　こうなったら、退くわけにはいかない。変に言い訳して逃げるより、真っ向勝負に挑む。わたしだって、プログラマとして実績を積んできているのだから、多少はどうにかなるはずだ……と思いたい。

「誰にですか？」

「七瀬さんに！」

　やぶれかぶれで答えた一言で、七瀬さんの表情がガラリと変わる。苦虫を噛み潰したような表情をしていた七瀬さんは、晴れやかに目を輝かせた。

「……ああ、そうか！」

　なんだか突然納得されてしまった。

「確かに、俺が指導にあたるなら、多少の余裕はあるか。緊急事態にそなえて、俺の分担は削ってあるし……、うん、悪くない」

　敬語がなくなり、一人称が『俺』になる。

「それなら、確かに動ける。今までの業務を俺と分担して、相沢さんのあいた時間をプログラマとしての作業に当てればいいのか」

　自分で言いだしたことではあるが、ＳＥとしての指導だけではなくプログラマとしての指導も七瀬さんにお願いすることになった。追加の三週間、どんな地獄が待っているというのか。

「相沢さんも、ずいぶん周りが見えるようになってきたね。いい案だと思う。そうしよう」

「……はい」

　褒められたのに、まったく嬉しくない。

　七瀬さんから発せられていた負のオーラが弱まり、反比例してわたしが地獄行き確定の悲しみオーラを出せそうである。




　社に戻ると、市原さんがすぐに寄ってきた。

「どうなりました？」

「うん、ちょっと話そうか。相沢さん、休憩室に行こう」

　前を並んで歩く七瀬さんと市原さん。デキる男が並んで歩くのを後ろから見つつ、わたしは大きくため息をついた。

　わたしにできるのだろうか。プログラムは自慢じゃないが、本当に苦手だ。エディス社の、それも研究所の仕事はスキルの高さも要求されるものが多い。新島さんですら製造をやっているのだから、どうにかなると信じたいところだけど――。

「どこ行くの、こっち」

　急に腕をつかまれて、わたしは自分が休憩室の入口を通り過ぎていこうとしていたのに気づく。

　――うわ、七瀬さんに腕つかまれた！

「ぼーっとしないでください」

「す、すみません」

　ただそれだけで、心臓が高鳴る。つかまれた部分がじんと熱くなって、そのままぎくしゃくと休憩室に足を踏み入れた。

　ふたりが入口近くのテーブルにつくのを見て、わたしは自販機へ足を向ける。

　七瀬さんも市原さんも、いつもコーヒーはブラックだ。社内の休憩室は、カップの飲料が無料で飲めるようになっている。

「コーヒー、ここに置きますね」

　それぞれの前にカップを置くと、市原さんがちょっと驚いたようにメガネの奥の目を見開いた。

「相沢さんが女子っぽいことを！」

「市原さん、それは失礼だよ。こう見えても一応、たぶん、もしかしたら、相沢さんは生物的におそらく女性だと思うよ」

　――七瀬さん、それはフォローではありません……。

　なんだかんだ言いつつお礼を言われ、わたしは自分用にカフェオレを持って席に着いた。

「……白石さん」

　唐突に小さな声で、七瀬さんがその名前を口にした。市原さんがコーヒーを一口飲んで、目をしばたたかせる。それも当然だ、いきなり白石さんと言われても困惑するだろう。ところが――。

「研究所の担当、白石さんにチェンジしたよ」

「ええええええ!?　マジすかーうわー」

　市原さんも白石さんを知っていたらしい。そんなに驚くほどのことだろうか。いや、確かにあの人は美人だけど、そんなのどうでもよくなるくらいに気が強そうだった。

「え、七瀬さん、連絡とってたの？」

「いや、二年ぶりくらいに会ったんじゃない」

　七瀬さんは他ひ人と事ごとのように答えているけれど、他社の有能そうな研究員と連絡をとっていたかどうか、というのは話の流れからして不思議な感じがする。知り合いだったことを考えれば、以前にも仕事を一緒にしたことがあるのだろうというのはわかるけれど――。

「ああ、相沢さんは初対面だよね、白石さん。あの人、前の同どう棲せい相手だよー」

　市原さんがさらりとすごいことを言いだした。同棲相手。それはつまり、恋人だったということだ。しかしこの局面では、誰の同棲相手だったのかがわからない。市原さんなのか、それとも七瀬さんなのか。

　返事に困っているわたしに、市原さんは『察しが悪いなあ』とでも言いたげに、ちょっと笑った。

「だから、白石さんって七瀬さんの元カノなの」

　平然と言っているけれど、職場で言いだす話なのか!?

　またしても言葉に詰まり、わたしは思い切り動揺していた。

「な、え、あ」

「相沢さん、日本語でお願いしたいんだけど」

　コーヒーカップを手に、七瀬さんはいつもと同じ無表情。別段、気にすることでもないということなのだろう。

「……びっくり、ですね」

「そうですね」

　なんたる棒読み。全然びっくりしているようにも見えないけれど、まあ、白石さんと会ったときの七瀬さんは、少しやりにくそうには思えた。

「で？　白石さんが出てきたってことは、かなりきっつい条件なんじゃないんですか？」

「キツイどころじゃない」

　七瀬さんが、変更内容を説明し始めると、市原さんの顔から笑みが完全に消えるまで、一分もかからなかった。

「……それは、やばいっすね」

　話が終わると市原さんは、だいぶぐったりした表情でわたしを見た。

「で、相沢さんが製造に入ることになる？」

「あー、はい、そうです」

「そこは、俺がサポートするから心配しなくていいよ」

　言葉だけ聞いていると、いや、顔も見ながらだと特に、七瀬さんって改めてかっこいいなぁ、なんて思ってしまうけれど、実際の彼はものすごくドＳＥである。

　なのに、顔のよさと背の高さと、言ってる内容が優しそうに聞こえるせいで、勘違いしたくなるのが悔しい。

「七瀬さんがサポートにつくなら安心かー」

　確かにわたしのスキルでは心配なのかもしれない。けれど、七瀬さんにサポートされるということは、絶対零度の視線を浴び続けることになるわけで、そんなわたしを少しは心配してほしい。

　――だけど、七瀬さんといられるのは嬉しい、かな……。

　ごく自然にそう思って、わたしは自分の思考に驚愕する。

　七瀬さんはあこがれの上司、尊敬している相手であって、それ以上の何かではないと何度も自分に言い聞かせてきたのに、これではまるで恋をしているみたいじゃないか。

「で、それでもたぶん足りないから、救援も依頼しよう」

「そうなりますよねー、やっぱ」

「相沢さん、ミーティングの準備して。戻ったら説明しないといけないから。さっきもらってきた資料、必要な分だけコピーして、会議室とってください」

「はい、わかりました」

　いつもどおりを装って、わたしはなるべく普通に返事をする。

　だけど、もういつもと同じではいられない。フタをしてきた感情は、ほんの小さなきっかけで胸いっぱいに溢あふれだしている。

　わたしは、七瀬さんのことが――。

　そして翌日から再スタートを切ったプロジェクトだが、相変わらずの前途多難ぶりに変わりはない。自分の気持ちを自覚したところで、仕事は仕事なのだ。

「スケジュール引くだけで、どれだけ時間かかってるの」

「す、すみません」

　左側に、ものすごい圧力を感じる。それというのも、本日の勤務開始と同時に席替えがあったためだ。当然ながらくじ引きなどない。七瀬さんが決めた席に、みんなが移動しただけのこと。今まで、わたしの席はかなり入口に近い末席だったが……。

「相沢さん、設計書できたので確認して」

　七瀬さんのすぐ右に、わたしの席は移動していた。

「はい！」

「返事うるさい。こんなに近いのに、そんな大声出す必要ない」

「……はい」

　プチ地獄席である。

　わたしの正面で市原さんが、肩を震わせて笑いをこらえていた。

「七瀬さんって、相沢さんお気に入りだよねー」

　意訳すると、『相沢さんって七瀬さんの集中攻撃を受けているよね』で間違いない。

「お気に入りとは心外だな」

　七瀬さんが憮然として返事をする。

　ため息が出そうなのを我慢して、わたしはぐっと目を閉じた。

「相沢さん、なんで目閉じてるの。スケジュールは？」

「あ、はいっ、今からやります！」

　スケジュール調整と、設計書の確認。悩む時間なんて、わたしにはない。

　河野さんからは昨晩もメールが来たけれど、今週末もふたりで会う時間はとれないと返信をした。時間がないから、と言い訳をしたわたしはずるい。本当の理由はそれじゃない。

　わたしは、恋をしている。

　ずっとずっと、その気持ちに気づかないふりをしてきたけれど、もうこれ以上は隠せない。自分を騙せない。

　――わたしは、七瀬さんに恋をしている。

「あ、い、ざ、わ、さ、ん」

　恋のお相手のドＳＥの声が、一音ずつ区切ってわたしの名前を呼ぶ。

「は、はいぃっ！　仕事します！　大丈夫です！」

　慌ててスケジュールを見直し始めながらも、わたしの全神経は左側に集中していた。

　この恋は、デスマ案件よりもずっと厄介だ。




　やり切れない気持ちはぐっとのみ込んで、なんとか作業をふたつ終えたところで正午になった。

　――何を食べよう。あんまりお腹は減ってないけど、食事をきちんとするようにって前に七瀬さんに言われたしなあ……。

　長財布を手に、わたしはフロアを出てエレベーターへ向かう。

　同じユニットに新島さんがいるのだから、女性社員同士仲良くランチでも……なんて思ったりはしない。彼女は彼女で、同期の子と食べに行くのを知っている。

　午後も仕事は山積みだし、ここは体力をつけるために牛肉か。

　オフィスビルから徒歩五分ほどの牛丼屋を思い描いていると、背後から「相沢さん！」と元気な声が聞こえてくる。

「あ、河野さん」

　振り返ると、革靴のかかとを鳴らして河野さんが駆けてくる姿が見えた。

　相変わらず犬っぽい、くるくると表情の変わる丸い瞳。まっすぐに見つめられると、なんだかひどく居心地が悪い。だけどそれは彼のせいではなく、わたしのせいだ。

　言わなくちゃ。

　あなたとはお付き合いできません、と言わなくちゃいけない。

「今からお昼だよね？　よかったら一緒にどう？」

　急いで走ってきたのか、首から下げているＩＤカードが肩の後ろに回り、前髪はぴょんと立ち上がっている。

　食事を一緒にとるくらい、同僚ならばおかしいことではない。けれど、彼はそれ以上の関係を望んでいて、わたしも河野さんの気持ちを知っている。

　――どうする？　今日、断る？　それとも……。

　考えているうちに、エレベーターが到着し、わたしは河野さんと一緒に近場の定食屋へ行くことになった。

　定食屋について、差し向かいで席に着き、日替わりを注文したものの頭の中がぐるぐる回っていて味もよくわからない。

「おいしいね」

「そうですね」

　返事もおざなりだし、こんな女のどこがよくて付き合いたいなんて言いだしたのか、河野さんの趣味を疑う。

　はっきり言って、男性を振ることには慣れていない。

　慣れていないどころか、今まで振られて終わりの恋しかしてこなかったせいで、お断りするのも初体験だ。

「――ところで、今夜も遅くなりそう？」

　河野さんは問いかけてから、少し照れたように頬を指先でかいている。

「あの、今夜というか……」

　これから先も、あなたとふたりで仕事以外の時間に会うのはもうできない。

　そう言おうとしたのだが、河野さんは先回りして、わたしの言葉の続きを決め打ちする。

「今夜だけじゃなく、来週もずーっと忙しい、ってことかあ」

「あー、まあ、はい。そうですね」

　違うとは言いがたい。実際に、変更が入ったことによりプロジェクトはいっそう佳境を迎えていた。それは、製造担当の河野さんも同じことのはずだが、彼はわたしと違って仕事がデキる。だから、わたしほどひどいスケジュールにはなっていないらしい。

　――いや、ダメだ。言わなきゃ。ちゃんとしないと、河野さんだっていつまでも宙ぶらりんはつらいし！

「あのっ、河野さん、わたし……っ」

　意を決して、お断りの言葉を口にしようとしたとき。

　店員の「いらっしゃいませー、二名さまですか？」の声が聞こえて、ハッと入口に目を向ける。なんの気なしの行動だったが、今回ばかりは周囲に気を配っていてよかった。なぜなら、入店してきた二名さまは七瀬さんと市原さんだったからだ！

「あれー、河野くんに相沢さんだー。ふたりでランチー？」

　市原さんがひらひらと手を振ってくる。

「なんかちょっと、いい雰囲気なんじゃないのー？　もしかして、俺たち邪魔だったりー？」

　市原さんがふざけ半分でからかうのを、七瀬さんは黙って見ていた。いつもだったら、一緒になって何か言ってもおかしくないのに、どうして今日は黙っているんだろう。何も言われないのでは否定もできない。

「ほら、市原さん、席あっちだって」

　七瀬さんはわたしたちには目もくれず、店員の案内するほうへ歩きだす。

「はーい。じゃーねー、おふたりさん、まったねー」

　市原さんはスキップするような足取りで、七瀬さんの後ろをついていく。

「……そろそろ出ましょうか。わたし、午後一でやらなきゃいけない作業があって」

　本当はそんなものなかったけれど、これ以上ここにいるのは気が重い。河野さんには申し訳ないと思うけれど、一分一秒でも早く店を出たかった。

「……さっき、何を言いかけたのか、聞いてもいい？」

「え？」

　――わたし、やっぱり河野さんとはお付き合いできません。好きな人がいるんです。

　ここでそれを告げるには、もうわたしの気持ちが折れている。

「なんでもないです。さ、行きましょう。おいしかったですね」




　タイミングは一度逃したら、次の機会がいつになるか誰にもわからない。もちろんわたしもそうだ。

　オフィスに戻って自席に着いてからも、わたしは河野さんに断るタイミングと、どんな言い方をすれば彼を不快にせずに済むか、そればかり考えていた。

　七瀬さんを好きだと自覚したところで、何も変わらない。

　いつもどおりに残業をして、いつもより早く七瀬さんがフロアを出ていって、最後のひとりになったわたしはのろのろとパソコンの電源を落とす。

　金曜の夜はみんな帰りが早い。まだ終わっていない作業もあったけれど、今日はもういい。よくないのかもしれないけれど、いいことにして帰ろう。

　オフィスビルを出て新宿駅へ向かって歩いていくと、前を歩く人の波に見慣れた後ろ姿を見つけた。三十分は早く会社を出たはずなのに、どうして七瀬さんがまだこのあたりにいるのだろう。

　声をかけるべきか、数秒ためらってから、わたしは足を速める。

「七瀬さん」

　背の高いその人は、わたしに気づいて振り返る。なんたる冷たい視線、だけどこの人がわたしの好きな人だ。

「相沢さん、もう終わったの？」

「はい、帰るところです」

「そう」

　そっけないなんてもんじゃない。この人はどう見ても、わたしに興味がない。

　というか、恋愛していた過去があることに、違和感を覚えるほど、七瀬さんと恋愛感情はかけ離れている。

　だけど以前には白石さんという彼女がいたのだ。同棲までしていた。そうでなくとも、こんなにかっこよくて大人な七瀬さんに、過去の恋愛事情が何もないはずはなかった。

「何？」

　無言でじっと見つめていたわたしを怪訝に思ったのか、七瀬さんは眉根を寄せる。

「え」

「なんか言いたそうな顔でこっち見るの、やめてくれない？」

　そんな顔をしていたんだろうか。自分ではよくわからない。七瀬さんの過去の恋愛事情を想像していただけです、とも言えず、わたしは「いえ、なんでもないです」とうつむいた。

　なんでこの人なんだろう。もっと恋愛しやすそうな相手とか、脈のありそうな相手とか、世の中にはいるはずなのに。

　――それでも、わたしが好きになった人は、七瀬さんだった。

　この想いに気づいた今となっては、ふたりで並んで歩くだけでも緊張する。

　何を言えばいいのかわからず、ただ無言で新宿駅へ向かうと、いつもは遠く感じるのに今日は時間が過ぎるのがとても早い。

「仕事、どう？」

　少し歩調をゆるめた七瀬さんが、前を見たままで尋ねてくる。その視線の先に何があるのか、そしてわたしは今、仕事の件で何か七瀬さんに叱責される点があるのか、何もわからないまま、曖昧に口を開く。

「えーと、その」

「また落ち込んでるのか」

　――またってどういうことですか！

　わたしは確かにすぐ落ち込むけれど、そこまでひどいわけでもないはずだ……と思いたい。

「こっち」

　もうすぐ駅というあたりで、七瀬さんはわたしに目配せをするとすたすたと歩いていく。

　こっち、とはどういう意味だ。その先が新宿駅なのは、いくらわたしでもわかっている。毎日使っているのだから。

「はい？」

「いいから」

　不意に手首をつかまれた。触れられた部分が熱くて、顔まで火ほ照てってくる。

「な、七瀬さん!?」

　けれど七瀬さんは振り向くことなくそのまま、人の波をぬって歩いていく。どうしたというのだろう。何も聞けずについていく間、わたしの胸はドキドキしっぱなしだった。

　改札近くに来ると、金曜の駅は遅い時間でも人が大勢いる。七瀬さんはつかんだときと同じく、ひどく唐突にわたしの手を放した。

「めんどくさいから、ここで」

　券売機のそば、七瀬さんは柱に背を預ける。

「どうかした？　悩んでるくらいなら相談してくれてかまわない。俺は相沢さんの上司だから」

　その言葉に心が揺らぐ。いけない、今言うことじゃない。七瀬さんが言っているのは、仕事の悩みについてだ。わたしの感情やプライベートのことじゃない。そのくらいわかっているのに。

「あの、わたし……」

「ん」

「わたし、好きな人ができました」

　顔から火が出るかと思った。

　告白しているわけではない。ただ、好きな人ができたと言っただけなのに、その相手が目の前にいるとどうしても冷静でなんかいられない。

「……そういう報告は、特に求めてないんだけど」

　しばしの沈黙のあと、七瀬さんは眉間を指で揉みながら、投げやりに返事をする。

　当然の対応だ。絶対零度の視線で射抜かれても文句は言えない。空気を読めなかったわたし。

「そうですね。ははは……」

「そこまで言うなら、相手の名前も言って」

「えっ!?」

　そんなこと、口が裂さけても言えない。恋愛感情を自覚した当日に玉砕するなんて、自分をドＭかもしれないと思い始めたわたしだってごめんだ。

「いや、それは」

「……河野くん？　だったらお似合いなんじゃない」

　まるでこちらを見ずに、七瀬さんがさらりとそう言う。

　どうして河野さん？　わたしの好きな人は、今、目の前にいるのに。

「違います。ただ、河野さんとは、その……」

「付き合ってるわけじゃないんだっけ。相沢さんは彼氏はいないって言ってたしね。でも、河野くんはそういう目で相沢さんを見てると思うけど？」

　七瀬さんの観察力を侮っていた。確かにわたしの気持ちは筒抜けらしく、いつも考えていることを言い当てられる。心を読まれているのではないかと思うほどだ。

　だからといって、河野さんの気持ちまでバレバレとは、上司というのはこれほどまでに部下の一挙手一投足を把握しているものなのだろうか。

「河野さんのことは、そういうふうに見れません。あの……七瀬さんがどこまで知っているかはわからないですけど」

「たぶん河野くんは告白済み。で、相沢さんは返事を保留してるってところかな」

　たぶんどころか、ほぼ正解である。

　わたしは目を丸くして七瀬さんを凝視した。

「そんな顔したら、当たってるってすぐバレるよ。嘘のつけない人だな」

「あっ、いや、その……」

　意図したわけではないけれど、これでは河野さんに対しても失礼だ。

　告白されたことを同じユニットの上司に相談したと思われたら、それはそれで面倒なことになる。優しい河野さんを傷つけたくはない。

「別に誰かに言ったりしない。そんな心配そうな顔しないでよ。それより、相沢さんの好きな相手っていうのは誰なの？」

　ふっと息を吐いて、七瀬さんが少しだけ口角を上げる。

　その口角の上げ下げだけで、わたしがどれほど一喜一憂しているか、七瀬さんは知らない。

「それは、その、言ってもわからないかもしれないじゃないですか。必ずしも会社の人を好きになるわけでは……」

　言い終わるより早く、七瀬さんがまっすぐにわたしを見つめて口を開いた。

「俺？」

　目が点になるという言葉の意味を、身を持って体感する。

　わたしの感情には、穴が開いていて、そこから全部七瀬さんに漏もれてるのだろうか。

　――いや、そうじゃなくて！

「な、な、なんで、七瀬さんなんですか」

　必死で強がってみても、七瀬さんには隠せないのかもしれない。いつもわたしの心なんてお見通しで、今もわかっていて意地悪をしているのかもしれない。だけど、もし『そうです』と言ったら、七瀬さんはきっと、ものすごく呆れた顔をする。

　――ああ、もうダメだ。きっと今、わたしすごく顔赤い。これで否定したって、勘のいい七瀬さんが気づかないはずは……。

　新宿駅の喧けん騒そうの中、七瀬さんはぽつりと信じられないことを言いだす。

「俺が、相沢さんのことを好きだからじゃないの」

　今まで見たどんな表情とも違う、どこかやるせなくて、何か痛みをこらえているような、それでいて泣きたくなるくらい優しい目をして、七瀬さんがわたしを見下ろしていた。

　予想外の返答に、言葉が出てこない。冗談なのかもしれないし、全部気づいていてからかっているのかもしれない。

　だけど、本当に？

　七瀬さんは、人の感情をおもちゃにするような人じゃない。それをわたしはちゃんと知っている。

「違うならいいや。帰りましょうか」

　柱から背を離すと、七瀬さんはブリーフケースを持ち直して歩きだそうとした。

　千載一遇の好機が、目の前から去っていく。わたしはそれを必死でつかまえようとした。具体的には七瀬さんの袖をつかんだ。

「ち、違わない！」

　敬語すら忘れて、大声をあげる。

　ああ、そうじゃない。そうじゃなくて、こんなふうに伝えたかったわけではなくて。

「違いません……！」

　わたしは、あなたのことが好きなんです。

　精一杯の想いを込めて、わたしは七瀬さんを見上げた。もし七瀬さんが本当にわたしを好きだと思ってくれているのなら――。

「あっそ」

　七瀬さんは袖をつかむわたしの手を払うと、何事もなかったかのように改札へ向かう。

『違わない』ということは告白したも同然だというのに、それに続く言葉は『あっそ』である。

　いや、七瀬さんはその前にわたしを好きだと言った。普通に考えて、恋愛成就の瞬間ではないか。それともわたしの聞き間違いか思い違いで、七瀬さんは何か別の話をしていたのか!?

「ま、待ってください、七瀬さん！」

　わたしは慌てて彼の背中を追いかけた。
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　結局、そのあとは特に会話もなく、わたしたちは電車に乗り込んだ。

　満員電車の中、わたしはつり革につかまって、すぐ隣に立つ七瀬さんをこっそりと見上げる。

　――うーん、黙っていれば本当にかっこいい。

　これであの冷血ビームみたいなのを発射しなければ、完璧な理想の男性である。

「何？」

　わずらわしそうな表情で、小さく七瀬さんが問いかけてくる。

　さすがのわたしでも、これほど人の多い場所で『さっきの話の続きを』とは言えない。羞しゅう恥ち心しんくらい持ち合わせている。

「いえ、なんでも」

　七瀬さんはふいと顔を背け、窓の外を見るともなしに眺めている。

　これは、やっぱりわたしの勘違いなのかもしれないと思ってきた。もしくは幻聴だったのか。疲労困こん憊ぱいのせいで、ありもしない声を聞いた気になってしまったのかもしれない。よくあることだとは言わないけれど、七瀬さんがわたしを好きだというよりはありうる気がしてきた。

　そのとき、電車が大きく揺れて、わたしは七瀬さんに寄りかかる体勢になってしまう。慌てて体を立て直そうとすると、誰かの足を踏んだ。

「す、すみません」

　横に立っていた男性に軽く頭を下げて、恥ずかしさにうつむく。

　ああ、もう、何をしているんだろう。満員電車に揺られるのは、毎日慣れっこのことだ。今さらこの程度で、ひとりで立っていられないわけでもあるまいし。

　けれど、好きな人に密着した体勢はわたしから冷静さを奪った。

「あの、七瀬さん」

「はい」

「よかったら、少しお茶でも、どうですか」

　察しのいい七瀬さんならば、これだけでわたしがさっきの話の続きをしたいと思っているのがわかるはずだ。

「別にいいですよ」

　相変わらずのスーパークールな返答に、心臓が高鳴る。この人を好きだという時点でドＭ日本代表くらいにはなれるのかもしれない。

　もしもさっきのが聞き間違いでも、もういい。わたしは、このスーパークールでドＳＥな上司に惚ほれてるんだ。

　わたしの家の最寄り駅に着いたところで、七瀬さんは何も言わずに背中を軽く押す。

　それを合図に、わたしたちは人の波に揉まれながら電車を降りた。

「で、お茶してどうしたいの」

　七瀬さんは、ブリーフケースを左脇に挟んで、右手で前髪をかき上げた。

「お話、でも……？」

「ふうん。じゃあ、そうしましょうか。どこか喫茶店、近場にある？」

「あ、もしよかったら、うちでも！」

　そう言ってから、若干後悔する。どう考えても、客人を迎えられる状態にないわたしの部屋。忙しさにかまけて、部屋の掃除を怠っていた。

「あのね」

　七瀬さんは歩きだした足を止めて、わたしを振り返る。

　その目は、職場で見るのと同じ絶対零度。

　ああ、やっぱり好きだと言われたのは、勘違いだった。好きな女をこんな目で見る男を、わたしは知らない。

「付き合ってるわけでもない男を、簡単に部屋に上げる女って、俺は嫌い。自己防衛機能が働いていないっていうのは、隙があるというより、自分から誘ってるよね。相沢さんは、俺がそんな展開を喜ぶ男だとでも思ってるの？」

「め、滅相もない……」

　付き合ってるわけでもない、という言葉が胸に刺さる。

「聞かなかったことにするから、喫茶店でも居酒屋でもいいので、さっさと案内して」

「はい！」

　わたしは今、ドＳ上司と仕事をしている気分だ。

「店の一軒ぐらい、知ってるでしょう」

　そう言われても、毎日会社とマンションを往復するだけの日々である。自宅の近所で外食することはなく、せいぜいがファストフード店だ。

「あのですね、ひとり暮らしなんですよ。そもそも誰かとこのあたりで食事したりすることなんて、ほとんどないです」

「入ったことがなくても、歩いていれば喫茶店や居酒屋くらい、場所は把握しているだろ、そんなの。それとも、それすらわからないぐらいに観察力がないの」

　――その言葉は刃ですか！　わたしを切り裂くのはやめてください！

　家に遊びに来る友達がいないだけじゃなく、観察力もない女です。むしろ、女かどうかも最近あやしいんじゃないかと思ってきました。

「そこでいいんじゃない？」

　急に腕をつかまれて、わたしは足を止める。小さなビルの地下に降りる階段、その手前に創作和食の居酒屋の看板が出ていた。

　すでに街は夜のとばりに覆われて、居酒屋の店内は明るく見えた。

「決まったらさっさと入る」

「はいっ」

　わたしは先に階段を下りながら、この人を好きだとしても恋愛できるのか、一抹の不安を感じていた。




　ほぼ無言のままビールを飲んで、わたしはおそるおそる七瀬さんを見る。どこから話せばいいのだろうか。

「あの、七瀬さん」

「はい」

「わたしはですね、別に冗談で言ったわけじゃないんです。本当に、その、七瀬さんのことを……あの……」

　言葉に詰まったわたしを、七瀬さんがただまっすぐ見つめている。

「なので！」

　ドン！とジョッキをテーブルに置いた。当然のようにビールがこぼれる。締まらない、じつに締まらないわたしの告白。

　おしぼりでテーブルを拭いていると、小さくため息が聞こえて、勇気はしゅんとしぼんでいく。

「だ、だからですね」

「うん」

「わたしは、七瀬さんのことが、好きなんですよ」

「それはさっき聞いた」

　ドＳＥは恋愛においてもハイパークールらしい。

「七瀬さん、は、その」

「さっき言った」

　無表情に言い捨てる。それが好きな女に対する態度なのか。

　こんな人でも、恋愛感情はあるんだと、恋愛してたんだと、研究所の白石さんのことを聞いて、わたしは驚いたはずだった。驚いただけじゃない。あのとき、心のどこかで嫉妬していた。七瀬さんに愛されていた白石さんに、嫉妬したんだ。

　わたしも、七瀬さんに好かれたい。いつも厳しい言葉ばかりもらうけれど、そうじゃなくこの人に愛されたいと思った。

「……もっかい、言ってください」

「やだ」

　心が折れそう。

「なんか勘違いしてない？　俺は確かに相沢さんに対して恋愛感情を持ってるけど、それは相沢さんの悪いところもすべてそのまま許容するってことじゃないよ」

「そ、そうなんですか」

　わざとらしく、七瀬さんはため息をついた。

　じゃあ、どうしたらいいというのだろう。

「相沢さんのダメなところも含めて好きだなんていう男と、恋愛したい？」

「それは……」

　わたしはお通しのほうれん草のピーナッツ和あえを、箸はしでつつく。単純に甘やかしてもらうのは、嫌いじゃない。そういう恋愛は、気持ちいいシーツにくるまっている気がして幸せだ。

「それは、別に悪いことじゃないと思います」

「だったら、そういう相手と恋愛すれば？」

「なっ……な、なんでですか」

「だって、俺そんな恋愛に興味ないよ。それに、好きだって言ったことと、付き合うかどうかは、また別のことでしょ」

　七瀬さんのおっしゃることを解読するのが、難しすぎる。

　わたしが七瀬さんを好きで、七瀬さんがわたしを好き。どっちも好き、つまりお付き合いしましょう、となるのがごく一般的な流れではないのだろうか。

「悩んでる。〝好き〟イコール〝付き合う〟が今まで当たり前だった。なぜ、好きだと言われて自分も好きだと言ったのに、交際が始まらないのかわからない。けれど、それを言うとまた否定されそうで口にできない……ってとこかな」

　ビールのジョッキを目の高さまで上げて、七瀬さんがさもお見通しだと言いたげな顔をする。そして、彼の言ったことは見事に的を射ているから困るのだ。

「思ってることは口にしてくれないと、伝わらない」

　くいっとビールを飲むと、七瀬さんが薄く微笑んだ。そうか、思ったことは口に出さなくては。

「はい。あの、七瀬さんは超能力でもあるんですか」

　即座に実行したわたしの目の前で、七瀬さんの美しい顔が歪む。

「思ったからってなんでも口にしたら、バカだと思われるから、多少の精査はしましょう」

　おっしゃるとおり。ただし、バカだと思われるどころか、すでに七瀬さんはわたしをバカにしているとしか思えない！

「超能力なんてあると思ってるの？」

「ないのはわかってますよ。なんで頭の中で考えてることがわかるんですか、って意味を、言葉を変えて言っただけで！」

　ちょっとアルコールも入っているおかげで、わたしは強気にそう言った。

　そんなわたしの気持ちを知ってか知らずか、七瀬さんは大きくため息をつく。だけど、全然怖くない。不安でもない。七瀬さんはただの上司から、わたしの好きな人になった。そして、七瀬さんもわたしを好きだと言ってくれているのだから。

「相沢さんの考えてることぐらいわからないで、どうやって俺はユニットのメンバーの面倒を見てるのさ」

「ええ……っと……」

　言われてみれば確かにそのとおりだ。七瀬さんはわたしの上司だというだけではなく、システム開発第三ユニットのトップであり、全体を常に把握している。

「相沢さんを好きだと思っているのは確かだけれど、だからってすぐに部下と恋愛して失敗するのは、俺だって嫌だよ」

　――やっぱり、わたし、好かれてるんだ。

　失敗するのが前提なのはあえてスルーして、わたしはほんのり幸せに浸った。

「そこでニヤけない」

　さっくりとニヤけ顔を指摘され、なんだか悔しくて唇を引き結ぶ。そんなわたしを見つめて、七瀬さんが話を続ける。

「好きだけど、問題ありすぎるから、このまま付き合うつもりもないってこと」

「問題、ですか？」

　首を傾げて考えてみる。『仕事が忙しすぎる』、『同じユニットの上司と部下で周囲の目が気になる』、挙げ連ねればいくつでも問題はありそうだが、七瀬さんが気にするほどのことだろうか。

　――あー、いや、河野さんのこともあるか……。

　テーブルに肘ひじをついて、わたしはカクンとうなだれた。

「その問題がわからないんだったら、それこそ付き合っても長続きしないだろうから、付き合う意味がないよね」

「河野さんの件は、きちんと断ります！」

　付き合う意味がないとまで言われては、わたしだって黙っていられない。

　好きな人が自分を好きだと言ってくれているのだ。幸せになりたいと願うのは当然だろう。

「……ああ、それも問題だけど、俺が言ってるのはまた別のことだよ」

「別の問題……」

　どういうことなのか、さっぱりわからない。しかし、わからないならば考えればいい。

　まず七瀬さんはわたしのことが好き。

「声に出して」

「あ、はい。あの、七瀬さんはわたしのことを、好きなんですよね。だから、それって……」

　――キスしたり、セックスしたりしたいって意味、ですよね？

　聞けない！

　そんなことを口に出して、この場で聞けるはずがない。しかも相手は上司である。今は仕事中じゃないけれど、だからといってそんなこと尋ねて、『ふーん、相沢さんの好きはそういうことなんだ？』とか言われるのは困る。

「何？」

「七瀬さんの『好き』は、恋愛的な行為を伴う感情なのか、といいますか」

「ほかにどういう好きがある？　俺が今さら、人間愛として相沢さんを好きだなんて、いちいち言うとでも？」

　わかっている、むしろ人間としては若干愛されていないということも、なんとなくわかっているのが悲しい。

　店員さんが料理を運んできて、会話は一時中断。

　卵の黄身が乗ったハンバーグみたいなサイズのつくね、大根とじゃこのサラダ、ねぎとろ巻に、さつま揚げのスイートチリソース添え。どれもこれも、おいしそう。

　せっかくの恋愛気分が、食べ物ですぐに消え失せるあたりがロマンティックになり切れない理由かもしれない。

「食べれば？」

「え」

「お腹減ってるんでしょ。顔に出てる。俺は、相沢さんの素直なところは嫌いじゃないよ」

「嫌いじゃ、ない？」

「ああ、そういうところは、相沢さんのいいところだと思ってる。変に飾らない、素の自分でいられるところ。それがちょっと、たまにイラッとすることもあるけどね」

　――って、好きなの嫌いなの、どっち！

　わたしも七瀬さんのちょっと面倒なところが好きですよ、なんて言ったら彼はどんな顔をするんだろうか。




　結局、どうでもいい仕事の話をしながら、ビールをジョッキで三杯飲んで、料理に舌鼓を打つ。

「それで、そろそろさっきの話に戻らない？」

「はい？」

「相沢さんは、俺に何を聞きたいの」

　スーツのジャケットを脱いでネクタイをゆるめた七瀬さんは、なんだかいつもよりも身近な人に感じる。

　ドＳＥとか、絶対零度とか、そういう言葉じゃ表せない。もっと、普通の男の人だ。

「七瀬さんがどうして付き合えない、問題があるって言ったのか、わかりません。その問題そのものがわからない時点で、やっぱり付き合えないって言われたのも、どうしてだろうって困ってます。ヒント、ください」

「ヒントは、相沢さんが本当の俺を好きなわけじゃないこと」

「え……」

　本当の七瀬さん。

　それは、今、わたしの目の前に座っている七瀬博彰さんとは別だと言いたいのだろうか。余計に混乱してくる。

「好きなのに、とか思った？」

「……はい」

「好きって、俺のどこが好きなの。いつも叱られて、たまに泣くほどひどいこと言われて、相沢さんは俺のそういうところしか知らないでしょ」

「でも、それだけじゃないです。七瀬さんは厳しいけれど、部下のことを思ってくれてるのが伝わります。ただ優しくするだけじゃなく、成長を促してくれる上司です。わたしは七瀬さんのそういうところが……」

　言いながら、ふと自分でも首を傾げる。それは、仕事中の七瀬さんだ。あるいはユニットのリーダーとしての七瀬さんの役割だ。

「それだけじゃないって言うわりに、それ以外の何も、口にできないじゃん」

「それは、その」

「だからね、今の相沢さんの好きっていうのは、頭の中で思い描いた俺であって、俺そのものじゃないんだよ」

　違う、そうじゃない。

　はっきりと否定したいのに、七瀬さんに言い切られると自信がなくなってくるのが嫌だ。わたしの頭の中の七瀬さんと、目の前の七瀬さんが別人だなんて、そんなふうに思ったことはない。

「ま、待ってください！　わたし、暗示にかかりやすくて、しかも七瀬さんの言葉に弱いんです。だから、そんなふうに言われると、本当にそうなんじゃないかって思っちゃいます」

「その程度の気持ちだからだろ」

　呆れた様子でタバコをくわえて、ライターで火をつける指先。細身の体に、ぴったりとしたワイシャツ。嫌な顔をされても好きだと感じているのに、どうして七瀬さんの好きなところをきちんと説明できないんだろう。

「イメージ」

「え」

「イメージなんだよ、結局」

　話の展開についていけず、わたしは困惑して七瀬さんの言葉の続きを待った。

「相沢さんから見た俺は、きっと仕事がデキるよね」

「そう、ですね」

　仕事がデキる、なんでもできる。できないことが、今の七瀬さんには見当たらない。そう思っていることが、いけないことだと言われているのだろうか。

「俺は別に、スーパーマンじゃないし、ドラマや映画のヒーローでもない。ただの男だから、できないことだってある。相沢さんはそれをイメージできてる？」

　失敗して落ち込む七瀬さんなんて、わたしにはどうしてもイメージできそうにない。

「……できないです。だって、七瀬さんは、なんでもできるもん」

「それ、おかしいよね」

　そう言われて、わたしはただじいっと七瀬さんの口元を見ていた。

　ゆっくりと吐き出される煙。その煙が、嫌いじゃない。七瀬さんの唇から揺らぐ煙は官能的に見える。

「なんでもできると勝手に思われて、いざ付き合ってそうじゃなかったら、相沢さんどう思う？」

「んーっと、七瀬さんでもできないことがあるんだなーって、思うかもしれません」

「それで？」

「え、それだけですよ」

「失望するかもしれないね。たかがそんなことで、俺は失望されたくもない。俺だってプライドはある」

　――これは、仕事じゃないんだ。

　今さらだけど、わたしは目の前の七瀬さんをひとりの男性としてきちんと見ていなかったのかもしれないと思った。デキる上司の七瀬さん、ドＳＥの七瀬さん、だけど彼は、わたしの知らない顔も持っている。

「……ま、そんなにすぐ結論を出そうとしなくてもいいよ。それと、すごい速度で百面相するのやめて、おかしいから」

　肩を震わせて、七瀬さんがくっくっと笑いを噛み殺した。

　――え、七瀬さん、笑ってる!?

　失笑、苦笑、嘲笑、そのどれとも違う、七瀬さんの笑顔。軽く微笑んでくれるのとは全然違う。今、七瀬さんは本当に笑っているんだ！

　笑われていることも忘れて、わたしの胸はきゅんと甘く震える。七瀬さんの笑顔を見るだけでこんなに幸せな気持ちになるなんて、これが恋でなくてなんだというのだろう。

「俺は、相沢さんのイメージじゃなくて、本物の相沢沙智と恋愛するんでなきゃ嫌だから。ヒントは、ここまでかな」

「はい」

　相沢沙智。

　七瀬さんに呼ばれると、二十六年も慣れ親しんだ自分の名前が特別なものに思えてくる。彼の声がいつもより甘いから、せつなくて苦しくて、だけどとても心地良い。

「ゆっくり、いきましょうか」

「付き合うわけじゃなくて、ってことですよね」

「付き合うだけが、解決なわけ？」

　そう言われると、わからなくなる。好きって、どうしたいんだろう。そもそも、好きって何？

「人と同じにする必要はない。俺と相沢さんの問題なんだし、ふたりでどうするか考えよう」

　まるで、秘密を分け合うみたいな声だった。付き合っていないと言うくせに、七瀬さんの声はとっくにただの上司じゃなくなっている。それが嬉しくて、わたしはつい頬をゆるめた。

「その素直さは、悪くないけど。そういう気持ち悪い表情は、あんまり好きじゃない」

「あっ、上げて落とすのはやめてください！」

　ムッとしたわたしを見て、七瀬さんが楽しそうに声をあげて笑った。七瀬さんの笑顔が見られるなら、多少の意地悪には目をつぶってもいい……ような気がするわたしは、だいぶドＳＥに慣らされている。




　居酒屋を出ると、すでに日付が変わっていた。七瀬さんはどうやって帰るんだろう。もう終電は出たはずだ。そんなことを考えながら突っ立っていると、七瀬さんは何も言わずにわたしを見つめている。

　その端正な顔立ちで、じっと見つめられるのは心臓に悪い。今にも肋ろっ骨こつを突き破って飛び出しそうなほど、心拍数が上がっていた。

「な、七瀬さん？」

「なんでぼーっとしているの。帰らないの？」

「え、いや、帰ります。帰りますけど、七瀬さんがじっとわたしを見つめてるから、なんだかドキドキしてですね！」

　アルコールの力もあってか、わたしは素直な気持ちを口にする。すると、こともあろうに、七瀬さんはさっと顔を背けた。

「相沢さんがいつまでもぼーっと突っ立ってるから困ってるんだよ。歩いてくれないと、道がわからないでしょう」

　つまり、送ってくれるということ。

　付き合っていなくても、送ってくれる。付き合っていなくても、好きは好きってことだから。

「あの、ありがとうございます」

「どういたしまして。こんな時間に女性をひとりで帰すほど、俺は鬼畜じゃないから」

　なんとなくぎくしゃくしながら、並んで歩く。

　付き合っているとか、いないとか、そういうことが重要なわけではないのかもしれない。だって、こうして隣にいられることが嬉しくて、幸せで、それだけでじゅうぶんな気がしてくる。

「相沢さん」

「はいぃ！」

「なんで、返事するだけでそんなにびくっとするの。嫌なんだけど、俺がいじめてるみたいで」

　わたしだっていじめられているとは思っていない。七瀬さんの性格がちょっとドＳだから、ほかの人に指摘されるよりも、思わずびくびくしてしまったりはするけれど。

「あ、そこの信号まっすぐです」

　わたしは交番の手前で立ち止まる。

　信号は、赤。わたしたちに残された道のりは、あと少しだった。

　こういうときは、駅から近いマンションを選んだことを、少しだけ後悔する。もっと七瀬さんと一緒にいたい。そう思うことも、いけないことなのだろうか。

「あの、七瀬さん」

「何？」

　背の高い七瀬さんの頭の向こうにカラオケ店の看板が光っていて、彼の表情が見えない。まぶしさに目を閉じると、わたしは勢いに任せて人差し指と中指を立てて突き出す。ピースをしたいわけではない。

「どっちか、選んでください！」

「選択肢も聞いてないのに、何を選ぶの」

「今から言うんですよ！」

「聞いてから、選ぶかどうか考える」

　選ばないという選択肢を準備したくなかったからの二択だったのだが、彼はそんなことお見通しで肩をすくめる。

「で、何？」

　わたしは大きく息を吸った。勇気を出して、彼に選んでもらうために。

「一、手をつなぐ。二、腕を組む。どっちなら、してもいいですか！」

　言い終えると、ひどく息が上がっている。走ったあとみたいに、額にはうっすらと汗が浮かぶほどだ。

「……そんなことのために、そこまで緊張してたの？」

　若干、呆れ顔で見つめられて、わたしは歯ぎしりしたい気持ちがする。相手が七瀬さんでなければ、わたしだってこれほど緊張しないだろう。

「そうですよ。選ばないって選択肢は、ないんですっ。つ、付き合ってなくても、ちょっとくらい、なんていうか、先行配信みたいな！」

「俺はダウンロードコンテンツじゃありません」

「わかってますってば！」

　そう言ったところで、左手を握られる。選択を口にせず、七瀬さんは手をつないできた。

　ニアミスはあったかもしれないけれど、こうして手をつなぐのは初めてで、七瀬さんの手の大きさを実感する。指が長くて、きれいな手。その手が今、わたしの手を握っているんだ。

　そう思うと、ドキドキして倒れそうなほど、心臓が激しく高鳴る。恥ずかしくて顔が上げられない。

「なんで下、向いてるの。前を見ないと、信号が変わるのもわからないよ」

「は、恥ずかしいんですよ！　……でも、嬉しいです」

「はいはい、そうですか」

　そっけない返事にさえ、胸がきゅううっと締めつけられる。

「相沢さんって」

「はい」

「手汗すごいんだけど、いつもそうなの？　べたべただよ」

　好きな人と手をつないだだけで手汗べったりな二十六歳、女子力低めＳＥ女子。

　自分が情けなくて絶望的な気持ちになる。どうしよう。手汗のひどい女は嫌いですって振られたらどうしたらいいんだろう。きっと立ち直れない。

「……嘘。今のは、照れ隠しです」

「え」

　――どういうこと？

　顔を上げると、七瀬さんはいつもどおりの無表情で、前を見ている。照れ隠しなんて言葉だけなんじゃないかと思うけれど、こちらを一切見ないあたりは確かに少しいつもと違うような気がして。

　信号が青になって、手を引かれたままで歩きだす。

「……七瀬さんでも、照れるんですか？」

「俺は人間だって言ったでしょ」

　わたしのマンションまで、その手はつながれたままだった。

　ああ、わたし、本当に七瀬さんと両想いなんだ。

　ベッドに寝転んで、天井を見上げる。見慣れた天井さえ、やけにキラキラして見えるのは恋のせいかもしれない。

　あの七瀬さんが、こんなわたしを好きだなんて、どういう奇跡だろう。自慢じゃないけれど、七瀬さんに好きになってもらえる要素なんてひとつも思いつかない。

「それにしても、両想いって……」

　声に出してみると、いっそう恥ずかしい。まるで中学生みたいだ。

　お互いの気持ちを確認し合うだけで満足して、その先の交際はまだ遠い夢のような、甘い甘い感情。

　付き合うためには、七瀬さんの言う問題を解決しなくてはいけないとわかっているけれど、今はまだ両想いという恥ずかしい響きに酔いしれていたい。

　――でも、河野さんにはちゃんと断らなきゃいけないよね。

　まずはそれが先決だ。約束の期間は終わっていないけれど、これから先、わたしは七瀬さんのことだけを考えていたい。いや、仕事は仕事で頭を使う。それ以外の時間は全部、わたしのすべてで七瀬さんのことを――。

　そのとき、だった。

　ベッドサイドのテーブルに置いたスマホが、ブ、ブ、と断続的に振動して、メールを受信したことを知らせる。

　手に取ると、液晶に表示されているのは七瀬さんの名前。

「えっ、な、ちょ、なんで、えっ!?」

　もしかして七瀬さんは、釣った魚においしい餌をくれるタイプの男性なのだろうか。普段の彼からは想像もできないけれど、さっき別れたばかりで、タクシーで帰ると言っていた七瀬さんがこんなにすぐ連絡をくれるだなんて。

【いつまでもニヤけたり、わけのわからないことを考えたりしていないで、さっさと寝てください。来週からまた忙しいので、体調管理をしっかりするように。余計なことを考えるくらいなら、仕事の効率を上げる方法を先に考えてください】

　甘い気持ちが一瞬で消え失せる、甘さのかけらもないメール。

　しかも、なぜニヤけているのがバレたのか。わけのわからないことを考えているつもりはないけれど、もしかしたらこの思考は七瀬さんにすればそういう認識なのか。

　なのに、嬉しいと思うのは、わたしが七瀬さんを好きだからだ。

　――七瀬さんは、前の彼女ともこんなふうにメールしていたのかな。

　そう思ってから、ありえないと気づく。

　デキる美女の白石さんと付き合っていて、わざわざ『仕事の効率を上げる方法を考えなさい』なんてメールをするわけがない。どうせこれは、わたしがダメだから言われているだけだ。

　白石さんが相手だったら、きっともっとずっと、大人っぽい話題になるのだろう。とはいうものの、いったいどんなメールが大人っぽい話題なのか、わたしの貧困な想像力ではうまくイメージできない。

「……できる限りの努力はしてみよう、うん」

　わたしは、脳みそフル回転で、メールの本文を入力する。

【今日はありがとうございました。嬉しかったです。これからもどうぞよろしくお願いします。あなたの隣で目覚めたい沙智でした】

　読み返さなくてもわかる。これはボツだ。

　どこら辺がオトナなのか。これではただのセックスのお誘いでしかない。しかも付き合ってもいない相手にこんなメールを送ったら、好きもの扱いされても反論できなくなる。

　余計な後半部分を削って、無難なメールを送ればいい。そう思って削除をしようとしたときだった。

「って、え、待って、ちょっと！」

　わたしの指は削除ではなく、送信ボタンをかすめたらしい。今さらスマホに懇願したところで、実行された操作は取り消せない。

　慌てて送信中止を押そうとするも、指があまりに震えてスマホを取り落とす。

　床から拾い上げたときには、すでに画面には『送信完了』の文字が表示されていた。

「……今すぐ、電源を切って寝たい」

　思わず声に出してみた本心。取り返しは、つかない。

「嫌ああ……！」

　なんでこんなことに！

　これは本当に、本格的に、骨の髄ずいまでバカとしか言いようがない。

　逃げるか。いや、逃げたところで週明けにはまた会社で顔を合わせることになる。それに想いが通じ合ったというのに、いきなり逃げ出してどうする。

　とにもかくにも、謝罪のメールを書かなくてはならないのである。

　半泣きで新規作成を始めたところで、液晶の画面が切り替わった。七瀬さんから電話がかかってきている。

　――お怒りはごもっともですが、今回ばかりは見逃していただけませんか……。

　スマホを手に、天を仰ぐ。そこに空はない。あるのは天井だけ。わたしは諦めて電話に出た。

「も、もしもし」

　どんな罵声も覚悟しよう。だから、この程度で嫌いにならないでください。

『あのね、相沢さんは本当に頭がおかしいの？』

　ひどく冷たい声なのは、ひとえにわたしが愚かだからであって、七瀬さんがドＳだからではない。穴があったら入りたいけれど、ベッドに穴を掘ったら寝場所に困る。

「頭がおかしいです。間違って送信しました。そのメール、今すぐ削除してください」

『は？』

「だから、間違ったんです！」

　恥ずかしさに耐えかねて、逆ギレ気味に叫ぶも返事はない。

　沈黙に耐えられず、もう一度同じ言葉を繰り返して、謝罪すべきなのかもしれないと思いかけたとき、電話の向こうから信じられないほど低い声が聞こえてきた。

　その声こそ、絶対零度。

『……誰と間違ったか、言ってみろよ』

　ぞくぞく全身を寒気が襲う。わたしのスマホは地獄につながっているのか。

　相手を間違ったわけではなく、内容を間違ったのであって、そのメールは七瀬さんに送ったに決まってるじゃないですか！　なんて、照れもせずに言えるはずはなくて。

「ち、違いますよ。そういう意味じゃなくですね」

『だったらどういう意味？』

　今にも舌打ちしそうなほどに、イラ立ちを隠さない声。七瀬さんが、かなりイラついているのがわかる。タクシーの中らしい車のエンジン音が聞こえてきて、わたしは運転手さんに同情した。

『早く答えて。俺をイラ立たせるのがそんなに楽しい？』

「そういうことじゃないです！　送り先は七瀬さんで正しいんですっ」

『さっきは間違えたって言ったのに？』

「消すべき内容を残したままで、送ったんですよ……」

　無言の圧迫。鼓膜まで浸透しそうな勢いの冷気。

　七瀬さんがいると、エアコンいらずですね、とか言える雰囲気ではない。

　もう、いっそ罵ってくださいと、そう、言いかけた瞬間だった。

『……そうですか。わかりました』

　先ほどまでの激げき昂こうは鳴りを潜め、今度は敬語になっている。仕事中に必要があれば敬語で話すのは知っているけれど、そうでない場合の敬語は怒りの証拠。

「あ、あの……」

　何か言わなくては、なんでもいいから弁明を。

　そう思うのに声が出ない。

　わたしの耳には沈黙だけが残される。これはまだ、誤解されているのだろうか。それとも電話を切られたのか。

　耳からスマホを離し、液晶を見つめると、通話時間は経過していく。切られてはいないらしい。

　だけど罵ってもくれないのは、本当にわかってくれたからなのか。あるいは見捨てられたのではないだろうか？

　わたしの弁明に対して、七瀬さんは『わかりました』と言ってくれたけれど、その了承の意は、もしかしたら『わかりました。もういいです』という省略が言外に含まれていた可能性がある。だとしたら、彼はわかっていない。そうではないのです、と弁解したい。

「七瀬さん、聞いてください」

『もうわかったと言ったつもりだけど』

　とにかく電話を切られないよう、わたしは必死で話し始める。

「あのですね、さっきのは本当に七瀬さんにあてて出したメールです。そもそも、わたしは今日お礼を言うべき人も、嬉しかったと伝える人も七瀬さんしかいないんです。なので、ほかの人に送ろうとして間違えたメールを、強引に七瀬さんあてだと言い張っているわけではありませんっ」

　一気にまくしたてると息が切れた。日頃の運動不足はこういうところにも現れるのか、なんて今はそんなことを考えている場合ではない。

　大きく酸素を吸い込んで、あとは何を言うべきか考えていると七瀬さんの声が聞こえた。

『それで？』

「そ、それで、ですね」

『はい』

　電話の向こう、七瀬さんの声は相変わらずの絶対零度。

　だけど、わたしの話を聞く気持ちは持ってくれているのが、言葉尻から伝わってくる。

『それで？』と促してくれたのも、そのひとつだ。大丈夫だから、順番に説明しよう。

「わ、わたしはですね、七瀬さんに対して好意を持っていて、それはその、恋愛感情というものなので、当然恋愛的な行動も含まれる願望を抱いています。しかし、お付き合いを始めたわけではないので、そういうことをするのはおかしいと言われていますし、もちろん今すぐに七瀬さんとそういうことがしたいっていうことでもなくて、えーと、いつかはしたいかと問われれば、それはもちろんしたいかもしれないんですけどっ」

『落ち着いて。かなり恥ずかしいことを口走ってるの、わかってる？』

　わかっていて、それでもなりふりかまっていられない状況だ。

「……恥ずかしいことだってわかっていても、七瀬さんに誤解されたまま、何も始まらないで終わっちゃうのが嫌なんです。だから聞いてください」

　七瀬さんへの気持ちは、過去に付き合った相手に対して抱いていた愛情と比べて、何かが違っている。それがどう違うのかは、まだわからなくても、確実に別物だということがわかる。七瀬さんのことが好きで好きでどうしようもなくて、だからこそ好きだと気づくのさえ避けていたほど、わたしは七瀬さんを大好きで。

　だから、失いたくない。嫌われたくない。その思いがこみ上げて、今にも泣きそうなほどに声が震える。

『聞くよ。続けて』

「わ、わたしは、七瀬さんのことを、男の人としてとても好きなので、こんな失敗で幻滅されないよう、今後気をつけます。だから見捨てないでくださいっ」

『……ぶっ』

　電話の向こうで、七瀬さんが奇妙な音を漏らす。これは、どう考えても噴き出したとしか思えない。

「な、なんで笑うんですか！」

『いや、なんでもないから、続けて、相沢さん』

　なんでもないと言いながら、七瀬さんの声は今にも笑いだしそうな響きを含んでいる。

「なんでもなくないですよね!?　笑いましたよ、今っ」

『いや、かわいいなと思っただけだから、早く続き聞かせてよ』

　かわいいなと思った――？

　およそ七瀬さんらしくない言葉に、一瞬わたしは呼吸をすることさえ忘れかけた。

　聞いた。今ちゃんと耳に届いた。むしろ録音したかった。今からもう一度言ってください、って頼んでも、絶対言ってくれないだろう。

『ほら、早く』

「は、はい。七瀬さんのことが好きなので、お付き合いができるようになりたいと思っております！」

『じゃあ、それができるようになるには、どうしたらいい？』

　もう、完全に上司モードすぎる。

「それができるようになるには、まず河野さんと、話し合いをします。お互いしこりの残るような、仕事に影響の出る断り方ではなく、今後よい同僚として接していけるよう、できる限り友好的な話し合いをする方法を考えます。それから、七瀬さんに信用してもらえるように、仕事により力を入れて、自分ひとりで立てる人間になれるように……」

『相沢さんさぁ』

　七瀬さんの声が、わずかに硬くなった。

「はい」

　――まずい、何か間違えた？

　わたしは思わず、ベッドの上で身構える。

　いつも、仕事中ならばこのあたりで、『自分の言ってることが実現可能かわかってる？』とか、そういうことを言われる場面だ。事実、わたしは理想論を語っているだけで、具体的にどうやって自分ひとりで立てるようになるかを考えていなかった。

　しかし七瀬さんの言葉の続きは、わたしの予想とは違う方向へ向かう。

『俺の気持ちは考慮してくれてないよね』

「き、気持ち、ですか」

『まあ、いいんですけど。それで続きは？　自分ひとりで立てる人間になって、どうするの？　立派なＳＥにでもなる？』

　これは危険だ。

　わたしはおそらく、どこかで間違えているのだけれど、七瀬さんはそれを指摘したくもない様子である。

　――考えるんだ。何を間違ったの？

「え、えーと、ですね。ちょっと待ってください。ただいま、混乱中ですので、データ整理の時間をください！」

『よく考えたし、相沢さんにしては前向きな意見だと思うけれど、俺は相沢さんをどう思ってるんだっけ？』

　それはもう、好きだと言われたはずだし、言われたのは数時間前なんだから、まだ好きでいてくれるだろうと、思っている。思っていたい。

「どう、というのは、恋愛的な意味で……？」

『ほかの意味で何かあるなら聞くよ』

「悲しい言葉しか見つからないので、それは言わないでおきます」

　役立たずとか、仕事のデキない奴とか、同じことを何度も言わせる人とか、思いついた言葉は、あまりにも悲しすぎた。

『あのね』

　急にささやくような声が電話から聞こえてきて、心臓がどっくんと強く脈打つ。

『俺は人間だって言ったでしょう？』

「は、はい。存じております」

『相沢さんを好きだって、言ったね？』

「それはもう、ええ」

　――七瀬さん、それをタクシーの車内で言ってるんですか!?

　想像するだけで、わたしはいたたまれない気持ちになる。

『その好きな相手から、あからさまな性的要求をされたら、どう思うかってことだよ』

「せ、性的要求って！」

　確かにそう誤解されそうなメールをした。だけどわたしとしては、大人っぽいメールを出そうとしたのであって、決してふしだらなお誘いをしたつもりはない。そこを七瀬さんにわかってもらわなくては。

『相沢さんだったらどう思うの？』

「はいっ!?」

『俺に、相沢さんを一晩中抱きしめて眠りたい、とか言われたら、どう思うかってことだよ』

「う、嬉しい、ですが」

　たとえ話なのはわかっているけれど、実際にそれを声に出して言われたら、頭の中が真っ白になる。

『そういうことです。なので、そんなに焦らなくて大丈夫。それと、河野くんと話し合うのはいいことだと思う。今後も仕事のうえで関わりのある相手なのだから、わだかまりのないようにして』

「はい」

『……聞いてる？』

　少々呆れ気味の七瀬さんが、確認するように尋ねてきた。今さらになって恥ずかしくなったのだろうか。その声は少し小さくて、困っているふうにも聞こえる。

「七瀬さんも、少しは嬉しかったって、ことですよね」

『だから、そう言ったでしょう。何度も言わせんなよ』

　――ああ、いつもの七瀬さんだ！　いや、ちょっといつもよりガラが悪いけれど、七瀬さんだ！

　こんなことで安心するのはおかしいのかもしれないけれど、わたしはやっと胸を撫なで下ろした。

『そういうことで、これ以上話していると、相沢さんの脳がますます使い物にならなくなるかもしれないので、そろそろ切ります』

「えええっ」

　しかも、『ますます』って!?

　使い物にならないのは、いつものことだと言われている。反論の余地もなく事実だからたまらない。

「明日から、ちゃんと頑張ります！　いえ、あの、ちゃんとじゃなくて、具体的に考えて、順番をつけて行動するようにします。それと、七瀬さんに夢中になって、仕事をおろそかにしたりしません！　好きとかも、仕事中は考えないようにしますっ」

『当たり前のこと、あんまり言わないでくれる？　呆れるから。あと、明日は土曜なのでちゃんと休むように』

　さっきの甘さはどこに行った！
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　週明けの月曜、わたしはいつもより十五分早く目を覚ました。

　いつもは時間ギリギリに急いで歯を磨いて、適当に化粧をして、電車に駆け込むのだけれど、今日は十五分だけ余裕がある。

　髪を軽くアップにして、アイメイクを丁寧に。ほんの少しの違いだけれど、それだけでなんだか幸せな気持ちになった。

　恋愛は活力だ。デスマさえ愛いとしく思えて……は、こないけれど。

「相沢さん、この仕様、おかしいです」

　お昼前、高槻さんに言われて仕様書を確認すると、確かに辻つじ褄つまが合わない。

「え、……本当ですね。ちょっと確認するので、待ってもらっていいですか？」

「僕は今日、お昼にとんこつラーメンを食べると決めているので、待てません。待ってほしいなら、午後まで違う作業をします。それでもいいんですか!?」

　高槻さんはこぶしをブルブルと震わせている。そこまで喫きっ緊きんではないので、別の作業をしてもらってなんら問題ない。

「はい、それで大丈夫ですので」

「そうですか。じゃあ、確認しておいてくださいね」

　怒りゲージは一瞬でゼロになったらしく、高槻さんは鼻歌でも歌いそうな足取りで自席へ戻っていった。本当に高槻さんはよくわからない。

　とはいえ仕様の問題は解決しないと大変だ。ノートを開いてクライアントとの話し合い内容を確認する。

　しかし、わたしのメモしている内容は、仕様書に書いてあるのと同じだ。どういうことだろう。

「どうかしましたか？」

　首を傾げていると、七瀬さんが声をかけてきた。

「いえ、あの……」

「どうかしたか聞いたので、返事は『はい、問題が発生しています』か『いいえ、どうもしません』しかないですよね」

　さすがドＳＥさま、週末の甘い発言はまったく夢だったとしか思えない態度である。

「仕様にあやしいところがあるのですが、わたしの手元のメモにも同様の内容が書かれていて、どの時点でミスが発生したのか判断しかねています。なので白石さんに確認をしようかと……」

「はい。お願いします」

　七瀬さんは、一度もわたしを見ないままパソコンの液晶を見つめて、そこまでの会話を終えた。何がすごいって、七瀬さんの理性だ。仕事にプライベートを挟まないのは当然なのかもしれないけれど、ここまで完璧に『ふたりの間には特別なことなんて何もなかった』という態度をとれるとは驚きだ。

「相沢さん、さっきの画面の修正終わったー？」

　向かいに座る市原さんが、わたしに声をかける。この状況で、プログラムの製造がはかどっているわけもない。

「すみません、まだです」

「俺、手あいたらしいよー。引き継ごうか？」

「いいんですか？」

「ダメだったら言わないんだからねっ」

　七瀬さんとのやり取りで落ち込んでいないか心配する代わりに、こうしてふざけてくれる市原さんも、すごくいい上司だ。

「ありがとうございます。助かります！」

　七瀬さんと市原さんって、まるで対になっているとしか思えない。

　厳しいお父さんの七瀬さんと、お父さんに叱られたあとにフォローしてくれる明るいお母さんの市原さんを想像して、わたしは少し笑ってしまう。

「相沢さん、ニヤニヤしてないで、さっさと仕事してください」

「はっ、はいっ、すみません、七瀬さん」




　お昼休み前まで調べてみたけれど、やはり高槻さんから質問された点に関してはわからない。諦めて、研究所の白石さんにメールで確認する。

　――よし、気持ち切り替えてお昼でも食べに行こう。

　その時点で周囲を見渡すと、すでにほとんどのプロジェクトメンバーは席におらず、河野さんだけが画面に向かって何かを打ち込んでいる。

　わたしは席を立って、彼のそばに歩み寄った。

　彼とちゃんと話さなくてはいけないことがある。ここまで引き伸ばしてきたのは、わたしの責任だ。

「あの、河野さん」

「はい？」

　子犬みたいな瞳が、わたしに向けられる。

　屈託なく、明るくて、誰にでも優しい同僚を傷つけるのは心が痛い。

「何かあった？」

「えっと、お、お昼、どうですか？」

　なるべく平静を装ったつもりだったけれど、やっぱりなんとなく不自然になる。

「うわ、もうそんな時間？　行く行く、相沢さんも遅くなっちゃったんだ？」

「あ、はい」

「何食べたい？」

「とんこつラーメン以外でお願いします！」

「じゃあ、暑いし冷やし中華か、つけめんのあるお店にしようか。とんこつの！」

　とんこつの冷やし中華って……？

　怪訝そうな顔をしたわたしを見て、河野さんがいたずらっ子みたいに笑う。

「嘘です。ちょっと緊張しちゃった」

「こ……河野さんは、いつもお昼どうしてるんですか？」

「適当に、その辺の店で食べたり、コンビニでサンドイッチ買ってきたりかな」

　並んでフロアを出ると、エレベーターへ向かう途中も、自然体を意識して適度に会話を続ける。

「相沢さん、カレー好き？」

「あ、好きですよ」

「インドカレーのね、いいお店があるんだ。そこ行こっか」

　彼の笑顔につられて、わたしも笑顔になった。




「からーい！」

　エビカレーとナンを食べながら、わたしは熱いチャイをごくりと飲んだ。辛いけれど、その辛さこそがインドカレーの醍だい醐ご味みだ。

「でも、すごくおいしいですね。暑いときって、辛い物食べたくなります」

「相沢さんだったら、そう言ってくれると思ってた」

　そう言ってナンをちぎる河野さんの手元には、チキンカレーとほうれん草のカレーのハーフ＆ハーフが置かれている。

「エビおいしい？」

「おいしいですよ」

「相沢さんって、おいしい物食べてるとき、かわいいよね」

「えーと、それは幸せそうだってことですかね！」

　適当に返事をして、その場を切り抜けようとする。だけど、気づかないふりもわからないふりも、本当は得意じゃない。

「うん、幸せそう」

「幸せですから！　おいしい物食べていて、不幸な人はいないですよ～」

「相沢さんが幸せなら、それでいいんだ」

　河野さんは、優しい人。わたしが気にしないように、きっと気を遣ってくれていた。

　周囲をよく見る目を持った彼は、わたしが今から何を言おうとしているのかも、きっとわかっている。

　だからこそ、わたしははっきりと言わなくてはいけない。好意を抱いてくれた人に、誠実でありたいと願うならば、これだけはわたしの口から言うべきだ。

「うん、幸せです。だけど、ごめんなさい。河野さんとはやっぱりお付き合いできないです」

　理由はあえて言わなかった。ただ、結論だけを簡潔に伝える。

　河野さんはナンを手にしたまま、静かにうなずいた。

「謝らないで。困らせて、こっちこそごめんなさい。相沢さん、優しいから。無理を言ったのに、真剣に考えてくれてたんだよね」

　――優しくなんてない。河野さんのほうがずっと優しいです。

　だけど、その気持ちは胸にとどめておく。こうやってきちんと伝えれば、河野さんはわかってくれるのに、最初の夜にはっきり断らなかったわたしが悪い。

「ありがとう。これからも仕事ではよろしくね！」

　無理に笑顔を作って、河野さんが大きくちぎったナンにカレーをたっぷりつけて頬張る。

「こちらこそ、よろしくお願いします」

「ここの支払いもついでによろしくね？」

「えっ!?」

「嘘、冗談です」

　逃げないで向き合えば、世界が変わる。

　――こんなわたしを好きになってくれてありがとうございます。

　口に出すのは憚はばかられるから、心の中でだけわたしはそうつぶやいた。




　そしてわたしは、相も変わらず仕事の海へ帰っていく。

　周りのことを考えず自分が泳ぐだけならば、目的地までがむしゃらに息継ぎもできずばしゃばしゃと水を跳ね上げて進めばいい。けれど、すぐ隣を誰かが泳いでいるとしたら？　やたらに水を跳ね上げれば、相手に迷惑をかけるかもしれない。

　どのぐらいのタイムで泳ぎ切れば、ほかの人を待たせずに済むのかというのも問題だ。目的地を最初から勘違いしているというケースも、ありえないとは言い切れない。

　この海では、誰もが周囲との兼ね合いを考えながら、泳いでいる。塩水はしょっぱいし、鼻や目に入れば痛い。

　何度もそれを経験しながら、少しずつ泳ぐことが上手になっていけばいい、と自分に言い聞かせる。

　同じ問題、同じ失敗……同じように見えても、違うこともあるんだ。

　さあ、泳ごうか。

　自席に座り、パソコンの液晶を見つめる。

　大丈夫、頑張って。

　根拠もなく自分を励まして、わたしは午後の仕事に取りかかった。

　それから数分後――。

　早くも頑張れない問題に直面し、わたしは憂鬱な気持ちで立ち上がる。すぐ隣の七瀬さんの席の横に移動するのに必要なのは、小さな一歩。

「なんですか」

「午前中に高槻さんから質問を受けた件なのですが、仕様書にミスがありました。その件で研究所の白石さんに問い合わせをしたのですが、いただいたお返事のメールに追加要件が書いてありまして」

「は？」

　それまで涼しい表情で、液晶を見つめていた七瀬さんが、いつもより温度の高そうな目でわたしを見つめる。これは、見つめているというより、睨んでいるというのが正しい。

「研究に絶対必要な機能なので、現状準備していないなら追加してください、と」

　七瀬さんは黙ってわたしを見ていた。その視線が痛い。

　わたしが余計な隙を作ったせいで、白石さんから追加要件を突きつけられた自覚はある。だが、確認しないで進めることもできなかった。

「……確認してみましょう」

　たっぷり二十秒は沈黙したのち、七瀬さんはわたしと白石さんのメールのやり取りを見て、額に手を当てた。その動作だけで、これはまずいことなのだと改めて感じる。

　結局、七瀬さんは白石さんに電話をかけることにしたらしい。

「お世話になっております。ＤＡＴの七瀬です。……はい、ええ」

　用件を伝える前に、先方が話し続けているのだろうか。七瀬さんが、受けに回っている。

　白石さんのパワーはすごい。あの高圧的な雰囲気も、豪華な美女っぷりもすごいけれど、何よりも七瀬さんを相手に、あれほど強気に出られる人というのは、クライアントの中でも今まで見たことがなかった。

　あるいは、元彼女だから主導権を握れるということなのだろうか。

「今からそれを追加するのは困難ですね」

　七瀬さんの口から出る言葉に息をのんで、成り行きを見守った。

「はい、もちろんです。必要な機能だということは相沢からも聞いています。……はい、……ええ、そうですね。ですが、……はい」

　押されている。どう見ても、七瀬さんが押されているのだ。

　――元カノ、すごすぎる……！

「白石さん、それはですね」

　七瀬さんは、きれいな眉をひそめる。開いた唇からは、言葉の続きが出ないまま、かすかなため息がこぼれ落ちそうだ。

「……ええ、ではお願いします。お待ちしています」

　大きな手が、受話器を元の位置に置き直す。

「な、七瀬さん」

「仕様、もう一度送ってくれるから。追加要件ははずせないらしいので、その部分に関しても詳細な説明がメールで届きます。相沢さんは、それを確認して高槻さんに説明してください」

　一気に言い切ると、七瀬さんが席を立つ。やはり追加になった。これはわたしの責任かもしれない……。

「相沢さん、ちょっといい？　こっち」

「は、はい」

　休憩室へ向かう七瀬さんの後ろを歩きながら、白石さんと七瀬さんって、どんな恋愛をしていたんだろうかと考える。デキる男とデキる女の恋愛は、わたしが今まで経験してきたごく一般的な恋愛とは何か違うのだろうか。たとえばふたりでいるときも、常に世界情勢について議論をしたり、国政に関する熱い意見の交換をしたり？

　――考えるだけで頭が痛くなりそう。

　わたしには到底無理だ。けれど、なんでもお見通しの七瀬さんだから、わたしにそんな会話を求めているとは思えない。

　人がいない休憩室は、やけにがらんと広く感じる。七瀬さんは無言でいすに座ると、目線だけでわたしにも座るよう促した。

　わざわざ休憩室に来たということは、ほかの人に聞かれたくない話をするのかもしれない。今のわたしには心当たりがありすぎる。エディス社との……白石さんとの追加要件だ。

　びくびくしながらいすに腰を下ろすと、七瀬さんがテーブルに肘をつく。怖くて顔を上げられないので、彼がどんな表情をしているのかはわからない。

「あのさぁ」

　さぞブリザード吹き荒れる声音で話しかけられるだろうと思っていたが、七瀬さんは少し力の抜けた声をかけてきた。

「はい」

　なんにせよ、彼は上司だ。わたしは姿勢を正し、ぐっと顔を上げる。

　すると視線の先、七瀬さんは困ったような笑みを浮かべていた。これはお怒りの表情では……ないような……？

「すごーく微妙な目つきで俺を見るの、やめてくんない？」

「は!?」

　予想とまったく異なる発言に、思わず目を丸くする。そんなわたしを見て、七瀬さんはくっくっと笑いだした。

　わたしはいったいどんな目つきをしていたのだろう。どう答えていいかわからずに困惑のまばたきを二度三度と繰り返していると、七瀬さんがふうっと息を吐く。

「相沢さんって本当に」

　――本当に、なんだというんですか？　わたしは普通に、仕事に励んでいますよ！

「素直だね」

「え」

「褒めてないから、喜ばないで」

　素直は褒め言葉だと思うのが普通だろうに、七瀬さんの世界では違うらしい。

「白石さんの件は気にしないでいい。あの人はああいうやり方をする人なんだ。相手が断れない状況に持ち込んで、自分に有利な仕事の進め方をする」

　元彼女だからこそわかること。いや、以前に仕事を一緒にしていたからわかることなのかもしれない。どちらにしてもなんとなく複雑な気持ちになる。それもそうだろう。自分の好きな相手が、元彼女のことを詳しく話すのが楽しいと思えるほど、わたしはドＭの道を極めていない。

「……でも、すみませんでした」

　白石さんのやり方はともかく、わたしに隙があったからつけ込まれたのは事実だ。

　――七瀬さんの元カノだからって、意識していたつもりはないんだけど……。

　意識はしていなかったが、無意識に何かあった可能性は否定できない。実際、今も七瀬さんが白石さんのことを話すのを聞いていて、胸がもやもやする。

「気にしないでいい。そういう人なんだ」

「よくご存じですね」

　含みのある言い方をしてしまったことを、今さら悔やんでも時すでに遅し。

「嫉妬するところでもないだろ」

「べ、別に嫉妬なんてしてません！」

「それだけ表情に出しておいて、今さらだから」

　仕事中にそういう話をしないと決めたのは七瀬さんのはずなのに。

「長く同じ業界にいれば、顔を合わせることだって少なくない。白石さんにやり込められたのは俺だけじゃないし、それで言うなら市原さんだって相当痛い目を見たことがあるはずだよ。それだけ彼女は厄介な担当だっていうこと。……それよりも、相沢さん」

「はい」

「俺に報告は？」

「今日はまだ、プログラムは触っていないので、ほかには特に……」

「そうじゃなくて」

　とん、と七瀬さんが指先でテーブルを慣らす。

　思いつかずに彼の顔を見つめると、その瞳はやけに真剣だった。わたしが忘れている何か、報告すべき何かを、七瀬さんは知っている。

　しかしどれほど考えても、今の時点で報告するようなことは思いつかない。資料の整理？　スケジュールの変更？　いや、どれも違う。だとしたら――。

「す……」

　これしか思いつかない。

「好きです」

「は？」

　七瀬さんに伝えたいこと。何より大事なこと。

　それを考え抜いた結果が、〝好きです〟の四文字だったけれど、やらかした感は拭えない。そもそも好きだと言って「は？」と聞き返されたのは人生初だ。仕事中にこんなことを言いだしたからには、全面的にわたしが悪いのは認めるけれど。

「……罵らないんですか」

「罵ってやる価値もないでしょう、今のって」

　無表情に、いたって冷静で冷酷なお返事をありがとうございます。

　じゃあ報告とは、いったいなんのことなのか！

「『仕事中は仕事のことを考えろ』って言ってるのに、何考えてるんですか」

　そして七瀬さんの口調は、わかりやすく敬語に切り替わった。

「すみません。報告することが思いつかなくて、つい……」

　視線を合わせたら凍りつくかもしれない。わたしはうつむいて、テーブルを凝視する。

「それとも仕事のことなんか考えられないぐらい、俺のことが好きなんですか」

　――怖い、敬語こわ……、あれ、今、なんて言いました!?

　がばっと顔を上げ、見つめた先には絶対零度のまなざし。そんな目で、恋愛感情について語る男性は七瀬さん以外にいない気がする。

「いえ、その、本当に申し訳ありません」

　ここは謝るしかない。口に出した言葉は嘘ではなかったけれど、仕事中に言うことでもなかった。七瀬さんの逆げき鱗りんに触れるのは、たとえ彼に好きだと言われたあとでもおそろしい。

「なんで謝ってるの？　俺は、そのくらい好きになればいいって思ってるんだけど」

「しっ……仕事中ですよ、七瀬さん！」

　慌てふためくわたしがおもしろいのか、七瀬さんは頬杖をついてじいっと目を覗き込んでくる。さっきの敬語はなんだったのか。怒っていたわけではなく、怒っているふりをしたとでも!?

「まあ、そんなことになったら、仕事が進まなくてプロジェクトのみんなに迷惑がかかるか。たかが俺の恋愛事情に、周囲を巻き込むわけにはいかないってことで」

　どこまでが冗談で、どこからが本気なのか、七瀬さんの口ぶりからは判断しにくい。ただし、彼がわたしを好きでいてくれる幸せを噛みしめるにはじゅうぶんだ。

〝俺の〟と七瀬さんは言った。『相沢さんの恋愛事情』ではなく、これは『七瀬さんの恋愛事情』なのだ。

「わたし、頑張ります！」

「……だから、そういう無駄なパワーで頑張られると、周囲が迷惑するんだけどね」

「じゃあ、適度に頑張ります。だから、仕事上でほかの人に迷惑かけずに大恋愛できる日を待っててください！」

「定年退職するまでにお願いします」

　真顔でそう言うと、七瀬さんが立ち上がる。結局、追加された要件についてのお咎とがめはなかった。今になってホッとしながら、もしかして七瀬さんはわたしが気に病まないように連れ出してくれたのかもしれないと気づく。

　ドアに向かって歩いていく彼は、わかりにくい優しさと、判別しにくい冗談が持ち味の、わたしの好きな人。

「ほら、いつまでもサボッてないで。白石さんからメール来るよ」

「サボッてるわけじゃないです。七瀬さんが連れてきたんじゃないですか！」

「あれ、覚えてたか。相沢さん、思ったよりも記憶力あるね」

　最後はわたしをバカにするのも忘れないあたり、さすがドＳＥと言うべきか。




　フロアに戻ると、まず高槻さんに質問の件を説明し、それから作業内容に変更があることを全体にメールで連絡する。

　白石さんは、おそらくこれからも強引な作業のねじ込みをしてくるのだろう。それを考えると、どうにか対応できるようにならなくてはいけない。七瀬さんに助けてもらうばかりでは、いつまで経っても一人前のＳＥにはなれないのだ。

　わたしは、プロジェクトのただの一メンバーにすぎないけれど、それと同時にクライアントとやり取りしている担当者でもあるのだ。

　つまり、プロジェクトのメンバーに無理な注文をつけるクライアントから、仲間たちを守ることも仕事だ。それができれば、みんなが少しでも楽になる。

　よし、白石さん対策も考えておこう！

　……なんて、いろいろ考えているふりでしかないのは、わたしだってわかっている。

　だって実際は、七瀬さんの元彼女っていうのが、かなり引っかかっていて。

　どうして、あんな美人のあとに好きになった相手がわたしなんだろう。好きになってもらえる要素なんて、ゼロに近い。いや、ゼロすらおこがましい、マイナスだ。

　ちらりと、左側を見る。液晶に向かう、真剣な視線。クールな目鼻立ち、何事にも動じない冷静さ。誰が相手でも態度を変えない。やるべきことを見極めて、完遂する実行力。その基盤となる、回転の速い脳！

　七瀬さんがますますもって完璧な男性に見えてきた。

　担当している画面の製造をなんとかこなし、資料の確認をしていると、すでに時間は二十二時。明日の予定を確認して、さっさと帰る時間だ。

　わたしは全体のスケジュールに本日の作業を書き込み、パソコンの電源を切る。すると、待っていたかのように七瀬さんが話しかけてきた。

「あのね、さっきから気になっていたんだけど」

「はい」

　七瀬さんが気にするほどの問題が、何かあっただろうか。

　思わず神妙な面持ちで左隣に顔を向けると、いつもと同じ涼しげな無表情で七瀬さんがキーボードに指を走らせている。その様子からすると、たいしたことではないと思いたかったのだが。

「ファスナーあいてますよ」

　さらりと言ってのけた彼は、わたしの反応など興味ないとばかりに資料とモニターを交互に確認して、またも小気味良い打だ鍵けん音おんを響かせる。

　――ファスナー、って、それ、まさか……！

　青ざめて腰に視線を落とすと、見事にスカートのファスナーが全開で。

　完全に言葉を失った。

　珍しくスカートをはいてきたのは、少しでもかわいく見せたいと思ったから。好きな人が同じ職場にいるのだから、下心だって当然ある。

　でもわたしの下心なんてかわいいもので、七瀬さんに『ああ、相沢さんも女性らしい服装だといつもよりかわいく見えるな』とか思ってほしい、そのくらいのものだ。決して、下着を見せつけて誘惑しようなんて魂胆ではない！

「……そういうのは、できたら早く教えてほしいです」

　すでに向かいの席、市原さんは退勤していた。残っているのは、少し離れた席の高槻さんと、河野さん。七瀬さんなりにタイミングをはかって指摘してくれたのだとわかるけれど、それでも早く知りたかった……。

　そんなわたしの気持ちもつゆ知らず、七瀬さんは小さな声で言う。

「サービスでもしてくれてるのかと思って」

　目線は液晶から離さず、けれど口元にかすかな笑みを浮かべた七瀬さんの発言は、冗談なのか本気なのか、相変わらず判断しにくい。

「ち、違っ……」

「先日のメールの続きだと思ったけど、違ったのか」

　――え、先日の、メールって……。

【あなたの隣で目覚めたい沙智でした】

　思い出して、顔から火が出るような気がした。

「もう帰れる？」

　小声で尋ねてきた七瀬さんが、パソコンの電源を落として立ち上がる。

　もしかして、わたしのことを待っていてくれたのだろうか。

「はい、帰れます」

　フロアにはまだほかの人もいる。わたしは七瀬さんにならって小声で返事をすると、バッグを手に取った。

「じゃあ、帰りましょう」

　やっぱり、一緒に帰っていいんだ。

　付き合っているわけじゃない。だけど、一緒にいてもいい。それが感じられて、頬がゆるむ。小さな幸せが積み重なって、いっそう七瀬さんを好きになる。

「お疲れさまですー」

　残っているメンバーに声をかけて、わたしはフロアをあとにした。素知らぬ顔で、七瀬さんもすぐ後ろを歩いてくる。

　社内恋愛という単語が脳裏をちらつき、なんだか必要以上にドキドキした。




「あのー」

「何？」

　わたしの最寄り駅で一緒に降りた七瀬さんは、何も言わず送ってくれる。

「七瀬さん、ジェントルです！」

「発言が気持ち悪いし、二十六歳にもなって夢見がちすぎ。言いたいことはなんでも言っていいと思ってるなら、それは間違ってる」

「じゃあ、七瀬さんが優しすぎて気持ち悪いですよ！」

「へえ？」

　じろりと睨まれて、わたしは足元から凍りつきそうな気持ちがする。もし七瀬さんが女性だったら、メドゥーサの名をプレゼントしたい。

「俺が優しいと気持ち悪いってことは、相沢さんは俺に冷たくしてもらいたいんだ？」

　七瀬さんはわたしの耳元に顔を寄せると、低い声でささやいた。

「え、いや、そういうことでは」

「そういうことだよね？　優しいだけじゃ物足りないんでしょ？」

　わたしは七瀬さんにどうしてもらいたいか――。

　答えは考えずとも決まっている。

「優しくしてください！」

「……は？」

　七瀬さんでも、鳩はとが豆鉄砲を食らったような表情をすることがあるのか。それともわたしの返答が、そこまで素すっ頓とん狂きょうだったとでも？　好きな人に優しくされたいと思うのは、別段珍しいことではない。

「え、何か変ですか？」

　すでに駅からかなり歩いて、交番前の信号待ち。あとは、家まですぐだ。

「変だとは思わないけど、優しくされたい理由は、コーヒーでも飲みながら、聞こうか」

「はい。あ、でも……」

　前回、わたしの部屋でコーヒーを飲むのを断った七瀬さんを思い出すと、ここで素直にうなずいていいものか悩ましい。もし、彼がわたしを試しているのだとしたら、お断りするべきなのかもしれない。

　――それともコーヒーは口実で、じつはわたしとふたりきりになりたかったとか!?

　ごくりとつばを飲んで、七瀬さんの真意を確かめようとしたとき、彼は交番の並びにあるカフェを指差した。

「あそこのカフェ、まだ開いてるよね」

「あ、は、はい、開いてますね！」

　よかった、言わなくてよかった。大いなる勘違いすぎた。不用意な一言で、せっかくのいい雰囲気をぶち壊したくはない。

　ひそかに安堵するわたしを見下ろし、七瀬さんが小さく笑う。

「相沢さんの家で飲んでほしいなら、検討するよ」

「あの！　わかっていて、そういうこと言うの、ずるいですよね！　しかもわたしが『そうしましょう』って言ったら、七瀬さんきっと、わたしのこと軽蔑するんですよねっ」

「さあ、どうかな？　試してみたら？」

　切れ長の目をいたずらっぽく細めて、七瀬さんがわたしに尋ねた。

　――前よりずっと、身近になってきてる。これが、ただの上司と部下じゃなくなったってこと？

　その距離感に嬉しさを感じるけれど、さて彼の質問になんと答えるのが正しいのか、わたしは頭をひねる。

　お付き合いしていない男性を簡単に部屋に上げるのは感心しないと言っていたのは七瀬さんだ。

　試す勇気なんて、あるわけがない。毎日きっちりバッチリがっつり叱られて生きているというのに、これ以上、絶対零度の視線で射抜かれたら、わたしの心臓が危険だ。

「と、とりあえず、コーヒー飲みましょう！」

　答えは保留にして、わたしたちはカフェに入り、丸いテーブルを挟んで向かい合う。

　大好きなアイスカフェモカ、その上にたっぷり乗った生クリームを見つめて、わたしは沈黙していた。先ほどの質問に答える勇気がないのだ。

「で？」

　七瀬さんはそんな気持ちを知ってか、相変わらずいたずらな視線を向けてくる。こういうときの七瀬さんは、心底楽しそうだ。わたしが困っているのを見て楽しむだなんて趣味が悪い！

「で、ですねぇ……」

「はい」

　不意に、言い忘れていたことがあるのを思い出した。休憩室で報告を求められたのは、もしかしてこのことなのでは……。

「河野さんと話しました」

　業務上、河野さんとは毎日話すことはある。けれど、あえてここで言う話がそういう意味でないことは、察しのいい七瀬さんにわからないはずがない。

「詳しく説明してもらおうか」

　いつも冷静沈着な七瀬さんが、珍しく身を乗り出してくる。なんだか食いつきがいい。やはり、七瀬さんなりに気にしてくれていたのだろう。

「ランチを、ご一緒しましてですね。その、お付き合いできないことを伝えました」

　簡潔に説明しようとした結果、ものの十秒で言い終わる。けれど、七瀬さんはじっと黙ってわたしを見つめていた。

「あ、あの……？」

「それで？」

　説明は以上だというのに、続きを促される。

「だ、だから、円満解決です！」

「わかった」

　七瀬さんはコーヒーカップを持ち上げると、目を伏せて口をつけた。ごく自然な態度にも思えるけれど、言葉少なにわたしの話を理解したことを伝えてくれた返事から、つい、今言うべきかあやしいセリフを言いたくなる。

「あの、七瀬さん」

「はい」

「……解決、したんです」

「わかったって言ったよ？」

「なので、付き合ってくれませんか？」

　問いかけておいてなんだけれど、答えを聞くのが怖い。

　七瀬さんの言う問題は、わたしにはまだよくわかっていないのだ。ただ、自覚していた問題――河野さんとのことをはっきりさせていなかった点について、わたしなりに解決できた。

　だから、どうかわたしと付き合って。

　お互いに想い合っているのがわかっているんだから、いつまでも両想いってだけでは物足りない。わたしはもっと七瀬さんを知りたいんだ。どんなことで笑ってくれるのか、どんなことを楽しいと思うのか。七瀬さんの笑顔を一番近くで見ていたい。

「……もう少し、色っぽいお誘いだったらいいんだけどな」

「え？」

　それはどういう要求だろう。七瀬さんの要件をまとめるのは、厄介なクライアントと仕事をするより難しい。

「やっぱりダメですか……」

　わかってはいたものの、落ち込むものは落ち込む。

「ダメだとも言ってない。今のは……まあ、愛情の裏返しだよ」

「裏返されてもわかりません。直球でお願いします！」

　いつだって遠回しな物言いで、七瀬さんはわたしを翻ほん弄ろうしてばかりいる。同時に、わたしの発言に対して、言いたいことを言えばいいってものではない、と指摘してきたこともある。

　――だけど、それじゃわからないんです。七瀬さんはわたしと付き合いたくないんですか……？

　食い下がるわたしを見つめて、七瀬さんが小さくうなずいた。

「合格です」

　七瀬さんがソーサーに戻したカップの中で、コーヒーがかすかに波打つ。

　合格。

　それは、彼女として合格という意味で間違いないのだろうか。わたしは自分に都合よく、何かを曲解してはいないだろうか。

「これでもまだわかんない？　俺は相沢さんと付き合うって返事をしたつもりなんだけど」

　いすに背をもたせ、七瀬さんが胸元で腕を組んだ。ふんぞり返っているわけではなく、目線をかすかにさまよわせるその表情から察するに、きっと今、彼は少し照れていて。

「……い、今、付き合うって……」

　夢じゃない。七瀬さんはわたしと付き合うって言った。

　何度まばたきしても、目の前の現実は消えてなくならない。

「本当ですか!?　あとから嘘だったなんて言ってもダメですよ！」

　立ち上がりかけたわたしの目の前で、水の入ったグラスが揺れる。それを慌てて押さえると、七瀬さんの大きな手が上から、わたしの手とグラスを包んだ。

「俺はそこまで意地悪じゃないよ。相沢さんは意地悪されるのが好きみたいだけど？」

　手の甲から伝わる、七瀬さんのぬくもり。

　意地悪されるのが好きなつもりはないけれど、相手が七瀬さんなら意地悪されても好きな気持ちは変わらない。

「七瀬さん」

　いすに座り直す。

　目の前にいるのは、わたしの上司で、好きな人。いつも冷たくて、だけどすごく面倒見がよくて、絶対零度の視線に定評があるドＳＥさま。

「意地悪な七瀬さんも、優しい七瀬さんも好きです。全部好きです。……だから、その……よろしくお願いします！」

「本当、相沢さんは直球すぎて……」

　七瀬さんの手に、ぎゅっと力がこもる。わたしの心臓は、今にも破裂しそうなほど激しく鼓動を打っていた。

「そういうところ、かわいいんじゃない？」

「なっ……!?」

　真っ赤になったわたしを見て、七瀬さんがニヤリと笑う。

「相沢さんは素直でよろしい」

「それって、遠回しにバカだって言ってます？」

「知らないの？　〝バカな子ほどかわいい〟って言うんだよ」

　どんな言葉も愛情に思えてくるから、やっぱりわたしは七瀬さんにかなわない。

　不意に七瀬さんが、真剣な目でわたしを見つめる。

「俺を好きでいなさい。大事にするから」

　何か言ったら涙が出そうだった。

　わたしはこくこくとうなずいて、スカートをぎゅっと握りしめる。七瀬さんはここぞというとき、わたしの心をぎゅっとつかんで離さない。ほんの一言で、自分がどれだけ大事にされているのかを実感して、わたしは奥歯を噛みしめた。そうでもしないと、涙で化粧が崩れてしまう。

「はい、それじゃさっさとそれ飲んで。送ってから帰るから」

「あ、あの」

　この状況でも、送っておしまいなのだろうか。大人の男女の夜は、そこまで健全でなくてもいいのではないかと思う。いや、逆に何もないのが不健全だ。

　しかし、そんなことをわたしから言うのは、いくらなんでもあからさまだ。

「残念だけど、期待に沿うつもりはないので、とりあえず飲め」

　にっこりと笑みを浮かべて、七瀬さんがこれ以上ないほど優しい声で言う。それなのに命令口調とはこれいかに。

「了解しました！」

　なんで七瀬さんって、わたしの考えていることがわかるんだろう。カフェモカをストローでくるくるかき回していると、ひとつの結論にたどり着いた。

　――も、もしかして、それって……！

「愛、ですか！」

「顔が気持ち悪いです」

「七瀬さんがわたしのこと、いろいろわかっちゃうのって、愛ってことですよね」

「発想が気持ち悪いです」

　付き合い始めたばかりの彼女に、気持ち悪いを連発する七瀬さんを、本当は少し照れているだけだと思い込むにはまだまだ修行が必要そうだ。







第八章　キスは突然に













　プロジェクトが紆う余よ曲きょく折せつを経ながらも、順調に進んでいる七月の半ば。七瀬さんと付き合い始めてから二週間が過ぎた土曜日の昼過ぎ、わたしは全身から流れる汗を拭う気力すらなく、ぐったりと自室の床に倒れ込んでいた。

　暑いなら、エアコンをつければいい。ただそれだけのことだ。普段のわたしなら、迷うことなく冷房を入れて、涼しい室内で過ごしている。

　しかし、そうできないのには理由があった。

　エアコンが壊れたと気づいたのは、三日前の帰宅時。蒸し暑い玄関で部屋の電気をつけると、わたしはその手でエアコンのリモコンを握り、冷房に設定したまま電源を入れた。

　しかし冷風は出てこない。それどころか、若干温風としか思えない風と、出てきてはいけない水が漏れていた。よく見れば、送風口からその水は流れてきているではないか。

　すでに時間は日付変更直前。こんな時間に不動産屋に電話しても、誰か出るとは思えない――。

　以来三日間、わたしの部屋のエアコンは無用の長物となり果てている。

　明日電気屋さんが見に来てくれるということなのだが、せっかくの週末も地獄の暑さとあっては体を休めることもままならない。

　いっそ冷水シャワーでも浴びたらどうだろうか。そう気づいて、床の上からのろのろと起き上がった。

　と、そのとき、パソコンデスクの上に置いたスマホが、電話の着信を知らせる。付き合い始めたばかりの上司からの連絡に、わたしは即座に通話ボタンを押した。

「もしもしっ」

『……なんで、そんな気色ばんでるの』

「い、いえ、七瀬さんからの電話だと思ったら、なんとなく……」

『ふうん』

　相変わらず、七瀬さんはクールというかそっけないというか、絶対零度というか、エアコンいらずというか。

　今の会話を誰かが聞いたところで、付き合って二週間の恋人同士だとは思うまい。

『ところでエアコンの修理、ちゃんと連絡したの？』

「しました。明日、見に来てくれるそうです」

『明日まで、相沢さんの体力がもつといいんだけど』

　それはわたしも同じ思いだ。室内で熱中症に倒れた人の話もよく耳にする。エアコンなしで過ごすには、すでに暑すぎる季節である。

「大丈夫です！　今から冷水シャワーを浴びて、心も体もリフレッシュしようと思っていたところなんですよ」

　七瀬さんにあまり心配をかけたくない。その一心でわたしはなるべく明るい声を出した。

　プロジェクトが佳境に入っているということは、当然誰もが疲弊し切っているということ。七瀬さんも例外ではなく、今週は連日終電だったはずだ。

『……何、それは俺を誘ってるの？』

　長い沈黙のあと、七瀬さんは神妙な声でそう尋ねた。

　シャワーを浴びると言っただけで、どうして誘っていることになるのだろう。わたしには、ときどき恋人の発想が理解できない。

「いえ、そういうことではなくてですね。ただ、暑いからシャワーを――」

『その程度で誘われるほどの欲求不満だと思われているなら、かなり心外なんだけど』

　言うに事欠いて心外とはどういうことか。

　反論しようと口を開いたものの、暑さで体力を奪われたわたしは何を言えばいいのかもわからなくなっていた。

『とりあえずお風呂入ってくれば。あがったら電話して』

　言うだけ言うと、七瀬さんはなんの前触れもなしに電話を切る。一方的すぎる彼の行動に疑問を感じながらも、今はとりあえずシャワーが先だ。

　わたしは重い体を引きずってバスルームへ向かった。




　そして一時間後――。

　すでに時刻は夕方だというのに、一向に気温が下がる気配はない。

　せっかく冷水シャワーで体を冷やしたが、ドライヤーで髪を乾かし終えたころには、すでに汗だくになっている。

「死ぬ、絶対死人が出る、この部屋」

　わたしはバスタオルで汗を拭い、髪を適当にアップにして、下着とボートネックのワンピースを着ると、スマホと財布をバッグに詰めて、ミュールに足を突っ込んだ。

　このまま、この部屋にいたら死ぬかもしれない。死なないにしても、熱中症ぐらいにはなりそうだ。

　幸い、この近辺にはカフェがある。涼むには最適な場所と言えよう。

　夕暮れの手前、まだ明るい空の下をだらだらと歩いて、涼しい店内を目指した。

「……え」

　確かに、何度か七瀬さんと立ち寄った店だった。けれど、だからといってなぜ、そこにその人がいるのか。わたしはアイスカフェモカをトレイに乗せて、彼を凝視していた。

「『電話して』って言ったのに、どうしてここにいるのかな、相沢さんは」

　無愛想に言う、その声も間違いなく七瀬さんでしかない。これは幻覚ではないらしい。わたしはびっくりしつつも、手招きされて彼の座る席の向かいに腰を下ろす。

「えーと、暑かったので、涼しいところから連絡をしようかと思って、ですね」

「ふうん」

　我関せずとでも言いたげに、七瀬さんはコーヒーを飲んだ。

「じゃあ、涼んでからにしようか」

「えっ!?」

　唐突に、目の前の美しい上司が微笑みを浮かべる。

「相沢さんのおうち拝見だよ」

　言ってる内容はあまり魅力的ではない。あの暑い部屋に戻ることを思うだけで、憂鬱だ。

　とはいうものの、わたしが七瀬さんに逆らえるわけもなく、相変わらず恋愛風味の薄い大人カップルのわたしたちは、じゅうぶんに涼んでから地獄の部屋へとふたりで移動した。




「ああ、確かにこれは地獄だ」

　玄関を入ってすぐに、七瀬さんがそう言った。

　昨晩は暑さで睡眠不足だし、今夜のことを考えると今から気が重い。

「じゃあ、荷物まとめて。こんな部屋で、眠れないでしょう」

「え、ええ、それはまあ」

　それと荷物をまとめることにどんな関係があるのだろう。疑問に思っていると、すぐに答えが提示された。

「うちに来ればいい」

　思いがけない七瀬さんの言葉に、わたしはポカンと口を開けたまま立ち尽くす。

　今、かなりさらっと言いましたが、それって結構な行動じゃないんですか!?

「ああ、期待しないでね。俺、そういう趣味ないから」

「そういう趣味ってどういうことですか！」

「アホな顔で俺を見上げる女の子を襲う趣味」

　即答されると、なんとも言いがたい気持ちになる。

　一応、ここにいるのはあなたの彼女のはずです！




　まだ付き合う前に、七瀬さんの部屋を想像したことがある。

　きっとすごくきれいにしていて、台所に洗い物なんてたまっていないだろうし、枕に抜け毛が落ちてたりしない。ガラスのテーブルがあって、そこにクラッカーやチーズを並べて、ワインを飲む。部屋の色調はきっと、モノトーン。

　実物は、想像以上。真っ白い外壁のマンションはまだ新しくて、白い壁はほとんど汚れていないように見えた。

「えーと、お邪魔します」

「はい」

「……想像どおりすぎますよ、七瀬さん」

　わたしは通されたリビングに立ち尽くし、小さな声でそう言った。

　フローリングはピカピカだし、ほこりなんて落ちていない。毎日掃除機をかけて、床を磨いているのだろうか。壁際に置かれたブックシェルフには整然と雑誌が並び、ひとり暮らしとは思えないほど大きなテレビが壁に埋め込まれている。黒い革張りのソファと、ガラスのテーブルが部屋の中央に置かれ、余計な物はまったく見当たらない。

「何が、想像どおり？」

　わたしの真後ろに立って、七瀬さんが問いかけてきた。

「モノトーンで、ガラスのテーブルがあるのを、想像していたんです」

「想像力はもっと別のところで活用して」

　七瀬さんはわたしの脇を通り抜けて、リビングのエアコンをつけた。ひんやりした風が、頬をかすめていく。

「ああ、エアコンさま……」

　思わずひれ伏したい気持ちになるほど、心地良い。

　わたしは肩にかけていたバッグを手に持ち直し、さて、どこにいればいいだろう、と視線をさまよわせる。

　七瀬さんがわたしの着替えの入った旅行用バッグを、ソファの上に置いた。

「何か飲む？」

「あ、手伝います」

「いい。グラス割られるの嫌だから座ってて」

「はい」

　おとなしくソファに腰を下ろして、わたしは七瀬さんを見つめる。

　対面式のキッチンに立つ七瀬さんは、冷蔵庫からドイツの瓶ビールを取り出した。

　この季節のビールは最高だ。

「相沢さん」

「はい？」

「視線がうるさい」

　あんまりな発言だと思うんだけど、それってどうなの？




　ガラスのテーブルに置かれたサラミとチーズ、激辛で有名なアメリカのポテトチップス。

　わたしはそれをつまみながら、七瀬さんと差し向かいでビールを飲んでいる。

「あ、あの、七瀬さん」

「何？」

「七瀬さんは、どうしてわたしを泊めてくれる気になったんですか？」

　酒の勢いに任せて、なんとなく聞きにくいことを尋ねてみた。

　付き合い始めて二週間、七瀬さんは冗談めかして『誘ってるの？』とは言うけれど、キスさえしていない清い関係なのに、いきなりのお泊まりとあっては緊張するのも当然だ。

「あんな暑い部屋で寝て、体調崩されたら面倒だからじゃないの」

　――ああ、うん、そういう理由だよね。なんとなくわかってた。

　わたしが肩を落としてビールのグラスをテーブルに置くのとほぼ同時に、七瀬さんが楽しそうに笑いだした。

「相沢さんってさ」

　顔を上げると、いつものクールな目元には、やわらかな笑みが浮かんでいる。

「そこで俺に、『沙智を抱きたかったからだよ』とか言われたら、どうするのか逆に気になるんだけど」

「は、はいぃ!?」

　そんな返答は予想もしていないし、言われたらたぶん鼻血が出る。

「あー、喜びそうだよね、それ」

「えええ、いや、喜ばないですよ。戸惑いますって」

「ふうん？」

　戸惑うけれど、喜ぶのかもしれない。求められるのは嬉しい。

　愛されていると思い込む要素は、ひとつでも多くあったほうが幸せだ。

「でもキスもしてないのに、いきなりセックスしたらおかしいでしょう」

「な、七瀬さん！」

　言ってることに間違いはないけれど、あまりにストレートな単語を耳にして、わたしは思わず大声を出した。

「何、大きい声出さないで。近所迷惑」

　いきなりセックスなんて口に出して言われて、焦らずにいろというのが無理な話だ。

　花も恥じらう年齢なんてとっくに過ぎたというものの、わたしにはまだ、恥じらいが残っている。

　――七瀬さんは恥ずかしくないのかな。男の人だから？　それとも、根本的な何かが違うの？

　考え込んだわたしに追い打ちをかけるように、七瀬さんが話しかけてきた。

「セックスって言われて恥ずかしいんでしょ。違う？」

「……恥ずかしいですよ、当たり前じゃないですか！」

　気を紛らわせるためにも、わたしはテーブルのサラミを一切れつまみ上げた。もちろん自分で食べるためだ。けれど、その手首を七瀬さんが急につかむ。

「え？　あ、あの……」

　戸惑って視線を揺らしながら見上げると、七瀬さんはにっこりと……いや、この場合はニヤリと言うのが正しいかもしれないけれど、たいそう気分よさそうに微笑んだ。

「食べさせて」

　わたしの右手をつかんだまま、その指先にあるサラミを自分の口に運ぶ七瀬さんに、抵抗なんてできるはずもない。

　たかがそれだけのことで、わたしはドキドキしてしまう。七瀬さんはわかっているから、あえてこういうことをしている。それを知っていても、どうしようもなく心臓が高鳴るのだ。

「あ、あの、七瀬さ、ん」

「ん」

　わたしの指からサラミを食べると、彼はその手を放した。

　薄い唇に挟まれているサラミは、ひどく官能的に見える。七瀬さんは自分の手を一切使わずに、くわえたサラミを食べた。

「わざとそういうことして、ドキドキさせるのは卑ひ怯きょうだと思います！」

「油で手が汚れるのが嫌だったんだから、仕方ないだろ」

　なんたる言い草だ。わたしの手が汚れるのは気にしないとでも？

　自分ばかりが動揺しているのが悔しくて、わたしはソファから立ち上がると、七瀬さんの隣にぴったり寄り添って座り直す。

　さすがにこの密着度には、七瀬さんだって多少はまごついてくれたり――。

「何それ」

　……しなかった。

　普段と変わらぬ無表情で、七瀬さんはわたしを見つめる。

「どうせ食べさせてあげるなら、近くにいたほうが楽かなと思ったんですよ」

　動揺させようとして失敗した、とは言えずに、苦し紛れの言い訳を口にすると、七瀬さんが鼻で笑った。

「下心しかない顔」

　頬を指先でつつかれて、とっくにバレている自分の下心を鷲づかみにされた気がした。

「さて」

　けれど、七瀬さんは急に立ち上がる。

「相沢さんは冷水を浴びたらしいけど、俺は人間らしく適温のシャワーでも浴びてこようかな」

「七瀬さん！」

　慌てて七瀬さんの腕をつかんで引き止めると、彼は余裕の表情でわたしを見下ろした。

「なんですか」

「もう少し、優しくしてください……」

　わたしは七瀬さんの長い指を手で握る。

　こんな扱いをされていたら、わたしだって彼女なのか奴隷なのか部下なのか、判断できない。

　確かに愛情は感じられるのだけれど、それが人間愛なのか恋愛なのか、ときどきわからなくなるのだ。

「どういうこと？」

「彼女扱い、してください」

「してるじゃん」

　――これで!?

　いくらなんでもあんまりだ。お預けばかりでは、せつなさに拍車がかかる。

　だけど、七瀬さんはわたしの気持ちなんてお見通しなのに、あえて何もしてくれない。

「キ、キスとかしたり、してくださいよ」

「なんで？」

　恋人から『キスして』とせがまれたときに『なんで？』とは尋ねないものだと思って生きてきた。少なくとも、わたしはそんな返事をされたことがない。

　けれど、七瀬さんは違うらしい。

「なんでって、ちょ、それはおかしいです！」

「相沢さんってさぁ」

　七瀬さんは、テーブルとソファの間にしゃがんでわたしを見上げる。

　背の高い彼を見下ろすことはほとんどないので、なんだか新鮮な角度だ。

「恋愛に幻想を持ちすぎで、手出しにくいんだよね」

「幻想ですか？」

「そう。俺のこと、人間だってわかってないでしょ。相変わらずイメージのままで恋愛してるのがわかるから気に入らない」

　イメージのまま。

　わたしにとって、七瀬さんは目の前にいる七瀬さんでしかないのだけれど、イメージというのはどういうことだ。以前から、七瀬さんはそのことを気にしている。

「俺は人間だって何度も言ってるよね」

「はい」

「それはね、俺だって食欲があるっていうことだし」

　七瀬さんがいくら人間離れした絶対零度のレーザービームを目から出せるからって、食事しないで生きていけるなんて思っていない。

「つまりは、性欲だって人並みにあるんだってことなんだけど、わかってる？」

「わ、わかってますよ」

「たとえば、セックスしていない時期は自分で抜いたりしますけど、そういうのもちゃんとわかってますか？」

　なぜここで敬語になったんですか！

　そう思って、わたしは七瀬さんの言葉を脳内で反芻する。

　もしかして――。

「あの、七瀬さん」

「うん」

「もしかして、それって照れてます？」

「……帰っていいですよ」

　七瀬さんが立ち上がってわたしの手を払う。

　――呼びつけておいて帰っていいとか、発言内容にバグがあります！

「大人なら、思ったことをそのまま口にしないで」

「え……」

「ビール、足りなかったら冷蔵庫から出していいから」

「はい」

　七瀬さんは廊下へとつながる扉を閉めて、姿を消す。

　しばらくして遠くから水音が聞こえてきた。

『大人なら、思ったことをそのまま口に――』

　七瀬さんの言葉を思い出して、わたしはハッとする。あれはもしかして、当たってたという意味なのだろうか。

　なんとなく気づいていたけれど、七瀬さんの敬語は、怒っているときと仕事モードのほかに、照れ隠しの意味もあるらしい。そう考えるとしっくりくる。それに気づいたわたしは、さっきよりずっと恥ずかしくなって、ソファにこてんと倒れ込んだ。

　どうしよう、嬉しくて死にそうだけど、死んだらもったいない夜だ。




　以前から、いや、初めて会ったときから、七瀬さんはきれいな男性だと思っていたけれど、まさか入浴後にこれほど魅力が増すとは知らなかった。それもそのはず、濡れ髪の七瀬さんを見たのが初めてなのだから。

「気持ち悪い目で見るのやめてくれない？　俺、視線に興奮する趣味ないから」

　キッチンカウンターに背を預け、立ったままミネラルウォーターを飲んでいた七瀬さんが小さくため息をついた。

「だ、だって、七瀬さんがかっこいいのが悪いんです！」

　パジャマ姿の七瀬さんは、まだ乾き切らない髪をかき上げる。

　上気した頬も、時折動く喉のど仏ぼとけも、襟足でかすかに光る水滴も、何もかもが七瀬さんを普段より艶っぽく見せていた。目が離せなくなるのは七瀬さんのせい。

「犯されそうで怖いんですけど」

「そんなことするわけないじゃないですか！」

　三本目のビールのつまみに、色香漂う恋人の姿を眺めるだなんて、贅ぜい沢たくが過ぎるというもの。

「おっさんくさいよ、相沢さん」

「え」

「見た目は女の子なのにね」

　白地に黒のストライプのパジャマを着た七瀬さんが、わたしの隣に腰を下ろした。

　鼻先をふわりとシャンプーの香りがくすぐる。いつもはスーツ姿で隙のない七瀬さんの、無防備な格好がたまらなく魅力的で抱きつきたい衝動が湧き上がる。

　――いやいや、そこは我慢……。彼氏に『犯されそう』なんて言われてるのに、抱きついたらケダモノ彼女扱いされちゃうし！

「だーからさ」

「……はい？」

「そういうね、いかにも『お風呂上がりの七瀬さんを見てドキドキしてます』みたいな表情されるとね、やる気なくなる」

　その言い方だと、元はやる気があったけれどわたしのせいでなくなったように聞こえるけれど、そもそも七瀬さんにそういうつもりがあったとは考えにくい。

　なんとなく悔しくて、わたしはジトーッと七瀬さんを睨みつけた。

「もともとやる気ないですよね」

　すると、彼は一瞬息をのむ。

「そう思い込んでるあたりが、相沢さんは俺のイメージと恋愛してるって言われるゆえんでしょ」

　やれやれとばかりに、七瀬さんが肩をすくめた。じゃあ、やる気があったんですか、と尋ねたいけれど、そこまでいくとストレートにもほどがある。

　それに、七瀬さんって、自制心がものすごく発達しているタイプだ。いつでも自分を律して、やりたいことよりもやるべきことを優先する人だと思う。

　そんなことをぼんやり考えているうちに、七瀬さんは立ち上がってキッチンへ向かった。ミネラルウォーターを飲んでいたグラスを手早く洗うと、タオルで手を拭きながらわたしを見つめる。

「何、考えてるの？」

「いえ、あの、七瀬さんはきちんと考えてから行動する人だなあ、と」

「……ああ、相沢さんは考えなさそうだからね」

　目を伏せた七瀬さんは、唇だけで薄く笑みを浮かべた。

「はぁ、まあ、考えないんですけどね……」

　それでも本人は猪突猛進しないよう、転ばぬ先に杖を突く努力はしている――つもりだ。あくまでつもりでしかないのがまずいのだが。

「相沢さんってさ、今までどういう恋愛してきたのか、ちょっと言ってみて」

　キッチンから戻った七瀬さんが、またしてもわたしの隣に腰を下ろした。

　今度は座面に足を乗せ、子どもみたいに膝ひざを抱えて座っている。その格好がやけにかわいくて、いつもの七瀬さんとは思えない。

　――でも、わたしの過去の恋愛を聞いてどうしたいんですか……？

「……あんまり、聞いて楽しい話でもないような気がするんですけど」

「いいから」

　有無を言わせぬ口調に、わたしは逆らえない。だが、なぜ、まだ何もしていない恋人に、今までの恋愛体験を語るはめになったのか。七瀬さんは何を知りたいのか。しかもどういう恋愛をしてきたのかと尋ねられたところで、どこから話したらいいのかも判断できない。

　こういう場合は、まず順を追って話そう。支離滅裂になるよりはマシなはずだ。

「えーと、まず告白されて」

「うん」

「それから、付き合うことになって」

「断ったことは？」

　ありません、と言おうと口を開いてから、ごく最近あったことを思い出す。

「……河野さんが初めてですね」

「それまでは断ったことがない？　それとも告白されたのが、前の恋人と河野さんのふたりだけってこと？」

「いや、そうじゃないです！　前に付き合った人はふたりいますが、そのどちらも告白されてそのままなんとなく付き合ってしまったので、お断りしたのは河野さんだけっていうか」

　考えてみれば、自分から告白することには縁がなかった。そこまで恋愛に臆病なつもりもないのだけど、結果として言うならば、告白してきてくれた相手と付き合うパターンばかりだ。ただし、分母が小さければ統計として判断する材料としては不適切である。

「……で、今回も俺に告白されて流されちゃったって？」

「なっ、流されてないですよ！　そもそも七瀬さんは、わたしに告白したことになるんですか？　なんかすっごく微妙な流れでしたよね!?」

　それに、ただ流されているだけならば、河野さんをお断りした理由がない。

　わたしは七瀬さんが好きだから付き合っている。

「それなら、七瀬さんはどうなんですか」

　白石さんと付き合っていたことは知っているものの、七瀬さんがほかにどんな女性とどんな交際をしてきたのか、わたしはまったく知らない。

　考えてみれば同棲するほどだったのなら、七瀬さんにとって白石さんは特別な恋人だったとも考えられる。

「普通じゃない？」

　無表情のままでそう言って、七瀬さんは少し長くなってきた前髪を払った。人には言わせておいて、自分は『普通』で済ますだなんてずるい。

「でも、白石さんとは、一緒に住んでたんですよね？」

「ああ、そうだよ」

　なんの感慨もなくうなずく七瀬さんの表情からは、どんな感情も読み取れない。たとえばお互い嫌いになって別れたとか、思い出したくもない過去だとか言われたほうが、よほどふたりの関係が完全に終わっていたんだなと思えるのに。

　――今だって、仕事で顔を合わせることもあるんだから、ケンカ別れしたとは考えにくいか……。

　けれど、今日はそこで引き下がらない。わたしだって、七瀬さんのことをもっと知りたい。それに、こんなふうに休日の夜をふたりで過ごす時間は貴重だ。

「同棲するほど好きだった、ってことなんですよね!?」

「同棲に関して言うなら、今まで付き合ったほかの子よりも白石さんを特別好きだったからしたわけじゃない。タイミングとか、状況とか、いろいろな事情によるものでしょう」

　したことがないからわかりません！

　だが、わたしの考えでは、結婚も視野に入れた相手でなければ同棲まではしないような気がする。七瀬さんだって、今は終わったことだからこうして何事もない顔をしているけれど、一緒に住むときはタイミングとか状況とか、そんな理由じゃなかったと思う。好きだから、一緒にいたいから、そういう気持ちがなければ他人と暮らすなんて選択はしないだろう。こと、七瀬さんの場合は家事をやってくれる彼女がほしいという理由もなさそうだ。

「だったら、どうして……」

　わたしは七瀬さんのほうを向いて、ソファの上に正座する。

「どうして、あんなに美人で頭もよさそうで、仕事もデキる女性と付き合っていたのに、よりによって次がわたしなんですか！」

「なんで怒ってるのか、さっぱりわかんないんだけど」

　こんなときだけわからないふりをする七瀬さん。

　いつもは察しがいいのに、今は本当にわからないのだろうか。それともわからないふりをしているのだろうか。

　わたしは……たぶん、嫉妬している。

　白石さんは、どこを取ってもわたしが太刀打ちできるところのない女性だ。

　七瀬さんの整理された部屋で一緒に暮らしていても、きっと『片付けろ』とか『掃除しろ』とか言われることもなかったに違いない。仕事のうえで七瀬さんに叱責されることもなければ、付き合って二週間も経つのにキスさえしてもらえないなんてこともないんだろう。

　そう思ったら、鼻の奥がツンとしてきた。

「だって、どう考えても、白石さんと恋愛していたときの七瀬さんが、今のわたしに対する態度をとってたなんて思えないんです！」

　わたしだって恋人扱いされたい。七瀬さんに抱きしめられて、キスされて、ぎゅっと抱き合って眠りたい。

「それは違って当然でしょう。相手が違えば態度だって違う」

「そうじゃない、そうじゃないんです！　わたしにも、白石さんにしていたみたいに、してほしいんです！」

　嫉妬は醜い。わかっていても、自分を止められなくなる。

　美人でスタイルもよくて、なんでもできそうなステキな女性と付き合っていて、そのときは『普通』に恋愛していた七瀬さん。

　わたしには、どうしてそうしてくれないの？　わたしのことを、好きっていうのはそれとは別の感情なの？

「白石さんにしていたみたいに？　それは無理でしょ」

「なっ……」

　七瀬さんがソファから足を下ろし、わたしのほうに向き直る。真正面から見つめられると、その目にいつもとは違う感情が見える気がした。

「だったら、相沢さんは過去の彼氏にしていたのと同じ気持ちで、俺に恋してるわけ？」

「それは、その……」

　わたしにとっては、七瀬さんが特別すぎてほかの人と比べられない。それってつまり、元カレに対するのと違う気持ちで七瀬さんを好きってことだ。

「嫉妬するのが自分だけだと思うあたりがさ、相沢さんの愚かでかわいいところだよね。だけど、その愚鈍さが俺を傷つけないわけじゃないって、知ればいい」

　愚かでかわいい。

　下げながら上げる、新しいパターンだ。

　だけど今重要なのはそこじゃない。もしかして七瀬さんは、わたしの過去に嫉妬している……？

「七瀬さんも、嫉妬したりするんですか？」

「しないんだったら、好きじゃないでしょ」

　嫉妬でぐるぐるしていた感情が、一気に霧散した。

　七瀬さんの一言には、そのくらいの威力があった。普段あまり甘い言葉を口にしない人が垣間見せる愛情。わたしは頬が熱を帯びるのを感じて、所在なく視線をそらす。

　けれど、それを許さないとばかりに七瀬さんがわたしの顎に指をかけて上向かせた。

　――え、この体勢って、もしかして……!?

「特別じゃなかったら、今ここに相沢さんはいないから」

　静かな声で、七瀬さんがそう言った。

　静かで、とても優しい声だった。耳に甘く、心に熱い。

　このままキス、されるんだろうか。期待にドキドキしていると、七瀬さんの顔が少し近づく。目を閉じる？　まだ早い？

「そ。特別、出来の悪い部下だよね。それから、特別、勘の悪い女。だけど」

「……だけど？」

「なんだと思う？」

　そこで止めないでください！

　焦じらされている気分なのに、幸せそうに笑う七瀬さんの笑顔で、胸がいっぱいになる。

　ところが――。

「愚鈍な相沢さんには教えてあげない」

　鼻先をツンと指で弾かれて、わたしは目をぱちぱちとしばたたいた。

　キスされるのかと思ったのに、結局こんなオチだなんて！

「なんて顔してるの。もしかして、キスされるかと思った？」

　いたずらな表情も、最近では見慣れてきた。七瀬さんがこういう顔をするときは、たいてい決まってわたしをからかっているときだ。

「意地悪な七瀬さんには教えてあげませんっ！」

　先ほどの彼の言葉を真似て言い返したけれど、きっとわたしの気持ちなんて筒抜けだと思う。七瀬さんはなんだってお見通しだから。

「へえ？　してほしいって素直に言ってくれるかと思ったのに」

「してほしいって言ったら、七瀬さんどうするんですか」

「してあげない」

　即答なところがさすがは七瀬さん。

　だけど、やっぱりこれは彼女扱いじゃないと思――。

　目の前には、七瀬さんの伏せた睫毛。そして唇にやわらかなぬくもり。

「ん……っ」

　唇が、ふさがれている。

『してあげない』って言ったのに、どうして？

「はい、おしまい」

　ちゅっと音を立てて、最後の名残が唇に残される。

　ソファに座っていてよかった。そうでなければ、キスだけでその場に座り込んでしまったかもしれない。

　甘い余韻に、わたしは何も言えず七瀬さんを見上げた。

「ねえ相沢さん、恋愛にはロマンティックとか、幻想とか、いらないから」

　七瀬さんがソファから立ち上がる。

　彼の髪が、照明の光で、キラキラ光って見える。それがますますドラマティックなのに、七瀬さんはそういうのを否定しようとしている。

「現実、見えてきた？」

「今は見えないです、無理」

　まだ唇に七瀬さんの温度が残っている気がして、指でそっと触れてみた。甘く腫れた唇は、ひどく敏感になっていて指先でなぞるだけでも心がうずく。

　もっとキスしたい。

　もっとキスされたい。

　もっと……七瀬さんに近づきたい。

「あーあ、そんないやらしい顔して、俺のこと誘うのやめてほしい」

　ソファから立ち上がった七瀬さんが、わたしを見下ろして微笑む。言われていることは恥ずかしいのに、七瀬さんの表情が優しくてうっとりしそうになった。

「い、いやらしい顔なんてしてません！」

「そう？　もっとしてほしいって顔に書いてあるよ」

「えっ!?」

　両手で頬を覆うけれど、書いてあるはずなんてなくて。

「ほら、書いてあったでしょ」

　七瀬さんは笑いながら、ベッドルームへ歩いていく。結局、いつだって七瀬さんにはかなわない。

「相沢さんが使う布団持ってくるから、しばらくそこで悶もだえてて。そのほうがおとなしくて助かるしね」

「もっ、悶えてないです！」

「はいはい、そういうことにしてあげるよ」

　……嘘だ。こんなの悶えちゃうに決まってる。

　ずっと、本当は心のどこかで不安だった。付き合ってからも、手を出してくれない恋人に、不安を感じないわけはないんだ。

　時間にしたら、そんなに長くなかったキス。

　舌を絡めるでもなく、ただ触れて軽く吸われただけの唇。

　だけど、どうしようもないぐらい、わたしの心のスイッチをぐいぐい押してしまう七瀬さんのキスを思い出すと心臓が痛い。

　結論、わたしは思っていた以上に七瀬さんのことが大好きだということ。別に自分の気持ちを疑っていたわけでもないけれど、自覚していたよりもさらに七瀬さんに夢中になっている。これでは、七瀬さんに想いが筒抜けなのも当然か。

「それで、いつまで浸ってるのかな」

　ベッドルームのクローゼットから出してきたらしい客用の布団をリビングに敷いて、七瀬さんは壁に寄りかかる。

「い、いつまでも！　です！」

　本当はもっとキスしたいけれど、なんて言って誘えばいいのかよくわからない。キスしてください、と素直に言えたらいいのに。

　そんなわたしの思いを知ってか知らずか、七瀬さんは口元に手を当ててあくびをひとつ。

「じゃあ、俺は先に寝る」

「ええっ!?　もう寝ちゃうんですか？」

「このまま起きてたら、相沢さんに襲われそうだから」

「襲いませんってば」

　言ってから、わたしはソファを下りる。

　そう、わたしは襲わない。だけど七瀬さんをほしいと思う気持ちは罪じゃないと思う。だって、好きなら当たり前のことだ。

「襲いませんから、あの、代わりに七瀬さんが襲ってください！」

　彼に手が届くところまで近づいて、わたしは勢いよく頭を下げた。

　自分でも、おかしなことを言っていると知っている。七瀬さんに呆れられるのも予想している。

　それでも、どうしても、七瀬さんがほしい。

「……そんな発言して、俺を誘うのはまだ早い」

　ぽん、と頭を撫でられて、気が抜ける。

　恥ずかしいのを我慢して勇気を出したつもりが、やっぱり七瀬さんの答えはＮＯだった。

　こうなったら、はっきりさせておこう。どうせすでに恥はかいた。今さら上塗りしたところで失うものはない！

「『まだ』ってことは、いつになったら七瀬さんを誘ってもいいんですか？」

「食い下がるね」

　ちょっと驚いたように、七瀬さんが目を見開く。

「だって、しない理由がわかりません！　好きな人とは、その……そういう関係になりたいっていうか、もっと近くにいたいって思うんです」

　七瀬さんは違うんですか？

　その気持ちを言外ににじませて、わたしは彼を見上げた。

「相沢さんの思う〝近くにいる〟っていうのは、心の距離？　それとも体の距離？」

「え、えっと、両方です」

「俺だって好きな女を抱きたい気持ちはあるよ。それを我慢するのは、相沢さんがただ流されて俺と付き合ってるんじゃないって信じたいから、かな」

　いつも完璧で、いつだって余裕綽しゃく々しゃくで、どんな局面でも平然としている七瀬さんが、信じられないくらい困った顔をしている。

　――それって、わたしが七瀬さんを好きな気持ちを信じてないの？

「それは……」

「ストップ。相沢さんは俺のことを好きだって言うんでしょ？　今、そう思ってるのは知ってる。だけど、流されやすい性格なのも事実だよね。付き合う前に言ったの、覚えてる？　問題を解決してからじゃないと付き合えないって」

　確かに覚えている。その問題がどういうことなのか、あのときのわたしはよくわからないままだった。そして今でも、河野さんの件をきちんとしたこと以外、具体的に何かを解決したとは思っていない。

「付き合って、うまくいかなかったから、じゃあ別れましょう、なんて俺はできない」

　まっすぐにわたしの目を見つめて、七瀬さんがそう言った。

　真剣なまなざしに、心まで射抜かれる。時間が止まったように、わたしは身動きできなくなった。

「急ぐ必要なんてない。お互いのことをちゃんと知っていきたいんだ。衝動じゃなく、愛情で抱きたいと思ってる」

　お互いのことを知る。それは、心も体も同時に進行するわけにはいかないんだろうか。そう思って、なんだか男女の立場が逆な気がしてきた。

　――わたしを、愛情で抱きたいって思ってくれてる、七瀬さん。

「え、えっと、じゃあ今は、ただの衝動で、それが愛情になったら……って、あれ？　ちょっと待ってください！　だとすると、七瀬さんは今、わたしを好きじゃないってことですか!?」

　思い至った結論に、血の気が引く思いがした。

　しかし、そんなわたしを見て、愛しの七瀬さんは大きなため息をつく。

「どちらかというと、俺には相沢さんのほうが愛情じゃなく衝動で動いてるように見えるけど？　ああ、そうか。俺の体だけが目当てだったんだ？」

「違いますっ！」

　ますますもって、男女の立場が普通と逆だ！

　二十六年生きてきて、『わたしの体だけが目当てだったの？』と尋ねたこともないけれど、『俺の体だけが目当てだったんだ？』と聞かれたのも初めてである。

「つまり、七瀬さんは……」

「うん？」

「わたしを焦らして楽しんでるってことですね!?」

　少なくとも、好きじゃないという結論よりはマシに思える。何より相手はドＳＥなのだ。

「うーん、どうだろう。相沢さんは俺のことをドＳだと思ってるみたいだけど、好きな女を抱きたい気持ちをここまで我慢できるって、ドＭの間違いじゃない？」

　何が楽しいのかわからないが、七瀬さんは笑顔で両腕を広げる。それは、抱きついていいよってサイン。

「……ドＭはないと思います」

　そっと彼の胸に頬を寄せると、あたたかな腕に抱きしめられる。

「じゃあ、相沢さんの期待に応えるために、もっと焦らしてあげないとね」

　やっぱりドＳＥじゃないですか！




　翌朝、七瀬さんの言葉を聞いて、わたしは色気のかけらもない自分を呪いたくなった。

「相沢さん、俺はね、わりと許容範囲の広い人間のつもりだったんだけど、君が蹴り飛ばしたタオルケットをかけ直してあげようとしたら、胸までＴシャツがまくれ上がった彼女に、欲情はできなかったよ」

　なかなか発展しないこの恋の原因は、もしかしてわたしにあるのかもしれない……。







第九章　あなたがほしい













　明けて翌週にはエアコンも直り、わたしは涼しい部屋を取り戻した。けれど、納期を一週間後に控えていては、終電にすら乗れない日が続く。

　七瀬さんのマンションに泊まったころが、最後の休息だった。それからさらに一週間、納期に向けて仕事に没頭する日々。七瀬さんとは、結局あのあとも特に何もないまま、ようやくシステムが完成したのはつい二時間前のことだ。

　そして、明日はいよいよ社内検査、略して社検が行われる。

　社検とは、納品に当たってクライアントに製品を確認してもらう検査のことを言うのだが、実際にシステムの動作を実演することが多い。

　今回はクライアントであるエディス社の関係研究者数名が検査に立ち会うことになっており、場所は我が社の会議室で行う。これについては、本来はエディス社でやるべきところを、先方にシステムの動作環境を整える時間が作れず、七瀬さんが白石さんと交渉してくれた結果だ。

　しかし、社検前夜の二十三時を過ぎても、プロジェクトのメンバーは全員社内に残っていた。

「相沢さん、確認用のデータが見つからないんだけど、どこに保存したの？」

「あのぉ、すいません、プリンター詰まっちゃったんですけどぉ」

「相沢さーん、定時起動のファイル設定、変えても大丈夫ー？」

「同じ資料、いつまで作ってるの。残りは何枚？」

　動作確認しているメンバーたちからの質問に答えながら、エディス社に引き渡す資料の残りを作成しているものの、まだ終わりは見えない。

「……七瀬さん、資料が終わりません」

　報告でも連絡でも相談でもない、ただの泣き言だとわかっていて、それでもわたしは上司にすがるしか方法を思いつかない。

「それ、続き引き取るから。相沢さんは、さっさと質問に答えてきて」

　連日の残業で、七瀬さんの表情にも疲労の色が見えていた。

　美しい顔に若干のクマができ、そのせいで凄みを増す絶対零度の視線。

「は、はい」

　考えてみれば、わたしよりも七瀬さんのほうが忙しいに決まっている。全体の作業を統括し、プログラムと資料のどちらも管理して、部下の泣き言にも付き合う。リーダーとは本当に大変だ。

　――わたしもやれるだけやらなきゃ。

　まずは河野さんが言っていたデータの保存場所を確認しようと立ち上がると、駆け寄ってきた新島さんが、両手を胸の前で組んでわたしを見上げてくる。

「相沢さぁん、プリンターどうしましょぉ」

　それは、わたしに言ってもどうにもならないです、新島さんっ。




　わたしは、七瀬さんの彼女。

　それを社内では誰も知らない。誰かに言いたいわけじゃないし、誰かに知ってほしいわけでもない。わたしと七瀬さんだけがわかっていれば、それでいいことだ。

　正直なところ、河野さんに知られるのも微妙だし、新島さんにバレたら別部署の人たちに広まるのも一瞬だ。

「二十七時になったら一度ミーティングやります。みなさん、明日の社検に向けてラストスパート、頑張りましょう」

　疲労を色濃くしたメンバーに、七瀬さんがいつもより明るい声でミーティングの時間を告げる。

「はーい」

　疲れていても明るい声で返事をしているのは市原さん。

　ＩＴ業界では、時刻の表記を二十四時間制で統一することが多いのだけど、その理由は二十四時を過ぎても仕事をしているせいではないかと思う。実際、今回も二十七時からミーティング、社検が始まる午前九時は三十三時だ。

　現在時刻は二十六時を過ぎたところ、社検開始まで、残り七時間弱。

　テスト項目はほとんどをクリアしたけれど、発覚したバグを、河野さんと高槻さんが中心になって修正している。

「相沢さぁん、プリントアウトしたの残ってましたよ」

「ありがとうございます」

　いつもなら、誰よりも早く帰ろうとする新島さんまでも残っている。

　不思議な気持ちだ。

　わたしは残りの資料をまとめるため、キーボードを打ちながら、プロジェクトの終わりを想像して少し感傷的になる。

　わたしは、成長できただろうか。社会人として、そして人間として、少しでも前に進むことができているといい。

　今までにもいくつかのプロジェクトに関わってきたけれど、ＳＥとして慣れない業務に必死で取り組んだ今回の案件は、感慨深いものがある。

　――まだ終わってないのに、今から泣きそうになってどうするの、しっかりしなきゃ。

　鼻の奥がツンとして、視界がにじみそうになるのを、奥歯を噛みしめてこらえる。

　そう、まだ終わっていない。明日の社検で問題が見つかったら、延長戦に突入だ。そうならないためにも――。

「相沢さん」

　不意に左側から声がかかる。そこに座っているのは、七瀬さん以外いないわけで。

「ちょっと、確認したい点があるから、休憩室で話しませんか」

「はい」

　神妙な表情の七瀬さんを見て、自然と緊張感が高まる。

　もしかしたら、何か重大な問題が見つかったのだろうか。どうしよう、どうしたらいいんだろう。

　七瀬さんのあとから休憩室に入り、後ろ手にドアを閉める。当然だけど、休憩室には七瀬さんとわたししかいない。こんな時間に残業しているのは、今回のプロジェクトに関わっている人だけだし、そのメンバーはみんな、今必死に社検の準備をしている。

「あの、確認したい点って……」

　一分一秒でも惜しい。わたしはおそるおそる七瀬さんを見上げた。

「そんな泣きそうな顔して仕事されると、気が散って困るんですけど」

　ここへきて、仕事そのものじゃなく、わたしの態度へのダメ出し!?

「泣きそうな顔なんて、してないですよ」

「そう？」

　両手で前髪をかき上げ、七瀬さんが天井を仰ぐ。

「……泣きそうに、見えました？」

　本当は、少し泣きそうだったのを見抜かれて恥ずかしかった。だけど、自分がなんでこんなにせつなくなっているのか、わたしにもよくわからない。

「うん、泣きそうに見えた。集中できないから、やめて」

「すみません」

　わたしは上司の集中力を奪う、ダメな部下。いつになったら、七瀬さんに信頼してもらえる戦力になれるのやら。

「違うよ」

「え？」

　意味がわからなくて、思わず首を傾げる。泣きそうになっているわたしに、注意をしているのではないのだろうか。

「つい、かまいたくなるでしょう」

　ふっと息を吐いて、七瀬さんが優しく微笑む。

　睡眠不足に、仕事疲れ、化粧も半分ぐらいは落ちてしまっている。

　そんな情けないわたしに、七瀬さんが微笑みかけたのは、きっとここまで頑張ってきたご褒ほう美びだ。普段がそっけない分、余計に嬉しくなる。仕事中なのに、こんなに胸がきゅんとせつなくなっていて、いいんでしょうか!?

「俺は、相沢さんを泣かせたいわけじゃないから」

「ま、前に泣かせたじゃないですか！」

　プロジェクトが始まったばかりで、まだ七瀬さんがただの上司でしかなかったころ。

　わたしは七瀬さんの言葉に泣いてしまった。もちろん、あれは泣かせようとして言ったことではなく、自信を持てないわたしを励ましてくれたのだけど。

「ああ、そんなこともあった。相沢さんって泣くと鼻の頭が赤くなって、子どもみたいでかわいいよね」

　――それ、言外に『また泣かせたい』って言ってませんか!?

　ムッとして睨みつけると、七瀬さんがよしよしとわたしの頭を撫でてくる。

「どうしてこんな男が好きなのかな、相沢さんは」

「どうして、って……」

　七瀬さんの少し薄い唇が好き。大きな手が好き。冷たく見えて、じつは優しい目も好き。声も、背中も、疲れたときの表情だって好き。

　好きな部分を列挙するのは簡単だけど、どうして好きなのかと言われても『好きだから好き』としか言いようがない。わたしはただ、七瀬さんが七瀬さんだというだけでじゅうぶんで、どうしようもないほど七瀬さんが好きだった。

　でもなんで、社内でこんな話になってるんだろう。

「まあ、相沢さんはどうか知らないけど、俺は相沢さんのことが好きだから、泣きそうな顔されると気になって仕事が手につかなくて迷惑なんだよ」

　――『好き』とか言いながら、無表情に睨みつけるのはやめてください。

　なんて心の中で茶化してみても、七瀬さんがわたしを好きだと言ってくれるたびに胸があたたかくなる。

　どう好意的に見ても、今の七瀬さんは愛を語る表情ではないけれど、そんなところも好きだから、わたしもたいがいどうかしている。

「ちなみにあと十時間もすれば、社検も終わりだから、まだ泣くのは早いよ。通らなかったら、明日の今ごろもこうしているかもしれないんだし」

　甘い愛に浸っていたくても、現実は無情である。

　そして七瀬さんの冗談は相変わらず、冗談なのか本気なのかわからなくて……いや、今のは冗談だと信じたい。

「冗談ですよね？」

「冗談なわけがないでしょう」

　目の前が真っ暗になった。わかっていたことだけれど、社検で落とされることはある。

　今回の地獄スケジュールを考えれば、白石さんが『じゃあ、明日までに直しておいてね、よろしく』と言いだすのもありうる話だ。

　絶望的な事態に、わたしはその場にしゃがみ込みたくなった。

「……ああ、納得した」

　七瀬さんが小さな声でひとりごとのようにつぶやいた。

　何に納得したのかわからず、わたしは問いかけるような視線で七瀬さんを見つめる。

「俺ね」

「はい？」

「俺と関係ないことで泣きそうな相沢さんを見るのは、嫌なんだ」

　逆に言えば、自分のせいで泣きそうになっているわたしを見るのは、嫌じゃないと言っているのだろうか、このドＳＥは……。

　わたしの感情はエレベーターではないので、たやすく上げたり下げたりしないでほしい！

「うん、そういうことか」

　ひとつ伸びをしてから、七瀬さんは満足そうにうなずいている。

「ちょっと、待ってください。わたしは納得できないですよ！」

「いいよ、俺が納得できたから」

　微笑みがさっきと違って、どこかおそろしいのはどうしてだろう。

　わたしは七瀬さんに泣かされるより、七瀬さんに愛されたいだけのはずなのに。

「明日、社検通ったら、相沢さんち行くよ」

「……話に脈絡がありませんけど、どうして急に？」

　今の話の流れで、どうしてそうなった。

「この間、うちに招待してあげたでしょう？　今度は相沢さんの家に泊めてよ」

「とっ……」

　泊めて、って。

「うん、そうしよう。じゃあ、俺は先に戻るから」

　そう言って七瀬さんは、わたしにプリントアウトしたＡ４用紙を差し出す。

「さっき引き取った分の資料、チェックしてあるから、それ見てから戻ってきて」

「あ、はい」

「じゃあ」

　長い足ですたすたと七瀬さんが休憩室を出ていく。

　ひとりになると、今の数分間がなんだったのかわからなくなった。

　とりあえず手元の資料に目を通してみるけれど、頭の中で先ほどの七瀬さんの声が響くばかりだ。

『今度は相沢さんの家に泊めてよ』

　……心臓、壊れそう。こんな状態で明日の社検、大丈夫なんだろうか！




「おはようございます。今日はよろしくお願いしますね」

　翌朝、時計の針が九時を指すより少し早く、エディス社の白石さんが研究員の男性三人と来社した。会議室にはプロジェクタとノートＰＣをセッティングしてある。社検の準備は整っていた。

　それにしても、白石さんからは本当に手入れの行き届いた女性らしさを感じる。

　さらさらの髪に、細身のパンツスーツ。上品なヌードピンクのフレンチネイルに、華きゃ奢しゃなヒールのパンプス。顔の造形が美しいだけではなく、女としての努力をたゆまなく続けているのがはた目にもわかる。

「相沢さん、おはようございます」

　艶やかな笑みを向けられて、わたしも慌てて頭を下げる。

「おはようございます」

　完璧なデキる女コーデの白石さんに対し、わたしは一睡もしていない徹夜系女子である。化粧は直したけれど、疲労の残る表情までは隠せない。隣に並びたくないと願うばかりだ。

「あ、市原くん、久しぶり！」

「白石さーん、お久しぶりですー」

　そうだ、そもそも白石さんが以前に七瀬さんと同棲していたことを、市原さんは知っていた。顔見知り……いや、ずいぶんと親しげだ。

「相変わらず年齢不明っすねー」

「君も相変わらず失礼ね。女性に年齢のことを言うんじゃありません！」

　笑い声が聞こえて、わたしはうつむいた。

　七瀬さんの、恋人だった人。

　わたしみたいな扱いはされていなかったんだろうし、同棲するほどお互いを必要としていたんだ。

　――う、うらやましい……！

　わたしも七瀬さんに、もっと恋人として身近に置いてほしい。そこで、休憩室での七瀬さんの言葉が脳裏によみがえる。

『今度は相沢さんの家に泊めてよ』

　つまり、今度こそそういうつもりなのかもしれない。前回のお泊まりから、七瀬さんの中で何か変化があった可能性もある。ますますわたしを好きになったとか、そういう……。

　期待するのはやめよう。自分がむなしくなってきた。何より今は、目の前の仕事に全力で取り組まなければ。

「相沢さん」

　急に背後から七瀬さんの声が聞こえて、わたしは顔を上げる。

「はい」

「準備はどうですか」

「大丈夫……だと思います」

　万全を期してはいるものの、胸を張れるだけの自信はない。

「よろしく。動作確認の操作は相沢さんにお願いします」

「は……はい……」

　社検では、クライアントの前で実際にシステムの動作を見せる。

　プロジェクタでスクリーンに画面を投影して、そこで操作をするのだ。

　以前に、ほかの人がその担当をするのを見たことがあるけれど、結構説明が多くて大変そうだった。

「七瀬さんも、一緒ですよね」

　すがるような目で、彼を見上げる。

「一応いますが、問題が見つかった場合は即修正に行くのであてにしないでください。自分ひとりで全部説明するんだと、覚悟を決めて」

「……はい」

　もちろん七瀬さんがいるからといって、何かしてもらえるとか、頼っていいと思っているわけじゃない。そういう意味では、市原さんだっていつも助けてくれるし、信頼できる上司だ。

　それでもわたしは、七瀬さんにいてほしかった。

「大丈夫、できるから」

　肩に手を置かれて、いつもより優しく言われたのに、わたしは不安だった。

　寝不足のわたしにそんな大役が務まるんだろうか。

「堂々としていればいい。落ち着いたふりです」

「わかりました」

　わたしはわたしにできることを、丁寧にこなしていくしかないんだから。




　社検が始まり、案の定、システムには問題が残っていた。

　白石さんの鋭い指摘に、わたしはタジタジになりながらも懸命に説明と操作を進めていく。途中で緊急の修正箇所が見つかったりもしたけれど、なんとか時間内に直すことができて、かろうじて検査は合格！

　週明けにエディス社の研究所に行って納入すれば、このプロジェクトも本当に終わりとなる。

　――長かったような短かったような……。いや、とにかく今は、ひたすら寝たい。早く帰って、シャワーを浴びて……。

「相沢さん」

「は、はいっ」

　急に名前を呼ばれて、わたしは面食らいながら振り返る。会議室の入口に立っていた白石さんが、にっこりと微笑んだ。

「これからもよろしくお願いしますね」

「はい、こちらこそよろしくお願いいたします」

　――ん？　これからも？

　納入にはわたしも行くから、そういう意味だろうか。あるいはただの社交辞令。

「頑張ってる女性を見ると、心の栄養をもらった気になります。今日は本当にお疲れさま。無理な納期だったのに、いいシステムを作ってくれてありがとう」

　白石さんは言い終えるとわたしの肩に手を置いて、ゆっくりうなずいて見せる。

　何か言わなくては。そう思ったけれど、睡眠不足の頭が考えをまとめるより早く、白石さんの手が離れていった。

「さ、帰るわよ。戻って研究内容の確認から！」

　男性社員を引き連れて、白石さんが遠ざかっていく。ヒールのかかとがカツカツと小気味良い音を立てる後ろ姿を見送りながら、わたしはまだ少しぼんやりとしていた。

　白石さんは、厳しい面もあるのだろうけれど、仕事をしている姿がイキイキしていてとてもステキな女性だと思う。

　わたしとは、違いすぎた。

　もちろん、自分が白石さんと似ているとは思っていなかったけれど、七瀬さんと付き合っていた人だから、どこかしら共通する部分もあるのかもしれないと期待していたのも否めない。

　けれど、まったくもって違いすぎる。

　七瀬さんは、どうしてわたしなんかと付き合っているんだろうか。

　完璧すぎる彼女に疲れて、ダメな女を選んだ可能性に気づき、わたしはぶんぶんと首を横に振る。いくらなんでもそれはつらすぎる！




　徹夜明けの社員が午後は早退できるよう、七瀬さんが全員分の手続きをしておいてくれたと知ったのは、会議室の片付けをしているときだった。新島さんが教えてくれたのだが、彼女はどこから情報を収集してくるのだろう。

「相沢さーん、おっつかれ！」

　席に戻ると市原さんが正面に座って、にこにこ笑っている。

「お疲れさまです。いろいろとご迷惑をおかけしました」

　市原さんは、いつも作業が遅れている人の分を引き受けて、全体のスケジュールにも気を配ってくれていた。それがどれほどありがたかったか、言葉では言い表せない。

「今日はゆっくり休んでねー」

「はい！」

「あ、それと、明日も代休とれるけど、どうするー？」

　代休という単語を、今ほどすばらしく感じたことがあっただろうか。

　休日出勤が多かったから、代休はずいぶんたまっている。今こそ消化のときだ。

「とりたいです！」

　七瀬さんが今夜泊まりに来るんだから、明日を休みにしておいたほうがいいかもしれない。甘い妄想が、ただの勘違いで終わるだろうということは、わたしだってわかっている。それでも期待したくなるのは、恋ゆえに！

「じゃあ、帰る前に代休申請して帰ってね」

「はい」

　急いで申請書類に必要事項を打ち込んでプリントアウトしようとしたが……。

　って、またプリンター詰まってる！




【十八時ごろに着く予定です】

　帰り道の途中で七瀬さんからメールが来て、わたしは半分寝ぼけながらもこれが現実であることに感謝した。

　マンションに帰り着くと、睡魔と闘いながら掃除機をかける。それが終わったら着替えて買い物を済ませ、料理の下ごしらえをしている途中で夕立が降り始めた。

　アスパラとスモークサーモンの冷製パスタに、バゲットのガーリックトースト、ヴィシソワーズも準備して、あとはシャワーを浴びるだけ！

　十七時五十八分、髪を乾かしていると玄関のチャイムが鳴った。

　どうしよう、メイクもしていないし、服もルームウェアのワンピースだ。七瀬さん、もう少し待っていてくれたりしないだろうか。

　しかし、折しも外は強い夕立の雨音が響いている。こんな天候の日に外で待っていてくれとは言えるはずがない。

「はーい！」

　わたしは覚悟を決めて玄関へ向かった。

「……お待たせ、しました」

　玄関を開けると、黒いＴシャツに、細身のジーンズ姿の七瀬さんが傘をたたんでいるところだった。

「雨、すごいですね。濡れませんでしたか？」

「俺より、相沢さんのほうが濡れてるよ」

　そっと髪に触れられて、わたしはびくりと肩を震わせた。髪の毛には神経が通っていないのに、七瀬さんに触れられると背筋がぞくりとする。

　胸の奥に隠した欲望を悟られたくなくて、わたしは急いでスリッパを出した。

「どうぞ、上がってください」

「ああ、ありがとう。でも、髪乾かさなくていいの？」

「自然に乾きますから！」

「……だから傷むんだよ」

　確かに最近、毛先がちょっと危険なのだが、七瀬さんの観察眼はどうなっているのだろうか。女友達だって、そんなところまで気づきはしない。

　七瀬さんは室内に入ると、部屋の中心でぐるりと回って、全体を確認する。前回はそれほどじっくり見ていなかったように思うけれど、何か変化はあるのだろうか。

　七瀬さんの豪華マンションに比べれば、なんの変哲もない部屋だ。六畳のフローリングに、パソコンデスクとベッドとブックシェルフとテレビ、部屋の中央にはローテーブルがあって、申し訳程度に小さなクッションがふたつ。残念ながらソファを置くスペースはない。

　よく見れば掃除の行き届いていないところがありそうで、わたしは慌てて七瀬さんの目の前に立った。視界をさえぎるために。しかし悲しいかな、わたしの身長では七瀬さんの目線に届かない。

「あの、何か飲みますか？」

「じゃあ、冷たい飲み物を」

「はい」

　グラスを出して、冷蔵庫からミネラルウォーターを取り出す。お茶も準備してあるけれど、七瀬さんは自宅でミネラルウォーターを飲んでいたから。

「どうぞ」

「ありがとう」

　ベッドに腰かけた七瀬さんは、、長い足を組んでいる。

　いつもの自分の部屋なのに、七瀬さんがいるだけで雰囲気がガラリと変わって見える。

　思わず見とれていると、七瀬さんが眉をひそめた。

「座らないの？」

「座ります」

　わたしはフローリングに座ろうと、自分のグラスをローテーブルに置いた。そのまましゃがもうとしたところで、七瀬さんに左腕をつかまれた。

「隣、座ればいいでしょ」

「あの、そうなんですが、お風呂上がりですっぴんなので……」

　だから、あまりそばで見られるとちょっと恥ずかしい。

「だから？」

「だ、だから、その」

　七瀬さんは、わたしの腕をつかんだままで、返事を待っている。

　これは、隣に座れってことだ。

　ただし、わたしはすっぴんなうえ、ノーブラで部屋用のワンピースを着ただけの女。とてもじゃないけれど、七瀬さんに似合うとは思えないが、逆らい続ける理由を説明しにくい。結果、諦めてベッドに腰を下ろす。

「帰ってから少しは眠った？」

「あー、いえ、寝てないです。七瀬さんは？」

「少し寝てきたよ」

　七瀬さんの来訪があるとわかっていて、何もせずに寝ているなんてわたしには無理だった。たとえ準備が整っていたとしても、緊張して眠れなかったと思う。

「今日はお疲れさま」

「ありがとうございます。あの、七瀬さんもお疲れさまです」

　ブラジャーをつけていないと、ひどく胸元が心もとない。仕事から帰ってきて服を脱いだときの解放感は最高なのに、今はちょっと窮屈なブラジャーが恋しい。

　――それに、七瀬さんにノーブラなのを気づかれたら、やる気ありすぎだと引かれそうだし……。

　何か話題はなかったか、と今日の出来事を必死にさらっていく。七瀬さんとの共通の話題。

「白石さんとは、話しました？」

　確かに共通してはいるが、なぜよりによってその話題を口にしたのか。極度の疲労のせいだ。

「話したよ。クライアントと話さないなんておかしいでしょ」

「いや、ほら、久しぶりねー、とか……」

「この間も打ち合わせで会ったのに、何が久しぶりなの」

　これはダメだ、口を開くと余計なことしか言えない。だったら置物になったつもりで黙っていたほうが――。

「じゃあ、相沢さんは？」

「へ？　わたしですか？」

　白石さんとは普通に挨拶をしたけれど、そういう意味ではなさそうだ。

「相沢さんは、元カレと会っても挨拶しないの？」

「うーん……、状況にもよりますが、挨拶ぐらいはしますね」

「それと同じでしょ」

　ふいっと窓の外に視線を移動して、七瀬さんがわたしに背を向ける。

　表情が見えないと、何を考えているのかわからない。

「あのさ……見ないから、着替えたら？」

　唐突な七瀬さんの言葉に、目が点になった。部屋着のワンピが気に入らないと言う人ではない。むしろ、自宅で異様に着飾ってお出迎えをしたら冷たい目で見られそう。そんな七瀬さんが、着替えを促す理由は……。

「俺が来たから急いだんでしょう？　下着ぐらいはつけたほうがいいと思うけど」

　――ああ、やっぱりバレてた！

「急せかしてごめんね」

「違います、七瀬さんのせいじゃないんです！　わたしの準備が遅いせいなんです！　あと、誘ってるつもりとかでもなくて……」

　慌てて立ち上がると、ぐらりと視界が揺らいだ。ローテーブルの脚につまずいて、転びそうになる。

　危ない、と思った瞬間、体が後ろから引き寄せられた。

「……自分ちで、転ぶなよ」

「ありがとうございます」

　右脇の下から、七瀬さんの右腕がわたしの体を抱き抱えている。何か奇妙な感覚に、彼の手を凝視して数秒。

　――七瀬さんの手が、胸を鷲づかみにしてるんですけど!?

「こういうことになったときに」

「え、えっ？」

「俺だって、抵抗しにくいんだよ」

　七瀬さんの手に、ゆっくりと力が入る。

　布一枚で隔てられただけでは、わたしの体の反応が全部七瀬さんに伝わってしまう。

「な、なせ、さん」

「そんな期待した声で、呼ばない」

　そう言いながらも、七瀬さんがわたしを背後から抱きしめた。首筋に息がかかって、わたしの背中が、七瀬さんの胸に密着する。

「あ、あの！」

「こういうことを、相沢さんは望んでいるってことだよね」

「それはそのとおりですが、ちょ、ちょっと急かなと……んっ……！」

　ワンピース越しの胸を、七瀬さんの指先が撫でた。それだけで首筋までぞくりとしびれる快感が駆け抜ける。

「はい、じゃあ、着替えて」

　パッと手が離されて、わたしはもどかしさを抱えたまま、せつなさに身を焦こがす。

「あの、七瀬さん？」

「しませんよ」

「え……」

　それほどわたしの体は魅力がないのだろうか。さすがに、ここでやめられるのは落ち込む。けれど、そんなわたしを見つめて、七瀬さんが小さく笑う。

「まだ、ね」

「ま、まだ、って……」

　動揺し切ったわたしを尻目に、七瀬さんがベッドに横たわった。そして、両手で目を覆う。

「目閉じてるし、こうしていれば見えないから。さっさと着替えて」

「はいっ」

　今度はきっちりブラジャーをつけて、マキシワンピにカーディガンを羽織る。これなら露出も低いし、清楚っぽく見えるかもしれない。ついでなので、いい加減乾いてきた髪をアップにする。

　準備しておいた冷たいパスタとガーリックトースト、ヴィシソワーズをローテーブルに並べてから、七瀬さんと向かい合って食事開始。

「相沢さんは、自分に何が向いてるのか考えることある？」

「え、何が、っていうのは」

　トーストを口に入れて、七瀬さんがうなずく。仕事について聞かれたのだろうか。

　だとすれば、プログラムはあまり得意じゃない。かといって、全体の取りまとめも苦手だ。比較的得意そうなのは、謝罪……？

「お叱りを受け止めるのは、向いてるかもしれません」

「は？」

　怪訝そうな表情で、七瀬さんがわたしを睨む。

「いえ、誰でもできることかもしれないですが、クレーム対応とか、クライアントのお怒りをおとなしく聞いているのは、向いてるかなって思うんですよ。昔は、黙っていれば気の弱い子に見えると親にも言われていまして……」

　適当に言ったのではなく、それなりに考えての発言だったことを必死で説明していると、七瀬さんは納得した様子でうなずいた。

「ああ、そういうこと？」

　七瀬さんが尋ねたのは、別の意味だったらしい。

「仕事の話じゃなくて、自分にはどういうものが向いているか考えることがあるかって意味」

「仕事じゃなく、ですか？」

「そ」

　仕事以外で、向いているってなんのことが当てはまるのかわからない。

「七瀬さんの彼女には、向いてないですか？」

「なんで？」

「やっぱり、白石さんみたいにステキな女性のほうが、そりゃお似合いだと思いますし」

「どれだけ彼女と俺をくっつけたいのかな、相沢さんは」

　うんざり顔でため息をつく七瀬さんを見ていると、気持ちがしゅんとしぼんでいく。

　七瀬さんと白石さんが並んだら美男美女、いかにも仕事のデキそうな大人のカップル。だけど、隣にいるのがわたしでは、そうは見えない。

「白石さんと七瀬さんだったら、きっとすごく、わたしの想像もできない会話とかしてるんだろうなって思って。今だって、わたしはきっと七瀬さんのこと、イライラさせてるだろうし」

「別にイラついてないけど。じゃあ、相沢さんのイメージする俺と白石さんは、どんな会話してるのか教えてよ」

　想像もできない会話って言ったはずなのに、それを具体的にイメージしろと言われても困惑する。

　たとえば政治とか経済とか、そういう話題だろうか。でも、ふたりとも譲らないところがあるから、意見が対立したりして――。

「えーと、ディベートとかしてる感じ……？」

「ディベートなんて、付き合ってる女としないでしょ、普通」

「ただのイメージですってば！」

「じゃあ、しようか」

「はい？」

「ディベートしてみればいいじゃん。それが相沢さんの思う、俺の恋愛なんでしょう？」

　気分を害してしまったのかと思い、不安になって七瀬さんを見上げると……なぜか、笑顔だ。もしや七瀬さんはディベートが好きなのだろうか。

「テーマは、そうだな。俺と相沢さんはセックスをすべきかどうか」

「あ、あの！　七瀬さん!?」

「自分の意見をそのまま説明するのはつまらないな。どうせなら、逆の意見を言うことにしよう。俺はセックスすべき派、相沢さんがセックスすべきではない派ね」

「待ってください。その、急すぎてアレですし、食事には合わないテーマですよ！」

「相沢さんの想像する、俺の恋愛を実際にやってみようってことでしょ」

　そう言われれば、そうなのかもしれないけれど、何か腑ふに落ちない。しかも、テーマがおかしいと思う。

「二分ずつにしようか」

「えっ、本当にやる気ですか！」

「そうだよ」

　セックスをすべきかどうか。

　なんでそんなことを、まだしていない相手と討論しなきゃならないんだ。

「じゃあ、相沢さん先攻と後攻どっちがいい？」

「や、やりたくないんですけど！」

　わたしの言葉に、七瀬さんはまったく動じることなく、「じゃあ、俺が先攻で」と言った。結局、わたしが七瀬さんに逆らえるはずがない。

「こっち、来て」

　ぐいっと体を引き寄せられる。今までにない親密さで、七瀬さんがわたしの肩を抱いた。七瀬さんの隣に座らせられると、近すぎる距離に顔が熱くなる。

「ち、近くないですか？」

「言葉だけじゃもったいないでしょう」

　それも違うような気がするけれど、わたしは顔を上げられない。

「本当に相手を好きなら、セックスは愛情を確かめ合うのに有意義な行為です」

　唐突に頭上から聞こえてきた言葉に、わたしはドキリとしながら、フローリングについた左手で自分を支えている。

　緊張して、不自然な体勢でいるから、体におかしな力が入っているんだ。

「そもそも、セックスはなんのためにするのか。生殖活動という目的のもとに行う行為です。しかし、現代におけるセックスは避妊具の発達により、ただの生殖を目的とした行為ではなくなってきています」

　……どうしよう。

　好きな人の口から、こんなにも淡々とセックスについて語られる羽目になるとは考えたこともなかった。しかも想像以上に七瀬さんは真面目に語っている。

「愛情を言葉で伝えることには限界があり、互いの温度を知ることで、よりいっそう親密感が増していくのは、すでに誰もが知っていることです。わたしたちは愛する人となんの隔たりもなく、体を重ねることでその愛情を証明したいと願っているのではないでしょうか」

　いつになく、情熱的に聞こえてくる、七瀬さんの声。それだけで、わたしの心臓は痛いぐらいに早鐘を打っている。

「つまり、わたしは恋人である相沢沙智さんにこの想いを伝えるためにも、彼女を抱きたいと思います。また、彼女にもそれを求めてほしいと思っています。そのことが間違っているとは考えられませんし、互いの気持ちを知るうえでも、有効な行動のひとつだと考えています」

「あ、あの！　七瀬さん」

「何？　二分経ってないよ？」

　恥じらいと戸惑いを必死で抑え込み、わたしは顔を上げた。目の前に、七瀬さんの整った顔がある。切れ長の目に、楽しそうな光を宿して、彼はわたしを見下ろしていた。

「わざとわたしを恥ずかしがらせて、遊ばないでください……」

「どうして？　相沢さんが言ったんでしょう。俺は恋人とディベートとかしてそうだって」

「い、言いました。でもそれは、もっと環境問題とか、雇用問題とか、そういうテーマであって、このテーマはいかがなものかと！」

　いくらなんでも七瀬さんと白石さんが、セックスをテーマに討論し合っていたなんて、思っていない。

「あ、二分経っちゃった。じゃあ、相沢さんの番だ」

　抱かれていた肩から、七瀬さんの手がパッと離れる。

　わたしはどうしていいのかわからなくて、七瀬さんのすぐ隣で彼を見上げるばかりだ。

「ほら、相沢さんの意見、聞かせてよ」

　いつも、いつでも、七瀬さんは全部お見通し。

　だからきっと今も、わたしの本音を知っていてわざと逆の主張をさせようとしている。

　――だけど、嘘でも七瀬さんとすべきでない理由なんて言いたくない。

　小さく息を吸って、わたしは口を開いた。

「わたしは、七瀬さんとしたいです……。だから、たとえ七瀬さんに似合わないってわかっていても、ただ、好きだから、七瀬さんとしたくて、その」

「……続きは？」

　本来、わたしが言うべきは、セックスをすべきではないという論旨の発言だった。

　そうではないことを口にして、責められても仕方ないと思っていたのに、七瀬さんは少しかすれた声で続きを促す。

「七瀬さんにも、したいって思ってほしいです。しないって宣言されるたび、やっぱり悲しいって思ったし、そこまでの価値もないと思われているのかな、って」

「こっち、向いて」

　互いの視線が、まっすぐにつながる。

　七瀬さんの目には、今この瞬間、わたしだけが映っていた。きっとわたしの目も、同じように七瀬さんだけを映しているんだろう。

「続き、言ってよ」

「だ、だから、似合わなくても、七瀬さんさえ認めてくれたら、それでいいのにっていうか、七瀬さんとお付き合いをしているので、七瀬さんにだけ、認めてほしいと思ってい――」

　語尾が途切れたのは、わたしの緊張のせいではない。その瞬間に、七瀬さんが軽くキスをしたせいだ。

「あ、あの」

「もっとしてほしい？」

　かすれた声で尋ねられて、わたしは即座にうなずいた。

「だったら、もっと俺をほしい理由を言ってよ」

「……ディベートじゃないけど、いいんですか？」

「ほんとさ、相沢さんのバカみたいに真面目なところ、嫌いじゃないよ。かわいいと思う」

　バカみたいとつくだけで、真面目はまったく褒め言葉ではなくなる。けれど、それでもかわいいと言われては、頬が熱くなるのも仕方ない。

「ほら、続き」

「え、えっと、わたしは、だから七瀬さんのことが」

「うん？」

「好きだから、してほしいんです」

「はい、よくできました」

　ぎゅっと抱きしめられて、頭のてっぺんにキスが落とされる。

　七瀬さんの決めたルールとはまったく違うことを言ったのに、どうして褒められたのかわからない。

「合格だから、続きをしてもいい？」

「続きって……」

「相沢さんのしたいことと、俺のしたいこと」

　合格の基準がわからないけれど、わたしは七瀬さんの胸に顔を押しつけたまま、こくこくと首を縦に振る。

「相沢さんは、俺に翻弄されてて。そういうところがかわいいから」

　心臓の音が、聞こえていた。七瀬さんもきっと、緊張しているんだ。

「顔、上げて」

　言われるがまま、わたしは彼の胸元から顔を上げて、七瀬さんをじっと見つめる。

「期待してる？」

「し、てます」

「素直なところが、愚鈍でかわいいよ」

　あれ、今褒められた？　それともバカにされた!?

「七瀬さんも、意地悪なところがステキですよ」

「……それはどうも」

　カーディガンを脱がされ、ワンピースの肩口があらわになる。

　ずっと待ち望んでいたはずだけど、いざ現実になると緊張して体がこわばる。七瀬さんの顔もまっすぐ見られなくて、大きな手ばかり見つめていた。

「おとなしい相沢さんって、調子狂う」

　くすっと笑って、七瀬さんがわたしの頭を撫でる。

「だ、だって、緊張します」

「うん、知ってる。じゃあ、服を脱がせる間、相沢さんの知りたい話をしようか」

　――わたしの知りたい話？

　そっと体がベッドに倒された。

「どうして急にこんなことになったのか。あれほどしないと言っていたのはなんだったのか。知りたくない？」

「しっ、知りたいです！」

「じゃあ、目を閉じて。今から相沢さんは眠り姫なので、王子の口づけなしで目を覚ましちゃダメだよ」

　言われるままに目をつぶると、七瀬さんがわたしの顔の両脇に手をついたのがわかった。ぎしりとベッドがきしむ。

　七瀬さんの前髪が、わたしの額に当たって、ゆっくりとまぶたにキスが落ちてくる。

「ん……」

「俺は相沢さんのイメージする自分でなくなったときに、相沢さんに拒まれるのが怖かったのかもしれない」

　それは、初めて聞く声だった。いつだって冷静で何事にも動じない七瀬さんなのに、ひどく静かで小さな声。

「だから相沢さんに理由を押しつけて、解決できない問題を提示して、逃げてたんだと思う。付き合うこともそうだし、こうして抱くことも」

　――逃げてた？　七瀬さんが？

　意味がわからなくて、思わず目を開けそうになると、大きな手がわたしの目元を覆った。

「こら、眠り姫は勝手に目を開けない」

「で、でも」

「もう少し、いい子にしていて」

　目隠しをされたままで唇のはしにキスされると、言い知れぬせつなさがこみ上げる。心臓がドキドキして、見えないからこそ七瀬さんの次の行動が気になってしまう。

「相沢さんは素直で、どんなに厳しくしても盲目的に上司としての俺を慕ってきてくれた。それがかわいいのは当然だろ。クライアントに無理を言われても、厄介な雑用ばかりやらされても、いつも相沢さんは空回りするくらい頑張ってた」

　そんなふうに見ていてくれたなんて、知らなかった。

　わたしは七瀬さんにすれば、手のかかる部下でしかなかったし、実際その手の発言は何度も聞いている。

　ワンピースの肩かた紐ひもがずらされて、するすると脱がされるのを感じながら、わたしはぎゅっと目を閉じていた。

　七瀬さんの気持ちをもっと知りたい。

　体も心も、七瀬さんとひとつになりたいと思うから。

「抱いたら、きっと手放せなくなる。それが怖かったんだ。もしも相沢さんが、イメージの中の俺と本当の俺の違いに気づいて幻滅したら？　そのときになって、俺だけが夢中になっているなんてごめんだ」

「そ、そんなことにはなりませんよ」

「うん、今ならわかる。あんなに必死に俺としたいって言ってくれたからね」

　脇の下から背中に回された七瀬さんの手がブラジャーのホックをはずすと、ストラップレスのブラジャーは簡単にわたしの体から離れていく。胸が空気に触れて、恥ずかしさで息が詰まる気がした。

「俺は普通の男だよ。相沢さんがどう思ってるかは知らないけれど、好きな子に意地悪したり、困らせたり、それでいて俺だけに笑いかけてもらいたいと思う、ごく一般的な男。相沢さんのヒーローにはなれないけど、それでもいい？」

　わたしが盲目的に七瀬さんを好きでいたことが、もしかしたら彼を苦しめていたのかもしれない。仕事の面で、七瀬さんは完全無欠な上司だった。どんなときでも部下を守り、納期に間に合わせ、プログラムを書けば正確で、資料を作るのもお手のもの。

　そんな七瀬さんにあこがれたのは嘘じゃない。

　だけど、それだけだったら好きにはならない。

「わたしのイメージの七瀬さんと、現実の七瀬さん、どちらかを選べって言われたら、わたしは現実の七瀬さんを選びます。わたしの知らない、普通の男の七瀬さんを教えてください……」

　そっと彼の手をどけると、わたしは目を開いて七瀬さんを見つめた。

　眠り姫は王子さまの口づけがないと目覚めない。だけど待っているばかりで、王子さまに迷惑をかけるのはもう嫌だ。

　彼の肩に両手をかけて、上半身を起こす。わたしからキスしてもいいですか？

「ん……」

　七瀬さんは何も言わずに、わたしの体を抱きしめてくれた。

　素肌を撫でる手のひらは優しくて、激しさを増すキスはせつなくて、ただひたすらに七瀬さんを愛しいと思う。

「ありがとう」

　唇が離れたとき、七瀬さんはそう言って微笑んだ。わたしの大好きな笑顔で。

「じゃあ、そろそろ本領発揮させてもらおうか」

　七瀬さんの声が、いつもの意地悪で甘くて、だけどクールで自信に満ちたものに変わる。

　――ハイ？　本領発揮とは……？

　ベッドに押し倒され、わたしは突然の彼の変化に追いつけない。

「あっ」

　胸元に、七瀬さんの唇の感触。反射で背が反り、腰が揺らぐ。

「や、七瀬さ、ん、恥ずかしい」

「恥ずかしくないよ。だって相沢さんはずっとこうされたかったんだよね？」

　それはそうだけれど、さっきまでの謙虚な七瀬さんはどこへ行ったのですか！

「ん、あの、ま、待ってください」

「もう待たない。限界だよ。上司ごっこも飽きた」

　ごっこも何も、七瀬さんは正真正銘、わたしの上司だ。

「出来の悪い部下兼恋人なんて、持つものじゃないな。好きになるほど、分が悪い」

「あ、あの」

「相沢さんは現実の俺を選んでくれるんでしょ？　だったら、遠慮しない。覚悟してね」

　考える隙さえ与えず、七瀬さんはわたしの体を抱きしめる。

　裸の胸がぴったりと密着する。キスの間に七瀬さんは服を脱いだのだろうか。それにしては早すぎる！

　唇を指先でなぞられて、恍こう惚こつにも似た光がわたしの心を支配する。

「覚悟、します……」

　開いた唇に、指とは違う感触があった。彼の舌だと気づいたときには、肩に力が入り、わたしはびくりと震えていた。

「たっぷり味わわせて。相沢さんの全部」

　舌でわたしの唇を舐なめて、七瀬さんが悩ましいほどの低い声でささやく。次いで舌が入り込んできて、その動きに体の芯がうずくのを感じる。

　唇は、食事をするために、そして会話をするために、呼吸をするために――。

　だけどそのどれでも得られない快楽が、同じ器官に与えられている。軽く舌先が触れ合うだけで、泣きだしたくなるほど胸が痛い。

　キスするたび、もっとほしくなる。

　彼の唇が離れると、わたしは甘い吐息を漏らした。

　いつも知的な光をたたえて、わたしを萎い縮しゅくさせる七瀬さんの瞳が、優しくわたしを見下ろしている。

　細い首から、肩のライン。細身なのはわかっていたけれど、思ったより筋肉がある。

「好き、です」

　キスを繰り返すと、想いがこみ上げてくる。

　好きになったのがいつだったのか、うまく思い出せない。気づかなかっただけで、自覚するよりもっと前から好きだったのかもしれない。

「ん、あっ、七瀬さ、んっ」

　七瀬さんのふたつの手のひらが、胸のふくらみを包む。

　手のひらで軽く触れられているだけなのに、その手がかすめると胸の先が痛いぐらいに感じてしまう。両手が円を描くように、わたしの胸を撫でていた。

「あ、んっ」

「もっとキスさせて。それに、もっと好きって言って……」

　重なった唇から、甘く舌を絡める音が聞こえて、恥ずかしさに体中が火照ってくる。恥ずかしいのに、気持ちいい。

「……ん、んん」

　指で胸の先端をつままれて、わたしは弱く頭を振った。意図したわけではなく、自然に体が震える。七瀬さんに触れられていると、気持ちよくて自分が自分じゃなくなっていく。

　遠ざかる、遠い波の音。頭の中で何度も潮しお騒さいが響く。寄せては返す快楽の波が、わたしを翻弄するから、もう何も考えられなくなりそう……。

「こっち、おいで」

　脇の下に手を入れられて抱き上げられる。おいでも何も、七瀬さんがわたしを移動させているのに。

　そして、七瀬さんがベッドに背をつけわたしを抱っこする。七瀬さんをまたぐように足を広げられた体勢は、直視するにはあまりに恥ずかしくて。

「あ、や、やだ、恥ずかしい、です」

「これから、もっと恥ずかしいことをする予定なんだけど？」

　七瀬さんが体を下にずらす。彼の顔の上に、ちょうどわたしの胸があるのは、きっと計算済みだったんだろう。

「えっ、あ、やぁっ」

　両手をベッドについて、なんとか姿勢を保つわたしに、七瀬さんが下から吸いついた。すでに痛いほどに感じている胸の頂が、七瀬さんの唇で扱しごかれる。

「ああっ、ダ、ダメ、七瀬さん、んっ」

「ダメじゃないくせに」

「ダメです、あっ」

「大丈夫。優しくするから」

　言葉のとおり、確かに七瀬さんは優しい。その唇と舌は、わたしを甘く溶かしてしまう。

　もどかしいほどのやわらかな愛あい撫ぶに、わたしはおかしいぐらい感じていた。唇で右胸の先端を食はまれている間に、七瀬さんの左手はわたしの腰を撫でていく。くすぐったくて、気持ちよくて、わたしは何度も腰を揺らした。

「ん、あんっ」

「本当にダメなの？」

　指がわたしの入口をなぞる。

　気づけば、触れられるだけで彼の指を濡らすほどに、内部から愛情が溢れてしまっていた。

「相沢さん、本当にダメならやめるから、言ってよ」

「ダメ……じゃ、ない」

「だったらどうしてほしい？」

　その声が、わたしを狂わせる。

　いつもより優しくて、だけど情熱的にかすれた七瀬さんの声。聞いているだけで、心にひびが入りそうなほど、せつなくなる。

「し、てください」

「ずいぶん素直だね」

　わたしの入口が空気に触れると、その冷たさでいっそう意識してしまう。

　こんなに、熱くなっている自分を。彼を求めている体を――。

「ああっ、ん」

「そんなに締めたら、指も入らないよ」

「だ、って、あっ」

　わたしは必死に彼の頭を抱きしめた。

「苦しいから。はい、落ち着いて。そっちに仰向けになって」

「んん、ダ、メ……。動けない、です」

「はい、力抜いて。俺に寄りかかって」

　言われるとおりに七瀬さんに身を預けると、またしても天地がひっくり返った。

　そして、七瀬さんがわたしにのしかかり、体重をかけて抱きしめていて。

　狂おしいほど甘いキスで唇がふさがれた。しかもさっきより、ずっと濃厚にわたしを求める唇。

　この唇で、わたしは何も考えられなくなってしまう。そう思った瞬間に、右足首をつかまれて、膝を曲げて開かれる。

「ん、ん」

　恥ずかしい。だけど、気持ちいい。

　大きく足を開かれた格好で、再度、七瀬さんの指がわたしの中心に埋め込まれた。もう息ができない。キスで封じ込められた吐息が、鼻から抜けていく。

「……んっ」

　わたしは七瀬さんの両肩に、きつく爪を立てた。内壁をなぞる指が、口の中をまさぐる舌が、わたしを追いつめる。

「力、入れすぎだって」

　唇が離れると、艶のある低い声に笑いを含んで、七瀬さんがわたしの耳元でささやいた。

「ああ、失礼。そんなに感じやすいんだ？」

　失礼なんて言っておきながら、七瀬さんは指先で与える快楽を、引っ込めるつもりはないらしい。

「んんっ、ん、あ」

「このまま、イって。イク顔、見たいから」

「や、やだ、はずかし……っ」

「沙智」

　急に名前を呼ばれて、わたしはビクンと腰を揺らした。

　――このタイミングで、それはずるすぎるっ！

「かわいいよ、沙智」

「ああッ、ダメ、やだぁ、あっ、ん、んんっ」

　何もかも、わからなくなる。七瀬さんの指で、わたしの心が溶かされる。抉えぐられているのは、指の触れている場所じゃないんだ。

　もっと深く、もっとせつない、心の奥。

「もぉ、げんか、いっ……」

「いいよ」

　水音が、体の内側から聞こえてくる。大好きな人の指をくわえ込んだまま、わたしは快楽の果てに追いやられ、もう目を開けることもできない。

「あ、あっ、なな、せさんっ……」

　ぎゅっとしがみついて、背を反らす。集結した快感が一斉に解き放たれた。

　わたしは息もできなくて、ただ、七瀬さんを感じていた。

「特別、出来が悪くて、勘が悪くて、だけど……」

　まだ息が整わないわたしに、七瀬さんがキスをする。唇を重ねたまま、彼は淫みだらにささやいた。

「そんな沙智が好きだよ」

　薄れゆく意識の中、どこかでそんな声がした。それは、わたしの妄想だったのかもしれない。




　体が宙に浮いているみたいな感覚。実家で飼っているネコを思い出したのは、指先に当たるやわらかな毛のせいだ。

　ん、ちょっと、そんなとこ、舐めちゃダメだってば！

「……歳とし三ぞう、ダメ」

「トシゾウって誰？」

「え？」

「え、じゃなくて」

　目を開けると、七瀬さんがわたしの胸の上に……って、え、えっ？

「トシゾウは誰なの」

「実家で飼ってる、ネコです、茶トラの」

　わたしは早口で必死に説明した。誤解を招く名前なのは、新選組好きな父のせいだ！

「相沢さんは、ネコにこんないやらしいことさせてるの？」

　ちろりと出した舌が、わたしの胸の先を舐める。

「あ、あの、七瀬さんっ」

「なんですか。自分だけ満足して、ぐーぐー寝ていた相沢さん」

　……その言葉だけでわたしが今、間違いなく危機的状況にいるのがわかります！

「な、何時ですか、今」

「さあ、七時は過ぎてたけど」

「ちょ、ちょっと、七瀬さん、待ってください」

「もうじゅうぶん待った」

　音を立てて胸の先端が吸われる。起きた瞬間からこんなの、おかしくなる。

「ダ、メ……っ」

「起きるまで待ってあげようと思ってたけど、いつまで経っても寝てる相沢さんが悪い」

「そ、んな、こと」

「もう恥ずかしいことなんてないでしょう？　濡れた体を拭いたのも、どうせ俺なんだから」

　絶対、わざと言ってるに違いない。

　いくらなんでも、そんな言い方をされたらわたしが恥ずかしがるのなんて、七瀬さんはわかっているはずで。

「ん、んっ」

「無防備な寝顔ですり寄られて、俺が昨日からどれだけ苦行を強いられたと思ってるの。そろそろ限界だよ」

「あっ、ああ、や、待って、七瀬さ、ん」

「だから、待たないって言ってる」

　ぐいっと足をつかまれて、左右に広げられる。

　エアコンからそよぐ冷風。なのに、わたしは自分がひどく熱くなっていることに気づいた。

　昨日は、七瀬さんに指でされて、そのまま意識が途切れている。つまり、そこでわたしは眠ったということだろう。そうだとすれば、さっきの七瀬さんの言葉にも納得がいく。

「な、なな、な、なな、な」

「俺は七瀬なので、そこまで〝な〟は必要ない」

　子どものころに食べた駄菓子のパッケージみたいな、プラスティックの丸い小さなケース。その表側、フタ部分のはしを指先でつまみ、ぺりりとはがす。

「あ、あの」

「何？　つけないとまずいでしょ」

「い、いきなりすぎてっ、状況に追いつけないです！」

　わたしの言葉に、七瀬さんは、ほんの少しだけ微笑む。

　――え？　何、その優しい表情……？

「いきなりなのは気持ちだけだから。体はもうじゅうぶん準備できてる」

「ちょっ、ちょっと、それはいくらなんでも恥ずかしいんですけどっ」

「相沢さんは眠ってるときのほうが、素直でかわいいよ」

　かがみこんだ七瀬さんが、わたしのこめかみに唇をつける。

「ということで、心の準備もできた？」

「何が、『ということ』なんですかっ。え、あっ、んんっ」

　ゆっくりと、生あたたかい感覚が広がっていく。彼を包み込むわたしがあたたかいのか。それともこれは、彼の熱情の温度なのか。

「や、七瀬さ、ん」

「気持ちいい？」

「気持ち、いい……」

　内側から押し広げられる感覚に、わたしは目を閉じて彼の首に両腕を回した。

「それはよかった」

　冷静な声でそう告げて、七瀬さんは一気にわたしの中に愛情を埋め込む。奥深くまで届いた、七瀬さんらしくない強引な一撃で、全身が震えるほどの快感に揺らぐ。

「七瀬さん、は？」

「ん」

「気持ちいいですか？」

「大変気持ちいいですよ」

　耳元でささやかれて、ゆっくりと彼の腰が動き始める。

　抜き出されるとせつなくて。押し込まれると愛しくて。

　それは、まさしく愛情の行為なのだと実感できる。

　わたしは、この人が好きなんだ。好きだから、体を重ねているんだ、と考えなくてもわかる。

「気持ちいい、けど」

　わたしは静かに目を開けた。

　目の前に、大好きな人の顔があって、その目にわたしが映っている。

「すごくいいけど、足りないです」

「ずいぶん積極的な発言」

「ち、違う、そういうことじゃなくて、好きって言ってもらいたいなーって」

　上半身を起こして、七瀬さんが腰を密着させる。わたしは両手の行き場をなくし、シーツの上に腕を下ろした。

「俺が相沢さんを好きだって、まだわかんない？」

　その言葉だけで、わたしの内部がひくひくと震える。

「七瀬さんに、言ってもらいたいんです」

「好きだよ」

　心が、痙けい攣れんしているみたいだ。その言葉で、わたしが感じてしまうことも知っていたみたいに、七瀬さんが腰を揺らす。

「ん、あっ、あ、ああっ」

「相沢さんは？」

「す、き」

「聞こえない」

「好き、です」

「へえ？」

　――って、なんですか、その気の抜けた返事は！

　そう思って彼を睨もうとしたのに、急に強く激しく突き上げられて、わたしは両手で顔を覆った。

　ダメ、そんなにしたら、すぐ終わっちゃう。

　終わりにしないで。七瀬さんとずっとつながっていたい。

「もっと、言ってよ」

「ん……っ、あ、好き、七瀬さん……」

　自分でも赤面しそうなほど、甘ったるく響く声。

　こんなの、わたしじゃない。だけど、あなたを好きなのは本当のことだから、これもわたしの一部。

「あーあ、かわいくてムカツクなぁ」

「え？　え、あ、あっ」

「そういうかわいい顔するの、やめてくれる？　優しくできなくなるじゃない」

　どういう理屈か、はたまた屁理屈か。どちらにせよ反論する余力なんてない。わたしは快楽のゆりかごで、彼の思うがままに揺さぶられている。

　彼はわたしの腰をつかんで、繰り返し何度も内壁をこすり上げる。揺らされるたび、わたしは声をあげてシーツをきつく握りしめた。

　不意に、七瀬さんが動きを止めた。

「昨夜も言ったけど、俺はただの男だから」

　七瀬さんが右手で前髪をかき上げた。ぞくりとするほど、色っぽい視線。わたしはそれに目を奪われて、口を開いたまま、潤んだ瞳で彼を見つめる。

「嫉妬もするし、相沢さんをどんなふうに抱こうか、考えたりもしたよ」

「あ、あの、七瀬さん」

「誰かの思い描くイメージどおりになんてできない。俺は俺だ。こうやって、相沢さんを抱くことを、どれだけ考えたかわかる？」

「んんっ」

　深くつながった部分で、円を描くように腰をゆすられ、わたしは上半身をよじった。

「こうしたかった。ずっと、抱きたかった」

　七瀬さんが、またわたしの顔の両脇に手をついて、上半身を倒す。密着する、ふたつの心。抱きしめてほしくて、わたしは彼の背中に手を回した。

「あっ……、や、七瀬さ、んっ」

「沙智、早くイッてよ」

　耳元でその声は、反則だ。吐息交じりのせつなくて狂おしい、七瀬さんの声。

「俺のことも、イカせて」

「そんな、や、やらしいこと、言わないでくださ……っ」

「ああ、まだそんなに理性が残ってるんだ。いやらしいだなんて、思えなくしてやる」

　言うが早いか、七瀬さんはわたしの唇をふさいだ。絡み合う舌と、突き上げられる愛情の当たる場所。上下で連続する快感に、わたしは何も考えられなくなる。

「んっ、んん、ん」

　閉じたまぶたの裏で、光がいくつも弾けていく。まるで打ち上げ花火みたいに、だけど終わらない永遠の夏。

「ん……ッ」

　息苦しくて、わたしは泣きそうになりながら腰を揺らす。

　もう、これ以上どこにも行けない。

　わたしは七瀬さんの腕の中で、心の深いところからせり上がる快楽にのみ込まれていった。







第十章　ふたりの未来













　ひとつの案件が終わっても、仕事は続いていく。

　夏が終わり、秋が近づいてくるのを感じながら、わたしはオフィスの自席で窓の外を眺めていた。

「相沢さぁん、この報告書ってどこに出せばいいんですかぁ？」

　新島さんの声に、思わず頭を抱えたい気持ちを抑える。ついさっき説明したはずの報告書の提出先ぐらい、覚えておいてほしい。

「えっと、それはさっきも言ったんだけど……」

「相沢さん、忙しいー？」

　今度は誰だ！

　キッと振り返ると、そこには市原さんが立っている。

「お疲れさまです」

「次の案件のことで、少し話したいんだけど、今って難しいかなー」

　当然難しくない。というか、仕事が最優先だ。

「新島さん、報告書の件は河野さんに聞いてくれる？」

「はーい」

　わたしは市原さんにうなずいて見せる。これで手はあきました、の意を込めて。

「じゃあ、会議室ねー。はい、移動移動ー」

　市原さんにせっつかれ、わたしはせわしなく会議室へ向かった。

「遅い」

　そこで待っていたのは、七瀬さんと営業の佐伯さん。

　――いや、呼ばれてすぐ来ましたから！

　反論したいのをぐっとこらえ、頭を下げる。

「すみません、お待たせしました」

　謝罪してから、わたしは室内に入った。

「はい、こっち座って、相沢さん」

　市原さんに促されて、わたしははしっこのいすに座る。

『次の案件のことで』と市原さんには言われたけれど、上司三人に囲まれるなんて緊張する。しかも呼び出されたのはわたしだけ。もしかして、どうしようもなくキツイ現場にたったひとりで出向しろとか……？

「いやー、相沢さんの今回の働きを見て、もう少しＳＥ業務を続けてもらおうかということになってね」

　佐伯さんがおもむろに口を開いた。

「……は、はい」

　とはいえ、エディス社の件で言うなら、後半はほとんどの業務を七瀬さんがこなしていた。

「別部署で新しいプロジェクトが立ち上がるんだけど、相沢さんに参加してもらうことになったから、よろしく頼むよ」

　別部署？

　わたしは驚いて七瀬さんに視線を向ける。

「おめでとう、相沢さん。リーダーは新規ビジネスユニットの保ほ坂さかさんですから、安心して勉強してきてください」

「あの、わたしはユニット異動になるんですか？」

　社内でのユニット異動は時折あることで、ただの要員貸し出しであれば別ユニットのままで作業に参加することも珍しくない。

　だけど、こんなふうに呼び出されて、正式に別部署のプロジェクトに参加要請されるということは……。

「それも含めて検討してるんだけどねー。相沢さんが抜けると、うちのユニットとしても痛いからさー」

　市原さんの言葉に、ユニット異動をすることになるかもしれないという不安が強まる。

「長期プロジェクトなんですよ。なので、相沢さんには新規ビジネスに異動してもらったほうがやりやすいかもしれないねえ」

　佐伯さんが、穏やかな声で告げる。

「長期って、どのぐらいになるんですか？」

「現時点では、数年単位での作業の予定だったかな。そうだね、七瀬くん」

　佐伯さんに尋ねられ、七瀬さんがいつもと変わらない冷静な声で返事をした。

「そうですね。なるべく長期にわたって続けていきたい案件です」

　確かにそれならば、ユニット異動の話が上がってもおかしくない。

　わたしは、七瀬さんに助けを求めたい気持ちになる自分を叱しっ咤たする。ユニットが変わることぐらい、そんなに珍しいことでもないし、同じ社内にいるんだから七瀬さんに二度と会えないってことでもない。

「相沢さん、聞いてます？」

「は、はいっ」

　佐伯さんの声に、わたしはうっかり自分の世界に入りかけていたところを、引き戻される。

「ユニット異動するのは、確定ですか？」

　個人の希望でどうなることではないとわかっていても、わたしはそれが気になっていた。

「うーん、確定というわけでは――」

　返事をしかけた佐伯さんの言葉をさえぎるように、七瀬さんの声が響く。

「それは社で決めることです。相沢さんは、自分が長期プロジェクトでＳＥをこなせるかどうかを、まず考えるべきじゃないんですか」

　ごもっとも、です。

　甘えていたのは、わかってる。七瀬さんと市原さんに守られて、安穏とＳＥ風味なことをやってみたりしていただけ。わたしは、自分の力で業務をこなしてはいない。

「はい……考えます」

「考えたらできるんですね」

「いえ、その――」

「できなくても、仕事だからやってください」

　わたしはたたみかけられて、返事ができなくなる。

　それはもちろん、仕事だからやる。断るつもりなんてない。ただ、やる気はあるけれど、実力が伴ってないだけだ！

「あのねー、相沢さんはたぶん今、自分のこと何もできないー、どうしよー、って思ってるでしょ」

「そうですね……」

　わたしは市原さんにうなずいて、そのままうつむく。

「できるのに、できないって思うのは、できないのにできるって言うのと同じぐらい恥ずかしいことですよ」

　市原さんのセリフを引き継いだ七瀬さんの言葉に、意味を理解できず困りながら顔を上げた。

　七瀬さんはどこかそっけなく、だけど親しくなる前に比べたらずっと優しく、わたしを見つめている。

「相沢さんは、頑張ったよー。ずいぶん自分から動けるようになったし、このままＳＥとして能力を伸ばしていってもらいたいから、俺も七瀬さんも残念だなーって思ってるけど、保坂さんにお任せするんだってー」

　市原さんはにこにこと笑顔でそう言った。

「え、え、それって」

「そのぐらい、読み取ってください」

　七瀬さんも、ちょっと意地悪な笑みを浮かべる。

　――ああ、わたしは認めてもらえてるんだ。

　足手まとい、自分の実力も見極められない、スキルがあるわけでもない。それでも頑張ってきたことは、誰かが見ていてくれていた。そういう上司に恵まれて働いてきた。

「だから、これからは新規ビジネスで頑張って、ってことでいいのかな」

　営業スマイルの佐伯さんに、わたしは何度もうなずいた。

　何か言ったら、泣いてしまいそう。たかがこれだけのことなのに、尊敬する上司たちから、ほんの少し認めてもらえたことが、わたしの胸を熱くする。

「よろしく、お願いします」

「来週からプロジェクトは始まりますが、異動するなら来月からってことで……いいんだよね、七瀬くん？」

　佐伯さんが七瀬さんに尋ねる。

「そうですね。残務もまだありますから、来月からになると思います」

「あー、ほんっと、相沢さんいなくなると、せっかく動けるようになった人間が減るしー」

「その分、市原さんに作業あげるよ」

「いらないって！　七瀬さん、俺のこと殺す気？」

「だったら新規ビジネスの相沢さんに依頼すればいいか」

「ああ、いいねそれー」

　七瀬さんと市原さんは、早くも危険な算段を立てている。ユニットが変わったところで、わたしの毎日に大きな変化はないのかもしれない。それはいい意味でも、悪い意味でも！

　わたしはふたりの会話を聞きながら、いつか自分も後輩を助けて仕事を指導してあげられるようになろうと思った。まあ、いつか、そのうち、もしかしたら。

　未来は遠く、だけど近い。いつかやってくるその日に、不安になった後輩を助けてあげられる存在になれるように。

「まあ、でもあんまり仕事ばっかしてたら、彼氏に見捨てられちゃうよー？」

「なっ……!?」

　市原さんの唐突な言葉に、わたしは目を見張った。

「おや、相沢さんは付き合ってる相手がいるのかい？　よしよし、どんな男か見極めてやろう。おじさんに教えてごらん」

　なぜか、ここで突然フレンドリーになる佐伯さん。もしかして、恋バナがお好きですか？

　いや、ちょっと落ち着こう。何せ、わたしの恋人は今、この会議室にいるのだ。

「では、そういうことで。相沢さん、頑張ってね」

　しかし、恋人である七瀬さんはさっさと席を立ち、会議室を出ていこうとしている。

　彼女のピンチを助けてくれてもいいんじゃないでしょうか!?




　午後の業務を終えて、時計を見るとちょうど十八時。定時に、仕事が終わっている。

　厄介なプロジェクトが終われば、早いときは定時で上がれるのだ。

　けれど長らくデスマ続きだったせいで、定時の時点でやることがないなんて、不思議な気がしてしまう。

「あれ、相沢さんもう帰るの？」

　向かいの席に座る市原さんが、驚いたように声をかけてくる。

「はい、帰るつもりですけど、何か急ぎの作業ありますか？」

「ないない。ほら、相沢さんっていつも残業してるイメージだから、定時退社なんて、変な気がしただけー」

　反論の余地もない。わたしもそう思っているのだから。

「じゃあ、金曜の報告書も、その調子でスピーディに仕上げてね」

「……そうか、今週の金曜は部会でしたね」

「そ、最後の部会だよ。嬉しいでしょー」

　嬉しいわけがない。お付き合いしているからといって、それで容赦してくれる人だとはまったく思えない、わたしの恋人がラスボスだ。

「帰る人は無駄口叩かないで、さっさとタイムカード押してくださいね」

　我関せずとでも言いたげに、七瀬さんが無愛想に言う。

　この時点で、仕事上では情け容赦ないことが確定である。

「じゃあ、お先に失礼します」

「お疲れさまですー」

「お疲れ」

　新宿駅に向かって、薄暗い街を歩いていくと、後ろから名前が呼ばれた……ような気がした。

　わたしは足を止め、足早に駅へ向かう人々の中で立ち止まる。

「相沢さん」

　やっぱり聞こえる。気のせいじゃない。ゆっくり振り返ると、河野さんが立っていた。

「河野さん、お疲れさまです」

「お疲れさまです。歩くの速いね」

　子犬みたいな無邪気な目を細めて、彼は微笑んだ。

　かつて、彼とこの道を歩きながら、ふたりで帰ったことがあった。もうずいぶん遠い昔に思えるけれど、そこまで前の話でもない。

「ちょっと、聞きたいことがあって」

　隣に並んで河野さんが歩き始める。わたしは戸惑いを胸に秘めたまま、少しうつむいた。

「もしかして、結婚するの？」

「へ？」

　一瞬で、頭の中が疑問符でいっぱいになる。

　なんで結婚!?　相手は!?　誰と結婚したらいいの、わたし！

「いや、なんか最後の部会って言ってたのが聞こえたから、会社辞めるのかなと思って……」

「ないですないです、まったくそういうことじゃないです！」

　ユニット異動することを知らなければ、確かに仕事を辞めると勘違いされてもおかしくない言葉だけれど、だからって結婚退職はない。

　わたしはなんだかおかしくなって、笑ってしまう。

　河野さんは、それを見て困った表情。

「本当はまだ言っちゃいけないんですけど、ユニット、移るんですよ」

「え……？」

　先ほどまで困っていた河野さんが、今度は驚いた様子で目をまん丸にする。

「新規ビジネスで、長期プロジェクトがあるので、そちらに異動することになったんです」

　ひとしきり笑ってしまうと、なんだか寂しい気持ちになった。

　中途採用されてから、ずっとシステム開発第三ユニットでやってきた。つらいことも、悲しいことも、もう本気で会社辞めてやるって思ったこともあったけれど、わたしは確かにそこにいたんだ。

「そっか。そうだったんだ」

「結婚退職だと思ったんですか？」

「うん、本気でそう思った」

　はにかむように笑って、河野さんはちろりと舌を出した。

「七瀬沙智さんになるのかなーと思って」

　信じられない言葉に、わたしは耳を疑う。

「ちょ、え、ど、どこから、それは」

「知らぬは本人ばかりなり、ってね。結構うわさだよ？」

　気をつけていたつもりだったのに、壁に耳あり障しょう子じに目あり。なんだかんだで、七瀬さんと一緒に帰ったりすることも多かったから、仕方ないのだろうか。

「そんな、世界の終わりみたいな顔することじゃないよ」

「いえ、世界の終わりですよ！」

　七瀬さんは、知ったらどうするだろう。

　わたしとこんな関係にあるなんて、バレたくないだろうし、どこからバレたんだって怒るだろうか。

『付き合ってるわけないでしょう』とか絶対零度の発言をされてもキツイけど……。

「相沢さんが成長できるようにって、本当に考えていてくれた人だもん。俺、かなうわけないよね」

「そ、そんなことはなくてですね！」

「大丈夫！　今は別に相沢さんに特別な感情があるわけじゃないよ。ただ、なんとなく思い出すと悔しいなって。違うな。うらやましいなって、思ったりするんだ」

　河野さんは前を向いている。わたしではなく、進行方向を見て歩いていく。

「だから、もし相沢さんが七瀬さんと結婚するんだったら、少しでも早く『おめでとう』って言いたかったんだけど、違うんだね」

「違いますよ！」

「そうなの？　相沢さんがわかってないだけじゃなくて？」

　その言葉にびっくりして目を見開くと、河野さんはいたずらっ子みたいに笑う。

「そういうところ好きだったよ。わざとやってるんじゃなくて、本当に素直でかわいいところ」

「え、あの」

「もう今は気持ちが吹っ切れているから言えること！」

　河野さんはそう言って遠くを見ていた。その目はまっすぐで、だけど少しだけ寂しそうに見える……なんて思うのは失礼だろうか。

「じゃあ、誤解されると困るから、先行くね。お疲れさま！」

　河野さんが走りだす。

　わたしはその背中に向かって、反射的に声をかけていた。

「河野さん！」

　聞こえる距離のはずなのに振り返らない彼の後ろ姿が、人ごみを泳ぐように、遠ざかる。

　呼び止めて、何を言うつもりだったんだろう。歩きだせないまま、わたしは道のはしで立ち止まる。ただぼんやりと、周囲の喧騒に耳を傾けて空を見上げる。

　誰かと誰かが出会って、恋をして、幸せになって。

　だけどそうではない結末ももちろんあるからこそ、巡り会えた運命に感謝しなくてはいけない。わたしは七瀬さんのことを想い、きゅっと両手でバッグを抱きしめた。

「……気に入らないな」

　唐突に、不機嫌そうな声が降ってくる。振り向くと、そこには七瀬さんが立っていた。

「え、えっと」

「なんでそんな落ち込んでるのかな。電話も出ないし」

　少しイラ立ちを感じさせる七瀬さんの声に、わたしは慌ててバッグからスマホを取り出した。

「電話、え、気づいてなかった」

「はいはい、沙智はいつもそうだよ」

　ふいっと七瀬さんが顔を背ける。

　なんだろう、この感じ。七歳も年上の恋人が、かわいく思える瞬間。

「七瀬さん」

「何？」

「ちょっとしゃがんでください」

「断る」

　相変わらずの即答に、笑いたくなるけれどここは我慢。本当に、素直じゃないんだから。

「じゃあ、わたしが背伸びしますから、いいです」

「嫌だよ。俺は帰るんだから」

「もう！　話、聞いてくださいよっ」

　歩きだす彼の袖をつかむと、ぐいっと手を握られた。

「歩きながら話してよ。時間もったいないでしょう」

「……耳打ちしたかったのに」

「家に帰ってからでいいだろ、そんなの」

　まだムッとしてる？

　電話に出なかったことで、そんなに心配したのだろうか。

「好き」

「だから、家に帰ってからにしろって言ってるんだけど？」

「わかってますぅ！」




　手をつないで新宿駅まで歩く。

　背の高い七瀬さんの隣。

　本当は、もっと言いたいことがたくさんある。聞きたいことも、いっぱいある。

　だけど七瀬さんはきっと答えてくれないし、もしかしたら質問さえさせてくれないかもしれない。

　だから、胸の奥でこっそり思っておこう。

　七瀬さんって、結構前からわたしのこと、本当に大事にしてくれてたんでしょ、って。

　思い込みでもいい。だって今、わたしは大好きな人に大切にされてるんだから。

「相沢さんの手、ヌルヌルしてやだ」

「ハンドクリームですよ！」

「手汗だろ」

　大事に……されてるはず。たぶん、絶対？　あるいは、もしかしたら。

　余計なことは言わないで、勝手に思ってるだけのほうが安全かもしれない。




「それにしても、相変わらず掃除の下手な人だね」

　七瀬さんはわたしの部屋のちょうど真ん中あたりに立って、室内を見渡す。確かに七瀬さんのちりひとつない部屋に比べたら、掃除が上手とは言えない。

「会社の机は、なるべく整理するようにしてるんですよ、これでも」

「あれで？」

「あれでも！　です！」

　わたしは冷蔵庫からビールを出して、七瀬さんに手渡す。

　彼は左手にビールを持ち、数秒それを見つめてからわたしをふわりと抱きしめた。

「七瀬さん？」

「ん」

　――いきなりこんな甘いことをされると、ちょっとドキドキするんだけど！

　そう思った瞬間、首筋にぴとりと冷たい缶が触れる。

「ちょ、つ、冷たいですってば！」

「うん。冷やしてみようかと思って」

　なぜわたしを冷やすのか。しかもどちらかというと冷え性なのに。

「冷やしたら、ビールみたいによりおいしくいただけるものかと」

「冷たい彼女がご所望ですか……？」

「そうだね。電話にも出ないような彼女だし、冷たいよね」

　まだそれを根に持っていたとは。

　わたしは顔を上げて、説明しようとした途端、唇をふさがれる。軽く押し当てられただけのキス。

　七瀬さんは唇を重ねたままで、わたしの体をぎゅっと強く抱きしめた。

「ん、七瀬さ、ん」

「キスしただけなのに、そんないやらしい声出すか？」

　くっくっと笑って、七瀬さんが手を離した。

　なんだか物足りない。だけど、彼はさっさとベッドに座り、ビールのプルタブを開けた。

「そういえば、河野さんから、七瀬さんと付き合ってることがうわさになってる、って言われたんですけど、知ってました？」

　わたしは照れ隠しに関係ないことを口にして、キッチンに戻る。

「今さら？　すでに何人かから聞かれたよ。それに今日の佐伯さんと市原さん、ふたりとも知ってて相沢さんに恋人の話を振ってたでしょ、あれ」

「え、ええっ!?」

　知らぬはわたしばかりなり……。

　会議室でのことを思い出して、恥ずかしさにわたしは両手で顔を覆った。

「付き合ってるのかって聞かれたから、そうだって言ったけど。何か不満？」

「不満じゃないですけど、なんかびっくりしました」

「何が？」

　いや、だって七瀬さんはわたしと付き合っていることを、あまり公表したくないんだろうと思っていたし。

「部下と付き合ってるとか、あんまり言いたくないかなって思ってたから」

「言いたくないよ。でも、付き合ってるんだから、嘘つくわけにもいかないでしょう。それにもうすぐ、部下じゃなくなる」

　確かにユニット異動すれば、直属の上司ではなくなる。

　もしかして、この突然の異動にはそういう事情も含まれているのだろうか。

　パッと顔を上げると、七瀬さんは素知らぬふりでビールを飲んでいる。わたしは冷凍庫から出した鶏肉をレンジで解凍しつつ、七瀬さんの隣に座った。

「ユニット異動って、じゃあもしかして」

「そりゃね。別に社内恋愛は禁止じゃないけど、同じユニットだといろいろと面倒でしょう」

「それは、そうですけど。でも……」

「でも？」

　七瀬さんがいつもいてくれた。まだ付き合う前からずっと、恐れつつも尊敬していた、あこがれの上司。今はこうして、隣にいることができるけれど、わたしにとって七瀬さんは恋人としてだけじゃなく、大事な人だ。

「寂しいとか、そういうことなら、聞いてあげてもいいけど」

「……意外、です」

　わたしは彼の整った顔を見上げて、目をまたたかせる。てっきり、仕事なんだからそんなことで寂しがるんじゃない、と言われると思っていた。

「相沢さんが俺を好きで仕方ないことぐらい、知ってる」

　缶ビールを片手に、七瀬さんがふっと笑った。

　どうしよう、その笑顔だけで胸がいっぱいになる。

「好きだけど、そうなんですけど！　なんか、そう言われるとちょっと悔しいですよ」

「そう？　事実だから認めればいい」

「事実ですけどね、確かに！」

「俺も寂しいよ」

　目を細めて、七瀬さんはじっとわたしを見つめてくる。

「わたしと、離れるのが？」

「どちらかというと、相沢さんの尻拭いをできなくなることがかな」

　大好きな彼女がそばにいなくなるから寂しいわけではない、と。

　わたしはがっくり肩を落とした。

「嘘だよ」

　七瀬さんが、ビールをテーブルに置く。カタン、と小さな音がした。

「沙智と一緒にいられなくなるのが、寂しい」

「七瀬さん……」

「なんて言われると思った？」

　ニヤリと人の悪い笑みを浮かべ、七瀬さんが楽しそうに声をあげて笑う。

　喜ばせておいて突き落とすとか、ドＳＥさま、勘弁してくださいっ。

「せいぜい保坂さんに迷惑かけないようにね」

「気をつけます」

「心配で夜も眠れないなあ」

　わざとらしく七瀬さんがため息をつく。

「それに、帰りも河野くんといたから、俺の電話を無視したりね、ああ、ひどい彼女だ……」

「ちょ、な、何、言ってるんですかっ」

「事実でしょう？」

　河野さんといたのは、別に隠していたわけではない。それに、見ていたならそのときに言ってくれればよかったのに。

　――もしかして、電話に出なかったって機嫌を損ねたのも、それが原因？

「……夜も眠れないなら、添い寝してあげます」

「いらない。相沢さん、寝相悪いんだもん」

　自分ではわからないけれど、わたしはそんなに寝相が悪いのだろうか。

「添い寝してもらうより」

　ぼすん、とわたしはベッドに押し倒される。蛍光灯に重なるように、七瀬さんがわたしの顔の上に影を落とした。

「もっと楽しいことをさせてもらいたいけど？」

「あ、あの、七瀬さん、食事は……」

「ムードのかけらもないけど、現実的で悪くない発言だ」

　そう言いながら、七瀬さんがわたしのスカートの中に手を入れる。

「ムードがないとか、それは七瀬さんこそ！」

「いいから、俺だけ見てなさい」

　下唇を軽く食まれて、目を開けていられなくなる。

　七瀬さんの手が、パンストの上からわたしの太腿をゆっくりと撫でていく。手のひらのあたたかな感触に、せつなくて息苦しくなる。

　触れられるだけで、体が訴えるんだ。七瀬さんのことが好き。七瀬さんにもっと触れられたい、って。

「あーあ、本当にすぐそういういやらしい顔するから、困るんだよ」

「いやらしい顔なんて、して……」

「してるでしょう」

　笑いを含んだ彼の声が、わたしの耳をくすぐる。

「沙智、どうされたいか言ってくれないの？」

　耳たぶに触れるほどの距離で、七瀬さんの唇がわたしの名前を呼ぶから、頭の中が乱されてしまう。目を開けられないまま、わたしはぎゅっと七瀬さんにしがみついた。

「七瀬さんに、だ、かれたい、です」

「どういうふうに？」

　右手で胸をまさぐられ、左手で太腿をじっくりと撫でられ、わたしは早くも酸欠になりそうだ。

「俺に、どういうふうに抱かれたいか、ちゃんと言って」

「恥ずかしいから、もぉ、やだ」

「恥ずかしいこと、されたいんだ？」

　――ドＳＥさま、お願いだからこれ以上煽あおらないで！

　そう思った瞬間、ピピッと解凍のタイマー終了音が聞こえてくる。

「ああ、タイムアップみたいだね」

　わたしはびっくりして目を開ける。

　七瀬さんは何事もなかったかのように体を起こし、テーブルのビールをつかんだ。

「あ、あの、七瀬さん？」

「食事作ってくれるんでしょう？　レンジが終わるまでの間のサービスだよ」

　そんな話は一言も言ってなかったように記憶していますが？

　しかもそのサービス、途中で終了されると非常にせつないです。

「さて、俺は相沢さんの作ってくれる夕飯を楽しみにしてるんだけど、いつまでそんな格好で寝転がってるつもり？」

　スカートはめくれ上がり、ブラウスの胸元ははだけている。でも、それは七瀬さんがやったことだ。

「夕飯、作りますね」

　ベッドから下りると、衣服の乱れを直す。七瀬さんはベッドに座ったまま、わたしを見上げた。

「ねえ、知ってる？」

「はい？」

「おいしいものは、じっくり楽しむんだよ」

　何が言いたいのか、わたしは意味がわからなくて首を傾げる。

　七瀬さんは意味ありげにわたしを見つめ、足を組み直した。

「……えーと、とりあえず夕飯を」

「夕飯のあとに、沙智をたっぷり楽しませてね。愛情増量でよろしく」

　動揺したわたしが転びかけたのと、七瀬さんがそれを助けてくれたのは言わずもがなの出来事で。

「もう、七瀬さんっ！」

「うん？」

　抱きしめられて、わたしはぎゅうっと七瀬さんにしがみつく。

「どうしてそんなに意地悪したがるんですか？　わたしが動揺するのを見るのが楽しいから？」

「俺が、相沢さんのことを好きだからじゃないの？」

　それは、七瀬さんがわたしに告白してくれたときと一言一句違わない言葉で。

　顔を上げると、大好きな人が幸せそうに微笑んでいる。

　――ああ、わたしはやっぱりこの人にはかなわない。

「それは……その、とても光栄です」

「沙智の困った顔を見ないと、一日が終わった気がしないんだよ。だからこれからも、ずっと俺に翻弄されていて。できれば永遠に」

〝永遠に〟という言葉に心臓がドキリと跳ね上がる。できない約束はしないはずの七瀬さんが、無責任にそんなことを言うなんてどうしたんだろう。

　けれど、わたしの疑問はすぐに解消された。

　七瀬さんがポケットから何かを取り出して、わたしの手に握らせる。手のひらに収まるベルベットのジュエリーケースは、開けなくても何が入っているか予想がつく。

「……え？　あ、あの、これって」

　七瀬さんの顔と、手にしたジュエリーケースを何度も交互に見比べる。

「ずっと俺のそばにいて、沙智？　返事は十秒以内ね、じゅーう、きゅーう、はーち、な――」

「は、はいっ、そばにいます！　いさせてください！」

　突然のプロポーズと、そのあとの甘いキス。

　七瀬さんはいつもわたしを驚かせて、世界で一番幸せにしてくれる。

「好きだよ」

「わたしも、大好きです」

　心と心を重ねて、体と体をつないで。

　わたしは大好きな人の体温に包まれて生きていく。これからずっと、永遠に――。
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あとがき




　こんにちは、麻生ミカリです。

　このたびは『Ｓ系上司に焦らされています！』を手に取っていただき、ありがとうございます。




　本作は、四年前に個人サイトで掲載した『セクシィエンジニアＸ』という小説を大幅に改稿したものです。ご縁があってベリーズ文庫さんから書籍化していただくことになり、ストーリーや登場人物の関係性、結末も書き換えて、タイトルも新たにお届けしております。




　ちなみにわたしも元ＳＥなのですが、配属されるプロジェクトは毎回デスマが確定している現場ばかりでした。思い出すだけで胃痛がします！

　作中でいちばんのお気に入りキャラは市原さん。飄ひょう々ひょうとして何を考えているか読みにくい、ふわーっとした男性が大好きです。




　表紙イラストを描いてくださった佐さ木き 郁かおるさま、優しくかわいらしい色合いに、一目で心を奪われました。男性の顔が見えないところがベリーズ文庫の特徴なのは承知のうえで、それでもついつい七瀬はどんな顔なのだろうと気になって、妄想しつつガン見してしまいます。

　ステキなイラストをありがとうございました。




　最後になりますが、この本を読んでくださったあなたへ、最大級の感謝を込めて。

　少しでも楽しんでいただければ光栄です。お好みでなかった方、ごめんなさい。これからも日々精進していきたいと思います。

　またどこかでお会いできることを願って。それでは。





二〇一五年菖蒲あやめ月づきの終わりに　麻生あそうミカリ









この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。
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